










































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　反旗を翻ひるがえす者









　作物の育ちにくい過か酷こくな風土、異人を信しん仰こうする怪あやしげな邪じや教きよう徒と達。

　大陸北方は常に戦いの歴史で彩いろどられ、しかし彼ら北方人の間には生き残る為ための闘とう争そうを美とする文化が存在した。

　切り立った崖がけを背に構築された岩の都、ドストル。

　王の住まう岩がん窟くつ神しん殿でん内部は蟻ありの巣のような予測不可能な迷めい路ろ。ドストル帝てい国こくに敵対する者が、一度迷い込んだら二度と出てこられないといわれる崖の中に、その部屋はあった。

　光を受け付けない湿しめり気けのある一室。闇やみで覆おおわれた部屋は燭しよく台だいのランプによってのみ照らされ、壁かべ一面に吊つるされた用よう途と不明の道具が怪しげな光を放っている。

　内観から予想される奇き妙みような部屋の主あるじは世捨て人か研究に没ぼつ頭とうする偏へん屈くつな老人、と思いきや……革かわ張ばりの椅い子すに座る人間は年若い乙女おとめ。

「ルーニー。報告して」

　しかし──そう見えるだけだ。

　少女は足を組み、跪ひざまずく男を見つめる。

　男は跪いたまま、頭を下げ、恍こう惚こつの笑えみを浮うかべたまま部屋の主への返答を始める。

　その姿は筋きん骨こつ逞たくましく、一目で堅かた気ぎの人間でないと想像するに容易たやすい。

「何から話そうか、我が主。いや、誰だれの動きから知りたい？」

「茶番はよして。あいつらの動きに決まってるでしょ！」

「では。南北の国境、グラント湿しつ原げんを境に、我らと睨にらみ合う南方諸国連合の動きから始めようか」

　苛いら立だつ部屋の主だが、それすらも男、ルーニーにとっては愛いとおしい。

　そもそも彼女と話せる時間が、どれだけ貴重なものか。

　彼女こそ、大陸半分を占しめる領土を占せん有ゆうするに至った超ちよう大たい国こくドストルの頭脳。

　人であって、人でない彼女こそが闇の大だい精せい霊れい。

「まあ奴やつらから仕し掛かけてくることはあり得ないし、そっちはいいわ。バルドーは？」

　そして、彼女が呟つぶやいた名前もまた、この大陸では知らぬ者はいない傑けつ物ぶつである。

「老将軍は主の意向のまま、段階的に兵をグラント湿原から撤てつ退たいさせている。さすが主の第一の信しん奉ぽう者を自じ称しようする男だ。これまでとは正反対の命令とはいえ、主の命令だと知れば即そく断だん実行。あの老人は迷うことを知らず、主が死ねと言えば死ぬだろう」

「余計な情報はいらないわ。事実だけを伝えて頂ちよう戴だい」

「これは失礼した。バルドー大将軍の命令を受けた兵士の間にも乱れはない。迅じん速そくこの上なく、不満も無さそうだ。元々、彼ら兵士は北方平定に向けた度たび重かさなる戦争で疲ひ弊へいし、これから先は南とのいつ終わる、始まるとも分からない戦争に心怯おびえていた。大陸統一が反ほ故ごにされたとはいえ、内心では喜んでいる者も多いだろう」

「兵には休きゆう暇かを──」

「当然、バルドー大将軍は主の慈じ愛あいを誰よりも理解しているさ。戦場での時が長い者へ休暇を命じ、家族の下もとへ帰き還かんさせている」

「そう。なら、いいわ」

　未来は変わった。

　本来であれば、ルーニーからは速すみやかに戦争実行すべしとの言葉を受ける予定だった。

　しかし、ヒュージャックから帰還したルーニーは南方統一を利少なしと闇の大精霊へ報告し、彼女は決断した。

　ドストル帝国の軍事を預かる頂点。

　三さん銃じゆう士しの一人、バルドーへ南方との国境沿いへ配備させている全軍を帰還させるよう命じたのだ。

「しかし、主。まさか私の一言で大陸統一を止やめるとは思わなかった。あれは冗じよう談だんとばかり──」

「ルーニー。あたしはヒュージャックへ送り込んだ貴方あなたに南方侵しん攻こうの是ぜ非ひを一任した。以上よ」

「あの老将軍が聞けばさぞ、悔くやしがるだろう」

　闇の大精霊はヒュージャックへ送り込んだこの男を極きわめて高く評価していた。

　自分のように感情に流されない、ただ目的を実行するために自分が鍛きたえ上げた。

　その彼が、大陸統一は帝国にとって想像だにしない反はん撃げきに遭あうかもしれないと言い、中止にすべきと進言したのだ。

　ルーニーが大陸統一を中止すべきと、そう判断したのであれば何の異論もありえない。

　そして、彼女は軍部を預かるバルドーに今後の撤退方針を一任。

　さらに、彼女はルーニーの他ほかにもう一人送り込んでいた手先。

　三銃士の一人、ドライバック・シュタイベルトへも北方への帰還を命じた。

「それで……南の反応は？」

「予想通り、南の諸国家は大混乱だ。こちらの意図を読むために、帝国へ潜せん伏ぷくさせていた虫共が急速に活発化。ここ数日で何人の潜入者が捕つかまったことか」

「まさか、殺してはないわよね？」

「たっぷりと土産みやげを渡わたして、解放したさ。あれでこっちの意思は南の各国に伝わっただろう。馬ば鹿かにされたと憤ふん慨がいする国もあるだろうが、それは南方四大同盟の盟主たる騎き士し国家の手しゆ腕わん次し第だい。そして、ダリスに送った使いは役目を果たした。不戦の誓ちかいをやつらは吞のむだろうとのことだ。当然だろう。ドストル帝国が一方的に兵を退ひくのだから。しかも、何の見返りも求めず。南の諸国家にとってはこれ以上の好条件はない」

「……よくやったわ、あんたも大変だったでしょう。それで、問題は？」

「半リ人ビ半ン魔グのデ亡ツ霊ド、奴の負傷情報が抑おさえ切れない。噂うわさを聞きつけた各地の反乱勢力が活気付いている。今はあの魔ま女じよと配下が押さえ込んでいるが、反乱軍が結集すれば一大勢力となる。また、多くの血が流れるだろう」

「貴方が考える問題はそれだけ？」

「……ふむ」

　だが、ドライバック・シュタイベルトは想定外の行動を起こす。

　手を出すなと命令した迷宮都市ゼネラウスを危あやうく壊かい滅めつさせるところだった。

　あの男が命令を聞かない恐おそれがある、そう報告を受けた闇の大精霊は即座に北方から南の果てへ向かった。三銃士の力を発現させれば、南方の都市など容易く滅ほろんでしまう。

　それがあの冒ぼう険けん者しやが集まる迷宮都市ゼネラウスであろうと例外ではない。

　しかし、それではまずいのだ。

　迷宮都市ゼネラウスへ三銃士が送り込まれていた事実を知れば、南との全面戦争は免まぬかれない。

　だが、半リ人ビ半ン魔グのデ亡ツ霊ドとして名高い男は命令違い反はんの末、敗北した。

　してしまったのだ。これまた、想定外の事実。一体、誰があれの敗北を予想出来ようか。

「何よ、はっきり言いなさい」

「いや、まさかあの半リ人ビ半ン魔グのデ亡ツ霊ドが負けることがあるなどと思ってな」

「絶対はないわ。それはルーニー、ヒュージャックで手痛い敗北したあんたが一番よく分かっているでしょう」

　迷宮都市ゼネラウスには──神しん出しゆつ鬼き没ぼつの火の大精霊エルドレツドがいた。

　そして、火の大精霊エルドレツドの力を引き出せる担にない手さえも存在し──三銃士の一人は敗北した。

　けれど、最悪の事態は免れた。いや、最良と言い換かえてもいい。三銃士を縛しばるリッチのみを、火の大精霊エルドレツドは消しよう滅めつさせたのだから。




「主の意見に異を唱える者が出てきそうだ」

「あたしに反対出来る奴がこの帝国にはいたかしら」

「いない、と断言したいが……」

　ここにきて、ルーニーの決断はやはり正しかったのだと思い知る。

　南との戦争になれば、火の大精霊エルドレツドも出てくるだろう。

　あの狂くるった精霊を相手にすることだけは避さけたかった。

　それに、南には判明しているだけでも人間に味方する大精霊が多いのも事じ実じつだ。

　騎士国家に光の大精霊、水都サーキスタに水の大精霊が存在し、戦争になれば奴らが参戦する。如い何かに大精霊を殺せるまで鍛え上げた三銃士がいようとも、火の大精霊エルドレツドまでも南の味方をすれば、泥どろ沼ぬまの戦争は避けられない。

「どうやら、主の行動に反対意見を持つものがやはり出てきたようだ。これまた、想像よりもかなりお早いご到とう着ちやくだが……主。まさか、ずっと気付いていたのか？」

　ゆっくりと扉とびらが開き、外からの光が室内を照らす。

　だが、ルーニーの言葉とは裏腹に足音一つ立てず、誰も入ってこない。それでもルーニーは腰こしにさしたナイフに手を当て、顔は床ゆかを見つめたまま、緊きん張ちよう感かんを崩くずさない。

「最悪の気分と言えるだろう。この俺が背後を取られるなんて」

　ぬるりと、ルーニーの背後に現れた人ひと影かげ。

　足音はない。誰も室内に入ってきていない。

　それでもそいつは、まるでそこにいるのが当然かのように、その場に立っているのだ。

「人生でもっとも身の毛がよだつ瞬しゆん間かんを味わったよ」

「──ダリスとの国境沿いから、兵を退かせていると伺うかがいました。盟主様」

　突とつ然ぜん、ルーニーの背後に現れたのは女性だった。

　どことなく寂さびしさを感じさせる白色の髪かみ。年ねん齢れいは二十代前半ほどながら、年齢に似合わぬ妖よう艶えんとした雰ふん囲い気きを纏まとった女だった。

　瞳ひとみは閉じ、微び笑しようを口元にたたえている姿は、まるで聖職者のように神こう々ごうしく見える。

「ルーニーが言うとおり最悪の登場の仕方ね。しかし何の用？」

「盟主様の洞どう察さつ力であればこの男の入室と同時に、私の存在には最初から気づいていたでしょう？」

「相変わらず性格が悪いわね。で、あんたにはゴールドバックに集結する反乱軍の鎮ちん圧あつって大仕事を任せていたはずだけど、放ほうり出して何の用？」

「盟主様。私はとある奇妙な噂を聞きました。グラント湿原に配置された兵士たちが故郷へ続々と帰還しているというおかしな話を」

「兵士思いの素す晴ばらしい将軍がいたものね」

「私は何も聞いておりませんでしたので、ここで考えをお聞かせ願おうと思いまして」

「あたしの意見に反対する奴がいるとすれば、フランシスカ。あんたぐらいのものだと思っていたわ」

　闇やみの大精霊の私室は入室出来る者が極めて限られている。

　彼女の私室へ入るには、彼女の許可を取るか、強きよう靭じんな結界を破は壊かいするかの二択たくのみ。

　並の魔法使いでは彼女の居住地を守る結界が何の魔法で構成されているのかも分からないだろう。そのため、その女はルーニーを利用して入ってきたのだ。

「盟主様の周りには思考を放ほう棄きした者ばかりですから。そこの男然しかり、あの老将然り」

「ええ、その通りよフランシスカ。あたしの周りにはあたしの意見を忠実に実行する人間ばかりで、だからこそドストル帝てい国こくはここまで繁はん栄えいしたのよ」

　極めて一方的なやり方を自信満々に言いのける。

　ドストル帝国がこれ程ほどの強国に育ったのは、彼女の力によるもの。

　彼女の意見に反対できるものなど存在しない、それが南方の人間における共通認にん識しき。しかし、白はく髪はつの女性は違ちがった。

　無表情の下に明確な怒いかりを携たずさえて、この場までやってきたのだ。

　不安が実現したわけだが、盟主と呼ばれた少女は動じない。

「はっきりと言ってあげる。大陸統一はね、中止よ。中止にしたの」

「……三さん銃じゆう士しの一人である私に何の説明も無く、聊いささか配はい慮りよに欠けるのではありませんか。私が大陸統一という夢のためにどれだけ尽じん力りよくしたか」

　しかし三銃士、フランシスカ。

　ドストル帝国が誇ほこる最強の一角は、闇の大だい精せい霊れいの言葉が不快だとばかりに切り捨てる。

「何が配慮よ。そもそもフランシスカ、あんたには北方列強の生き残り共が企くわだてているっていう反乱の鎮圧を任せていたはずよ 。ゴールドバックの鎮圧はどうなったの？」

「信しん頼らい出来る者達へ任せております。貴女あなたが絶対の信頼を置くそこの男と同じようなものです」

「そう？　あたしは貴女と違ってルーニーを薬で洗脳なんかしていないわよ」

「余計な問答をするために帝都へ戻もどってきたわけではありません。盟主様、大陸統一を反ほ故ごにした理由を教えて下さい」




　──まずいな。

　三銃士フランシスカの機き嫌げんが悪くなっていることを、第三者としてこの場にいるヒュージャックの悪魔と呼ばれた男、ルーニーは気付いていた。

　……このままだと、まずい。三銃士の力と、彼が崇あがめる闇の大精霊の力は拮きつ抗こうしている。

　そもそも三銃士とは、大精霊に引けを取らない者を呼ぶ名めい称しようである。

　最悪の事態を想定、二人がこの場で力を解放する未来だけは避けねばならない。

　だが、彼は会話には加わる気は一いつ切さい無かった。

　夢売りの魔女ドクター・ヒールと呼ばれるフランシスカの力、触さわらぬ神にたたりなしである。

「そこの男の判断ですか？　ヒュージャックに盟主様が送り込んだ弱者。その男が、決断したと聞きましたが」

「……」

「幾いくら気に入られているとはいえ、大国の行く末を決める判断をどこの馬の骨とも分からぬ男に任せるなど……盟主様は何を考えているのですか」

　幾ら貶けなされてもルーニーの顔色が変わることはない。

　彼は自分の職務を全うしただけだ。

「……盟主様。貴女が大陸統一の夢を諦あきらめるわけがないのです」

「本来の目的は北方統一。この大陸北方でもうどれだけ昔から続いていたか分からない戦争を止める。あたしの戦いはそれがそもそもの始まりだったわ。あんたも知っているでしょ」

「存じております。ですが、私が争いを続ける盟主様の軍門に降くだった理由は──」

　ドストル帝国で一大勢力を築いていたフランシスカが闇の大精霊の軍門に降った理由。

　それは闇の大精霊が世界から醜みにくい争いを無くすと語ったから。

「当初の目標は遂とげたわ。貴女が、ゴールドバックに集結しつつある反乱軍を鎮圧すれば、北方の完全な統一は完かん了りようする。何が不満なの？　当初の目的は達せられた」

「それは……本心なのですか？」

「本心よ。このまま南と戦争を行えば、想定以上の被ひ害がいが出ることが分かった。元々、大陸統一は最小限の犠ぎ牲せいで済むことが前提。ドストル帝国は長引く戦争に疲ひ弊へいしている。これ以上は、民たみの不満も高まるわ。現にバルドー率いる本隊が南に目を向けた結果、反乱軍が活発化している」

「詭き弁べんでしょう。われら、三銃士が揃そろった栄光の現在。今をおいて、大陸統一はあり得ない。それともまさか事実なのですか。あの半リ人ビ半ン魔グのデ亡ツ霊ドが迷宮都市ゼネラウスで撃げき退たいされたとの噂」

「……」

　声を返さない主あるじに代わって、ルーニーが初めて発言をする。

「敗北ではない。リッチが滅めつせられただけ。あの男は未いまだ健在だ」

「あら、いたのですか。敗北者、貴方が私を前にして声を出すとは想定外ですが…… まさか、あの殺しても中々死なないリッチが滅せられたとは」

　それは、三銃士フランシスカにとっても寝ね耳みみに水の話だった。

　三銃士の一人、ドライバック・シュタイベルト。

　同格たるフランシスカにとっても、決して相対したくない男。

「リッチを葬ほうむったのは、火の大精霊エルドレツドよ」

「火の大精霊エルドレツドは確かに難敵です。あれが出てきたのであれば、半人半魔が敗やぶれたのも納なつ得とくがいく。……しかし、私は南方へ仕し掛かけるべきだと進言します」

「決定は覆くつがえらないわ」

「判断したのは、盟主様ではない。そこの敗北者でしょう。 盟主様、貴女のお気に入りが敗れただけのこと。バルドーは貴女に従うでしょうが、私は違います。私はバルドーやドライバック程ほど、盟主様に思い入れもありませんので。こちらはこちらのやり方で本意を遂げさせて頂きます」

「どこへ行くの？」

「大陸統一への障害を取り除く。そのために、南へ。この目で何があったか確かめます」

「ルーニー」

　たった一言で、三銃士フランシスカの身体からだから迸ほとばしる殺意に反応する男がいた。

　ヒュージャックでスロウ・デニングと熱ねつ闘とうを繰くり広げた暗殺者。

「フランシスカ、勝手な真似まねは慎つつしむべきだ」

「私と言葉を交かわすことを恐おそれていたのではないのですか？」

「……」

「敗北者が私の道を塞ふさぐことなど出来ない」

　その瞬間。

　ルーニーは金かな縛しばりにあったかのように、止まる。

「ただの薬売りに魔法を教えてあげたのは誰だれだったのか忘れたようね」

「盟主様こそ。私が何人の列強の国王を洗脳し、ドストル帝国に協力させたかお忘れになられたのですか？　今回の決定は到とう底てい、納なつ得とくいくものではありません」




　　　　●




「あれだけ馬ば鹿かにされてよく黙だまってたわね。あんたも成長したわ」

　重苦しい雰囲気が霧む散さんする。

　ルーニーは肩かたの力を抜ぬいた。

　フランシスカを目の前にしてよくぞ退ひかなかったものだと自分を褒ほめてやりたいところだ。

　三銃士の一人、夢売りの魔女ドクター・ヒールは他の二人と比べ、最も何を考えているか分からない女。

「安い挑ちよう発はつにはのらない 。しかし、あれが元は奇き跡せきの癒いやし手、全土に独自の網あみを持つ薬売りの創設者。夢売りの魔女ドクター・ヒールと呼ばれていたなど、片腹痛いものだ。我が主、何な故ぜあのような危険な女をドストル帝国に引き入れたのです」

「あれには素質があったのよ。いえ、ありすぎたのかしらね。それにフランシスカが持つ薬売りの情じよう報ほう網もうは侮あなどれないわ」

　争いの絶えない北方では、水の魔法使いが薬売りと呼ばれる慈じ善ぜん集団を結成している。

　あの女性は嘗かつて、薬売りの中で聖母とまで呼ばれた水の魔法使いであった。現在、大陸に流通する水の秘薬は半数以上が彼女が作製したとまで言われている生きる伝説。

「それで、ルーニー。どうなると思う？」

「夢売りの魔女ドクター・ヒールは魔法で人を操あやつり、北方ではその力で多くの国を内から崩ほう壊かいさせてきた。あんな危険な女を南方に行かせれば、全すべてが無む駄だになる。追っ手を出し──最悪の場合、殺すことも検討すべきだろう」

「勝ち目があると思う？」

「勝ち目とは……一体、誰が誰に対することを想定しているのか、聞いてもいいだろうか」

「想像している通りのやつよ」

　ルーニーが思い浮うかべたのは、一人の少年だ。

　ヒュージャックではモンスターに化けていた不思議な少年。

　また、迷宮都市ゼネラウスでは火の大精霊エルドレツドの力を限界まで引き出し、リッチを葬ったと言う。

「万に一つも勝ち目はない。魔ま女じよとあれでは、魔法使いとしての技量が違ちがう」

「あら。随ずい分ぶん、低評価なのね。あんたを負かした相手なのに」

「ドストル帝てい国こく広しといえど実際に大精霊を負かした人間はいない。あれは身一つで風の大精霊を退けてみせた女だ。魔女を上回る魔法使いなど想像もできない。しかし、我が主マスター。反乱軍が集結しつつあるゴールドバックは如い何かほどに。現地から夢売りの魔女ドクター・ヒールが消えたとなると、奴やつの信しん奉ぽう者だけでは反乱軍を抑おさえることが難しいと思いますが」

　ドストル帝国は広大だ。

　人知れずドライバックが力の一部を失ったとの噂うわさが流れ、反乱に乗じる国も出ている。

　闇やみの大精霊にとって、南は些さ事じ。

　南に進軍し、足元の北がぐらつけば意味はないのだ。

　ドストル帝国が誇る大戦力の基き盤ばんである三銃士の一人が南へ行き、敗北したという噂によって活気付いている反乱軍を抑えるためにわざわざ夢売りの魔女ドクター・ヒールを反乱軍へ送り込んだというのに、これでは元も子もない。

「……そうね」

　闇の大精霊にとっては頭の痛い問題だ。

　ゴールドバックに集結する反乱軍に、今から誰かを送り込んでも意味がない。

　夢売りの魔女ドクター・ヒールが持つ力は、危険な思想で大陸を困難に巻き込む可能性が高い神父相手にうってつけだったのだから。反乱軍の神父はこの機会に何とか殺しておきたい。

　しかし、神父に近づきつつあった夢売りの魔女ドクター・ヒールが戦場から離はなれた今、誰であれば反乱軍に壊かい滅めつ的な打だ撃げきを与あたえることが可能だろうか。

「あたしが鎮ちん圧あつに向かう。それしかないわね」

「これは予想だにしない展開だ。我が主が自ら動くなんて」

「それでルーニー。あんたにはちょっと任せたい仕事が出来たわ」

「断る。あの魔女を止めるのは私には無理だ。言葉一つで、洗脳されるのは御ご免めんだ」

「違う。頼たのみたいのは、別の仕事よ──」




　そして。

　闇の大だい精せい霊れいの、指示内容を聞いて、ヒュージャックの悪あく魔まは唸うなったという。

「私は配達員か。しかし、我が主も面おも白しろいことを考える。つまるところあれに一番興味があるのは主本人ということではないか」

　しかしルーニーとて──もう一度、彼に会えるのは嬉うれしかった。
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一章　公こう爵しやく領地の館やかた









　豚ぶたさんが一匹ぴき。豚さんが二匹。

　俺が考える緑豊かな牧場、まさにそんな世界に豚さんが十匹、豚さんが十一匹。

　緑生おい茂しげる平和な楽園は柵さくに囲まれている。だけど子豚さんが次々と全力ダッシュで柵を乗り越こえて、楽園がぎゅうぎゅう詰づめだ。あーまた増えちまったよ。もう牧場は豚でぎちぎち。おい、これ以上入ったら楽園が崩壊するぞ。

　何だその目は。俺に向かってぶひぶひ吼ほえたって何にもならないぞ。

「…………」

　ふう。分かってるよ、これが夢だって。

　俺はな、どんな時でも夢と現実の区別がつくクールな人間だからさ。

　でももう少しだけ、この甘かん美びで甘い夢に浸ひたっていていいだろ？　現実はいつだって非情だからさ、夢の世界に逃にげ込みたい時だってあるわけよ。

「ぶひぃ」

　色気もへったくれもない声。

　という今の人間の声？　俺には本物の豚の声にしか聞こえないんだけど？

「ぶひ～～～」

　まごうことなき、俺の声。

　柔やわらかで真っ白なシーツに潜もぐり込んで、情けない音を上げる俺の声だ。

「──こら坊ぼつちゃま！　もう朝でございますよ！」

「ぶひぶひぶひもう少しだけ、寝かせてくれ！　俺にとってはまだ夜だ！」

「何を訳の分からないことを！　毎日毎日、好き放題寝ているじゃありませんか！」

「ぶひいぶひい！」

「ちゃんとした言葉で喋しやべりなさいとっ！　領民に示しがつかないとあれほど言ってもまだ分かりませんか！　ほら、ベッドの中から出てきなさい！」

「ぶひいだ！」

　頭にパチンと衝しよう撃げき！　叩たたかれた！

　こ、こいつ、俺のことを殴なぐりやがった。いいのか、俺はこう見えてこの国の大貴族、公爵家の直系なんだぞ。幾いくらシーツの上からだってしっかりと痛いんだからな？

「坊ちゃま、出てらっしゃい！」

「ぶひいいいいいいいい！」

　あ！　またやりやがったなババア！

　シーツが引っ張られて、俺のマシュマロボディが世界に露あらわになる。うっ、ずっと包くるまっていたから温まっていた俺の体温が……。

「マロー！　シーツを返せ！　俺のシーツ！」

「しかしまあなんと不ぶ恰かつ好こうな姿になられて……マローは悲しくなりますよ」

「お前が悲しくなったってどうだっていいんだよ！　返せ！　俺のシーツ！」

「こんなにぐうたらしているのは公爵家といえど、坊ちゃまぐらいのものですよ。世界が平和に向かって走り出しているというのにまったく坊ちゃまときたら……」

　まだ陽ひも出ない朝っぱらから、俺に対して残ざん虐ぎやくな行こう為いを働くこの婆ばばあの名前はマローという。俺が生まれる前からずっと公爵家に仕えているメイドの婆。

　公爵家直系である俺にあんな真似が出来るのは、公爵領地広しと言えどこいつぐらいだ。

「おい。だからシーツ」

「領民からリアルオークとまで呼ばれた坊ちゃまが見違えた姿で公爵領地に帰って来た時、マローは嬉しかったものですよ。それが今ではまた引きこもりの豚。何がそんなに嫌いやなのですか。坊ちゃま、今日も外へ出ないつもりですか」

「……」

　暖かな日差しと清潔なベッド。

　誰だれも俺の安あん眠みんを邪じや魔ましない安あん穏のんな日々。

　全て俺が求めていたものだけど──今は引き籠こもり……いや違う。

　俺は、部屋から出ないというストライキの真っ最中なのである。

「……ふん。お前に俺の気持ちが分かってたまるものか」







　あの迷宮都市ゼネラウスで起きた激戦。

　あの後から、俺の周囲が大きく変わってしまった。

　一体、どこから話せばいいんだろうか……ええっと、まず、迷宮都市ゼネラウスの崩壊は免まぬかれたよ。戦争に至るあのビッグイベントは、三さん銃じゆう士しの一人であるドライバックを倒たおすことで間かん一いつ髪ぱつ食い止められたのだ。

「坊ちゃま。これでは、ご家族の一人でも……お祖父じい様でも公爵領地に残って、坊ちゃまのお相手をされていたほうが良かったのではありませんか」

「マロー……お前。あいつらの俺への態度、見ただろ？　俺はこの家にはもう存在したらいけない人間なんだよ。特に祖父さんなんて、酷ひどいもんだろ。あの人にとっては一度でも失敗した孫は公爵家の人間じゃないんだ。はあ、折角、煩うるさいあいつらがいなくなって清々出来ると思ったのに……マローがここまで煩くなるなんてさ」

　そして、あの事件で大きな変化が二つ起きた。

　俺の日常をぶち壊こわす、でかすぎる変化だ。

　まずは一つ目。これを先に語らないわけにはいかないだろう。

「しかし、坊ちゃまがご家族と共にあれば……名めい誉よ挽ばん回かいの機会があったのでは？」

「ないよ。今の俺が戦場に行って何が出来る。邪じや魔ま者もの扱あつかいされて、都合のいいように扱われるだけだ。それに最前線でこれから行われるのは戦争じゃなくて、話し合いだろう？　まさに俺はいるだけ邪魔な存在だ」

　これは世間でもまだ噂の段階。

　確定になっていない情報だけど、南方大国と北方ドストル帝国の兵達が睨にらみ合う最前線からドストル帝国が徐じよ々じよに兵を退ひいているという。

　その噂を聞いた時、さすがの俺も飛び上がって喜んだもんだよ。

　ドストル兵は軍部の頂点、バルドー大将軍の命令に沿って動くものだ。

　三銃士の一人、バルドーは闇の大精霊の奉ほう仕し者を自じ称しようし、大精霊以外の命令では絶対に動かない。前線から突とつ然ぜんに兵士がいなくなるということは、撤てつ退たいは闇の大精霊の命令であり、闇の大精霊は少なくともすぐに戦争を起こす気が無くなったというわけだ。

「まあ、口が回ること回ること。いるだけ邪魔だなんて、ご家族の皆みな様さまはそのようなこと考えてもおりません。ご兄弟方も皆、若様にご興味津しん々しんだったではないですか」

「……そう見えているのはお前だけだよマロー。それにいいか？　戦争は終わるんだ。俺の知らない場所でな。だから、俺がここで惰だ眠みんを貪むさぼっても誰も怒おこらない」

　このまま戦争が終われば、最高の結果だ。

　自分のやってきたことが無む駄だではなかったと証明されるんだ。

　アニメのように、大勢が傷つくことはなくなるし、俺の悲ひ惨さんな未来も回かい避ひされる。

　迷宮都市ゼネラウスに向かってよかったって心の底から思うよ。だってさ三銃士の一人を退治しただけで、世界に平和をプレゼント。あのモンスターよりも恐おそろしいドストル軍人を使し役えきするバルドー大将軍や、洗脳大好きな夢売りの魔女ドクター・ヒールを相手にしなくてすむんだ。

「だからマロー。俺は寝ねる。もう決めたから」

「坊ちゃま。ご家族達がこの国の未来のために頑がん張ばっているんですよ？」

「……お前は知らないだろうけど、本当は世界平和に向かうきっかけを作ったのは俺だ。誰も信じてくれないだろうけどな」

「はあ。また、その話ですか。帰って来た時はあれだけ凜り々りしく見えましたものを」

「……目の錯さつ覚かくじゃないか？　俺は何も変わっていない……それよりマロー。お前はいつまで公爵家に仕える気だ。もう引退しても可笑おかしくない年ねん齢れいだろ」

「坊ちゃま。女性に年齢を尋たずねるのは無礼ですよ」

「……そんな年かよ。それに父上に凄すご腕うでって認められた魔ま法ほう使つかいが、ただのメイドなんてやっているのがそもそも可笑しい話なんだ。ほら、出て行ってくれ。俺は寝るんだから」

「本当に、嘆なげかわしいことです」

　前線でドストル帝てい国こくが兵を少しずつ退かせている。

　だから、騎き士し国家の軍部を担になう公爵家は大おお忙いそがし。最前線であるグラント湿しつ原げんに俺の家族が集まって、敵に睨みを利きかせている。

　そんなもんだから、今、公爵家の館にいる直系は俺だけだ。

「坊ちゃま。机の上に食事を置いておきます。私は幼き子供の面めん倒どうを見ておりますゆえ」

「朝っぱらからご苦労なことだ」

「ゆっくりお食べください。食事は、逃げませんので」

「……はいはい」

　そして、公爵家の人間が誰もいないうちの館を切り盛りしているのが、このメイドの婆だ。ずっとうちに仕えている平民のマロー。

　しかし、俺の父上の魔法の家庭教師でもあるこいつには誰も頭が上がらない。

　俺も幼少時にスパルタ教育を受けたことがあり、今のシャーロットの教育係でもある。

「坊ちゃま。マローは、早く部屋から出てきてくださることを祈いのっています」

　マローが部屋を出て行ったことを確かく認にんして、俺は再びベッドに潜った。




「……あいつ。長いお喋りで完全に俺の眠ねむ気けを飛ばしやがった」

　迷宮都市ゼネラウスの一件から大きく変わった変化。

　それは、戦争が遠のいたということ。

「はあー。マローと喋ると幼い頃ころの恐きよう怖ふが蘇よみがえってきて、おちおち寝てもいられない」

　これは俺の考えだけど、闇やみの大だい精せい霊れいは泥どろ沼ぬまの戦争を嫌きらったのだろう。

　アニメでも、火の大精霊エルドレツドを擁ようするシューヤの存在で戦争が泥沼化した時、あいつはぼやいていた。火の大精霊エルドレツドがいるなら、戦争を開始するんじゃなかったと後こう悔かいしていた。

　つまり、迷宮都市ゼネラウスでシューヤが暴れたことが、シューヤの存在が闇の大精霊にバレたことが良い方向に向かったんじゃないか。

　見えている虎とらの尻尾しつぽを踏ふむ間ま抜ぬけはいない。帝国を愛するあの大精霊さんなら当然だ。

「戦争は止まった……俺の目標は達成……だけど……」

　つまり俺の目標は達成された。

　世界は平和に向かって一直線！　ありがとう、シューヤ！　やっぱりお前はアニメ版主人公だぜ！　後は俺も自分の幸せを摑つかむだけ！

　ってさ、そんな風に思っていたんだけど。

　なのに。なんでさ！

「何で俺は……公こう爵しやく領地の……実家にいるんだよ……」

　迷宮都市ゼネラウスの戦いの後。

　俺の周りで起きたもう一つの大きな変化。

　迷宮都市ゼネラウスから帰った俺たちを待っていたのは騎士国家の女王様。あの人にクルッシュ学園を守った功績を褒ほめられて、俺とシャーロットはそのまま学園に戻もどるものだと思っていた。

　ちょうどクルッシュ魔法学園の再建が完かん了りようし、休みが終わりそうだったからさ。

　だけど、俺がクルッシュ魔法学園に戻ることはなかったんだ。

　俺が女王陛下から──守護騎士ガーデイアンに勧かん誘ゆうされたから。

「こらー！　何を怠なまけておる！　その調子じゃ士官学校へ入れば一ヶ月で脱だつ走そうするぞ！」

「訓練中に、眠そうな顔をしているのは誰だ！」

「公爵家の方々の留守を預かるのは我々の役目なのだぞ！　責任の重さを理解しているのか！」

　騎士国家の大貴族、デニング公爵家。

　そして俺はそんな面倒な家の三男で、小さい頃は神童なんて言われていた時もあったさ。

　最近はクルッシュ魔法学園をモンスターから救った英えい雄ゆうなんて言われることも増えたな。でもさ、でもだよ？　さすがに守護騎士ガーデイアンへの勧誘は予想していなかった。

　だって、守護騎士ガーデイアンだぜ？　俺って、騎士から最も遠い所にいる存在だろ。

「若様ー！　出てきて下さいー！」

「おい！　そこ！　何を叫さけんでいる！」

「だってマローメイド長が外から若様を呼べって！」

「若様ー！」

　公爵家に連れ戻された俺を待つ家族の反応は様々だった。

　公爵家当主への道に割り込まれたと思ったのか、苛いら立だちを隠かくさない兄がいたり。俺の行動を素す直なおに賞賛する妹がいたり。でも、中でも最も驚おどろいたのが、俺の家族の大半は俺が守護騎士ガーデイアンになることを勧すすめていたことだ。父上だけは公爵家の人間が王室騎士団ロイヤルナイツに入るなんてと難色を示していたが、押し切られるのも時間の問題だろう。

「もう訓練が始まったのか。しかし、うるせえな……あいつらが幾いくら俺を呼んでも俺が部屋から出ないって分かってるだろうに」

　陽ひが昇のぼり、外では続々と鍛たん錬れんの声が上がっている。

　騎士国家、ダリスの大貴族。館やかたの庭で騎士見習い達が、稽けい古こを付けている。彼らはうちが抱かかえている大勢の有能な平民達だ。

「若様ー！　スロウの若様ー！」

　デニング公爵領地に戻ってきた俺、最初は家族以外の者たちからちやほやと甘やかされた。

　そりゃあもう、風の神童の帰き還かんじゃー、わーって具合。

　もうね、凄すごかったよ。　王都での扱いも相当だったけど、公爵領地はその比ではなかった。

　でも、俺の二人の兄貴たちは俺に絶対守護騎士ガーデイアンになれって必死だったな。

　そりゃあ俺が守護騎士ガーデイアンになれば、当主になれる可能性が上がるからな。守護騎士ガーデイアンってのは王室騎士ロイヤルナイトとも違ちがって、特別なんだ。守護騎士ガーデイアンを選んだ瞬しゆん間かんから、俺は公爵家の人間ではなくなる。

「これじゃあ寝られない……マローが用意してくれた朝飯を食うか……げ、豆ばっかり。うう……クルッシュの朝ごはんが懐なつかしい……。てか、最近。俺の食事がどんどん質素になってきているような……」

　女王陛下には考える時間をもらっている。

　さすがに即そく答とうで断るのも悪いから、ちょっと時間を置きたいって伝えてあるんだ。

　なのに、家族の奴やつら。俺が守護騎士ガーデイアンになるもんだと思ってやがったのだ！

　公爵家は王室騎士団ロイヤルナイツとは距きよ離りを置いてやってきたのに、守護騎士ガーデイアンとくれば話は違うってか。なんて現金な奴らだよ、全く。

「……ぶひい」

　でも、俺を政治の道具にされてたまるか。

　だから俺は公爵家に戻った後、家族にだけは守護騎士ガーデイアンになる気はないと宣言した。

　そこからはすったもんだの大おお騒さわぎだ。お前、外に出てみろと領地を連れまわされ、そこでは目をキラキラさせた領民が守護騎士ガーデイアン凄いって話しかけられた。

　つーか、どうして俺が守護騎士ガーデイアンに推すい薦せんされたって噂うわさを領地の平民まで知っているんだよ。

　余りにムカついたので、俺は引き籠こもって過食中だ。

「ぶひぶひぶひ」

　もう守護騎士ガーデイアンなんて話が出ないほど太ってやるんだ。ちょうど公爵家の家族達は皆、前線に出で払はらって家を留守にしているし、今がちょうどよい時期なのだ。

　奴らも俺がぶくぶくに太った姿を見れば、思い直すだろう。

　俺に守護騎士ガーデイアンなんて無理だって。

「スロウ様！　起きてるんですよね!?　さっきマロー様から聞きました！」

　誰だれかが扉とびらを叩たたいている。

　開かずの間とまで呼ばれた俺の部屋の扉を──。

「……」

「スロウ様、いつまでも籠ろう城じようするのはやめて下さい！　出てきて下さい！」

　マローは平民でありながら、優ゆう秀しゆうな魔法使いだ。

　あいつは俺が魔法でロックした扉ぐらい、簡単に突とつ破ぱして部屋に入ってくる。だけど、今の家族のいない公爵家で、俺の許可なくこの部屋に入って来られるものはいない。

　声の主が誰なのかは考えるまでもない。

　俺の従者、シャーロット。

　だけど今は拒きよ絶ぜつ中。なぜならシャーロットはさっきの婆ばばあ、マローの手先だからだ。

「スロウ様！　……スロウ様、出てきてください！」

　俺は自分の幸せな生活のために、頑張ってきたんだ。

　シャーロットとの豊かな未来のため、頑張ってきたんだ。

　でも戦争になったら寝ね覚ざめが悪いから、アニメ知識を持っている俺は戦争だけは止めようと必死になったよ。

　その結果がこれかよ！　守護騎士ガーデイアンとか、ノーサンキューなんだよ！

「スロウ様！　これが最終通告です！　覚かく悟ごしてくださいね！」

「……シャーロット。もういい加減諦あきらめてよ。君の魔法じゃ無理だって」

　悪いがシャーロット程度の魔法使いでは俺の部屋に入ってくることはできない。今まで何度も頑がん張ばっているが、その扉を突破するのはシャーロットには無理だろう。

　しかし、俺の心を分かっていてくれると思っていたシャーロットでさえも、俺が守護騎士ガーデイアンになることに大賛成しているってのはひどい話だよな。

　至高の騎士とされる守護騎士ガーデイアンが、心を捧ささげるのは女王陛下のみ。

　つまり、俺が守護騎士ガーデイアンになった瞬間、シャーロットと離はなれ離ばなれ確定ってこと。

「え～い──！」

　直後、俺は封ふう印いんされた開かずの間から飛び出した。いや、吹ふき飛ばされた。




　久しぶりに部屋を飛び出した俺を待っていたのは皆みんなの視線。

　ドスンドスンと絨じゆう毯たんの敷しかれた廊ろう下かを歩き、メイドややたら体格のいい執しつ事じ達が脇わきへ逸それていく。 ぎょっとした顔で俺を見ている奴らばかりだが、仕方がない。

　まじでずっと引き籠っていたんだよ、俺は。

「マロー！　おい、マロー！　どこにいる！　ちょっと話があるから出て来い！」

「若様が開かずの間から出てきたぞ！」

「若様！　どうされたのですか、お急ぎになって！」

「マローはどこだ！　あのババア！　シャーロットに何を教えてるんだ！」

「マロー様は応接間に、何かすごく重要な資料を読んでいるとかで、勝手に入るのは若様でも問題が──」

「知るか！　 こっちは急ぎの用なんだよ！」

　でもこの反応、懐かしいな。

　真っ黒豚ぶた公こう爵しやく時代に学園を歩いていた時そのものだ。

　違うのは、どこか微笑ほほえましいものを見るような視線が含ふくまれているくらいだろうか。 俺の事を子供の頃から知っている奴らが館の中にはたくさんいるからな。

　生暖かい視線にどこか居い心ごこ地ちの悪さを感じ、俺は応接間に続く扉を開いた。そこにいたのは今朝、俺をベッドから叩き落とした張本人。ぎっしりと文字が刻まれた紙を見て、なぜか目を潤うるませていた。

「坊ぼつちゃま。どうされました？　そんなに肩かたで息をして、まるで豚のようですよ」

　いちいちムカつくことを言うやつだ。

　俺のことを誰だって？　豚？　そんなこと自分が一番わかってるんだよ！

「マロー！　お前、シャーロットにどんな教育をしているんだ！」

「……はて。坊ちゃま、一体何のことでしょう」

「お前が指導をしているシャーロットが！　部屋の扉をぶっ飛ばしたんだよッッッ！」

　俺はさっき、俺の部屋で起きた一連の流れを説明した。




　シャーロットが俺の部屋の扉を魔ま法ほうを使って吹き飛ばしたのだ。

　夢かと思ったが、魔法が成功して嬉うれしそうなシャーロットの顔。あれが夢のわけない。

「しかも、シャーロット。俺に謝るのかと思ったら、爆ばく発はつの成功を喜んでいたぞ！　あんなの俺が知る心優やさしいシャーロットじゃない！　マロー。お前、シャーロットにどんな教育をしているんだ！」

「あの子には一いつ般ぱん的な魔法の教育を施ほどこしていますが」

「どこが一般的な教育だ。シャーロットは光の魔法使いだぞ。光の魔法って言えば身体機能の強化とか、きらきら光る目くらましとか、少なくとも爆発だ暴走だって類たぐいの魔法を教えるのは一般的とは言えないだろ！　シャーロットはめちゃくちゃすごい魔法使いっていうわけじゃないんだから何て言うかさ基き礎そからちゃんとやらないと」

「存じておりますよ。しかし、あの子は若様とは才能が違います。あれを一人前の魔法使いにするためには、特別な教育、また意識改革が必要ですので」

　公爵家は護国の家系と呼ばれている。

　公爵家が住まう館は『将軍の館』とも呼ばれ、領民からは尊敬のまなざしを向けられていることを、俺は知っている。

　公爵家の人間は脳のう筋きんなだけだ。みんな魔法が、戦うことが好きなんだ。何しろ生まれた瞬間から、戦場で一番目立つ男になれ、一番じゃないと無価値なんて教育を受け続けているから。

「……マロー。お前の言葉は、公爵家における一人前の魔法使いだろう？　シャーロットにそのレベルを求めるのは酷こくだ。公爵家基準の一般的な魔法使いになれなくても、他の家じゃ十分に褒ほめられるレベルの魔法使いにはなれるはずだ。違うか？」

「ですが坊ちゃま。あの子は未いまだ坊ちゃまの従者になりたいと言っているのですよ？　今の若様の従者を務めるレベルには、遠く及およばないにも拘かかわらず」

「それはそうだけど……」

「もっとも、カリーナ姫ひめの守護騎士ガーデイアンとなる坊ちゃまにはもはや従者なんて存在は必要ないかもしれませんが──」

「……誰が誰の守護騎士ガーデイアンになるだって？」

「坊ちゃま。もう一度、口で言わねば分かりませんか？」

　あの日、あの瞬間。

　騎き士し国家の女王から受けた誘さそいが、俺の未来を変えてしまった。

　次期女王、カリーナ姫の守護騎士ガーデイアン。誰もが憧あこがれる最高の未来。

　でも、俺は守護騎士ガーデイアンになるなんて真っ平ごめんなんだ。

「マロー。俺は何度も言ったはずだ。俺は守護騎士ガーデイアンになる気はない」

「私も皆みな様さまと同じ気持ちです。坊ちゃま、貴方あなたは昔から常人とは違った。坊ちゃまは選ばれた人間です、魔法の才能に溢あふれ、人の痛みがわかる。名声は他国にも轟とどろき、あの大国サーキスタの姫君から婚こん約やくの話まで舞まい込んできた。女王陛下が改心した坊ちゃまを守護騎士ガーデイアンに指名する理由。私にはよくわかります」

「こんな姿でもか？　これだけデブになった俺でもか？」

「公爵家の方々はもう、今の坊ちゃまの姿が擬ぎ態たいだと全員分かっていますよ。外見では人の中身を推おし量れないと言いますが、坊ちゃまの場合はその最たるものでしょう」

　くそ。

　俺はまじで、守護騎士ガーデイアンなんかになりたくないんだよ。

「名めい誉よなことですよ。公爵家の名声もさらに際きわ立だちます」

「マロー、俺は名誉なんていらない。俺は……」

　俺にはまだ、やりたいことが沢たく山さんあるんだよ。

「デニング公爵家に生まれた者の宿命です。大貴族に生まれ、平民よりはるかに優すぐれた教育、生活をする者には義務が生じます。この国の貴族は総じて他国よりも、貴族の品格を重要視する。中でも公爵家はその最たる家、だから私はこの家に生しよう涯がい仕えると決めたのです」

「ははは、くそったれだ。何が責任だよ。人に自分たちの夢を押し付けるなって。俺は、この家の、そういうところが大だい嫌きらいなんだよ」

「……今の言葉は、聞かなかったことにしておきます」

　光のダリス王室。

　公爵家。そして、シャーロットまでも俺が守護騎士ガーデイアンになることを望んでいる。

　結局、こうなるのかよ。

　俺が自分の意思を貫つらぬき通すことは、難しいかもしれない。何せ陛下からのお言葉なのだ。

「って、話が逸れた。俺はシャーロットの魔法について話しに来たんだ」

　あんな魔法。シャーロットは知らなかったはずだ。

　一体、俺が引き籠こもっている間に何があったんだ。

「あの子がやると言うものですから」

「それにしたって限度があるだろう……シャーロットは俺の扉を吹っ飛ばしたぞ！」

「あの子もやっとそれぐらいは出来るようになりましたか」

「シャーロットは光の魔法使いだ。爆発なんて魔力の暴走、変なことを教えるな！」

　常識を壊こわす魔法使いになって欲しくない。

　俺はシャーロットの魔法を試ためすために、鍵かぎを閉めていた。シャーロットが魔法で解除すれば、扉は開く。なのに、扉を破は壊かいして入ってくるなんて何事だ！

「これがうちのやり方です。ならば、部屋から出て坊ちゃまがあの子を指導しますか？」

「……」

　その時、初めて。

　俺は実家に帰ってきたことを実感したのであった。







　ドシドシと館内を歩いていく。

　広大な敷しき地ちを持つ公爵家の館やかた、仕えるメイドの数は百人近く。半数近くが平民の魔法使いであり、そのトップに君臨するのがさっきの婆ばばあ、マローだ。

　しかし、腹が減ったな。朝ごはんもシャーロットの魔法のせいでグチャグチャになって結局食べられなかったからな。

「そこのメイドさん。朝ごはんはないか」

「こ、これは若様。申し訳ありません。朝ごはんの時間はもうすでに終しゆう了りようして……」

「え……でも簡単なものならあるだろう。その、サンドイッチとか」

「申し訳ありません若様。マローメイド長からも、部屋から出てきた若様を甘やかすなと口酸っぱく言われております」

　そんな馬ば鹿かな、少し前まではすごく優しくしてくれたじゃないか。

　どうやら、俺が開かずの間から出てくるまでは徹てつ底てい的に甘やかして、 出てからはきつく当たるような作戦らしい。何だよそれ、北風と太陽かよ。

　ぐうーーーー。

「今の聞いた？　俺の腹の音」

「申し訳ありません」

「わかった……じゃあさ、シャーロットが今どこにいるか知ってるか？」

「あの子ならまだ若様の部屋に──」




　俺の部屋に彼女はいた。

　メイドさん達がイソイソと掃そう除じをする中で茫ぼう然ぜんと突つっ立っている。

　あれ、何やら様子がおかしいぞ。

「シャーロット？」

「ううっ……スロウ様……私の杖つえが粉々に……」

「そういうことか。マローに聞いたよ。あいつに教えられた魔法とシャーロットの杖の相あい性しようは最悪だから、こういうこともあるさ」

　そりゃ、光の魔法使い用の杖だからな。 爆発とか暴走とか、自分に合っていない、さらに自分の実力以上のものを頻ひん繁ぱんに使ったらそうなるよ。

　でも確かシャーロットの杖は高級品だった筈はず。噂うわさにきくところ、俺のダイエットを成功させた功績としてシャーロットには特別なお小こ遣づかい、おっと。こういったら、シャーロットがすねるか。お給金が出たから、シャーロットは全額を杖に投資したらしいが……よっぽど激しい魔法に挑ちよう戦せんしていたんだろう。

　けれど、うちには杖を十本壊して一人前みたいな風習もある。杖は消しよう耗もう品とかいう馬ば鹿か野や郎ろうも多いし、やっぱりこんな環かん境きようにシャーロットがいてはだめだ。

　俺はその日ずっと、杖を失ったことでしょげ続けるシャーロットを慰なぐさめていたのだった。




「スロウ様、朝ですよ」

　今日はあのうるさいババアじゃない。

　シャーロットの声だ。でもどうしてシャーロットが俺の部屋に入ってこれるんだ。扉とびらには魔法でロックを……あーそこで気づいた。 昨日シャーロットが俺の部屋の扉をボコボコにしたんだ。見ればまだ扉はない状態で誰だれでも俺の部屋には入り放題。 また引きこもるといけないから、マローの指示で直されてないんだよなぁ。

「分かった……起きるよ」

　眠ねむ気けまなこをこする。

　……久しぶりに、今日はちょっと外出でもしてみるか。

　俺が引きこもっている間、シャーロットが何をしていたか、昨日の魔法の件もそうだし気になっているんだ。
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「あのさ……シャーロットの一日ってどんな感じなの？」

　そして、彼女の日常を聞いて俺は飛び起きるのであった。




　この家の教育方針は控ひかえめに言っても狂くるっている。

　幼子に、自分が食べる分は自分で取ってこいって森に置き去りにされた記き憶おくもあるし、杖を振ふりすぎて骨折するなんてこともざらだ。

「──この前は、ナイフ一本で森の奥に放ほうり出されて、三日間生き抜ぬいて来いって……」

「はぁ!?」

「私も最初はもうダメだって思ったんですけど……意外となんとかなるものだなって。だってスロウ様。私、思ったんです。ヒュージャックでも危ない目に遭あいましたし、サバイバル技術の向上は必要だなあって」

「いやいやいやいや、 ヒュージャックでの生活なんて特とく殊しゆな事例じゃないか。モンスターに支配された中に潜せん入にゆうするなんてのは俺はもう二度とごめんだよ」

「そうですか？　私……ちょっとあの時楽しんでました……」

「えっ、まじで？」

　そこで思い出した。シャーロットって外見とは裏腹に逞たくましいんだよな。

「魔ま法ほう学園での生活は楽しかったですけど、公こう爵しやく家で学ぶべきことは多いです。あ、前は蛇へびを料理したんです！　美味おいしかったですよ！　スロウ様にも今度作ってあげますから！」

「いやいやいや。絶対に俺は遠えん慮りよするから！」

「物は試しですよ、スロウ様！」

「……シャーロット、疑問に思わなかった？　そんな危険な場所に一人で、クルッシュ魔法学園ではそんな授業一つもなかっただろう？」

「全然危なくないですよ？　普ふ段だんはもっと危険な場所に連れていかれてますから」

「分かった、シャーロット。もう、充じゆう分ぶんに分かった」

「何が分かったんですか？　私、やっと、理解できたんです。公爵家で学ぶ生き方は将来に役立つ！　って」

　そう言って、目をキラキラ輝かがやかせるシャーロットは、もう、ダメだ。

　洗脳されている。杖が無くても物理で殴なぐればいいじゃない、そんなシャーロットはだめだ。

　頭を抱かかえたくなった。なんていうことだ。

「私。今度は志願して遠えん征せいに連れて言ってもらおうと思うんです。杖は無くなっちゃったけど、学べることは多そうだし」

　いかんいかん、いかーんぞ！

　遠征なんて行ったら、シャーロットがさらに可笑おかしな方向に進んでしまうじゃないか。

　断固反対だ。

「シャーロット。ちょっとお願いがあるんだけど……俺の荷造りを頼たのんでもいいかな」

　ここにいると、シャーロットの常識が可笑しくなる。

　クルッシュ魔法学園に戻もどろう。そう決意した瞬しゆん間かんであった。







　豊かな自然と共に繁はん栄えいし続ける公爵領地。

　空は綺き麗れいに晴れ渡わたり、美しいまでに澄すんでいる。考え事をするために気分転てん換かんを図はかろうと考えたが、こうして散歩するだけでも、十分に心が洗われる気分だった。

「正せい攻こう法ほうでいくか、相手の弱みをつくか。うーん、でも相手はあのマローだからなあ。ありきたりな説得じゃ父上の方針に逆らうなんてありえないよなあ。さて俺はどうするべきか」

　部屋に引きこもっていた俺がいきなり学園に帰りたいと言い出すのだ。

　それに足る理由を考え出さないといけない。

「一つの可能性として、黙だまって家を出ていくってやり方もあるけど……強ごう引いんすぎるか」

　それに家を出ても、俺とシャーロットには行くあてがない。

　まあ、冒ぼう険けん者とか魔法の家庭教師とか傭よう兵へいとか無限の可能性があるんだけど、実際問題クルッシュ魔法学園に帰るのが一番現実的だ。公爵家のやり方に染まりかけているシャーロットを元に戻すためにも、クルッシュ魔法学園に帰りたい。でも……いつもは俺の味方であるシャーロットも家を黙って出て行くのは許してくれないだろう。

　さて、どうしたものか。

「だけど、どうやってマローを説得すればいいんだ……マローは堅かた物ぶつだからな……」

　俺がこの家を出る方法はたった一つ。

　あの婆ばあさんメイドを説得することだ。

　けれど、これが何よりも難しい。

　俺の父親は公爵家で俺を矯きよう正せいしたがっているからな。

「若様！　あの噂聞きましたよ！」

「女王陛下から直々に求められるなんて、夢のようではありませんか！」

　外を散歩すれば、集まってくる領民たち。

　大地に恵めぐまれた公爵領地には、領地の外からも豊かな生活を求めて大勢集まってくる。 いつか戦争が起こるかもしれないと言われているこのご時世、 強大な財政基き盤ばんを持つ領地よりも、うちみたいな強力な軍事力を持つ領地が移住先としてはすごく人気だと誰かが言っていた。

「いやいやちょっと待ってくれ俺の話も聞いてくれ」

「若様が魔法学園に向かわれると聞いた時はどうなることやらと思いましたが、とても凜り々りしくなって帰ってきたと聞きました！　今はその、少しお太りになられた様子ですが」

「これお前、あの若様に向かって何ということを言うか。守護騎士ガーデイアンになるという重圧は我々には考えられないものでしょう」

　何が楽しいのか知らないけれど、領民の俺を見る目が輝いている。

　俺の最も嫌きらいな既き成せい事じ実じつが勝手に決まっていく。ふざけるなと言いたかった。しかし、こいつらのキラキラとした瞳ひとみを見ると何も言えない。

「若様！　騎き士しになるんですか？」

「若！　噂で聞きました！　守護騎士ガーデイアンになるって！」

　皆みんな、俺が守護騎士ガーデイアンになることを信じて疑っていない。

　俺にはそんな気持ちがまったくないにも拘かかわらず……。

　ていうか、なんでこいつらまで知ってるんだよ。噂を流したのは、俺のことを邪じや魔まだと思っている兄弟あたりか？

　はあ、このでっぷりとした姿を見ればわかるだろ？

　俺は公爵家の家か督とく争いなんかに一いつ切さい興味がないんだよ。

　今も兄弟たちは出世レースに勝つために最前線を走り回っているんだろう。

「スロウ様、私も光栄な話だと思います！　あの守護騎士ガーデイアンですよ？　スロウ様にはぴったりで──」

「でも、シャーロット。俺は剣けんも使えないし」

「練習すればいいんです！　スロウ様なら大だい丈じよう夫ぶですよ！」

　シャーロットも俺が守護騎士ガーデイアンになることに乗り気で……だから、俺はストレスで過食に走ってしまうんだ。

　女王の命令とあれば、一人で戦場を駆かけ抜ける騎士。

　冷静に考えて、俺のイメージとは正反対だろ。本当に何でこうなったのか。

「シャーロット、マローを俺の部屋に呼んできてくれないか」

「何か用があるんですか？」

「ちょっとね」

「分かりました！」

　さて、どうやってマローを説得するか。

　こういうのは入念な準備をしても無む駄だだ。マローは俺なんかとは比べものにならない人生経験を積んでいる。小手先の言葉に頼たよっても返り討うちに遭うだろう。

　でも、俺たちはクルッシュ魔法学園に帰るんだ。

　あの美味しい朝食を思い出せ、この厳しい家で出てくるご飯よりも百倍美味しい貴族飯。誰にも邪魔されない自分だけの部屋があって、やかましいメイドの婆さんが勝手に入ってくることもない。ましてや寝ねている最中に、頭を殴られて叩たたき起こされることもない。

「若様──あの。宜よろしいですか？」

「なんだ？　俺はこれからマローと人生をかけた大一番をするから忙いそがしいんだけど」

「若様にお客様がいらっしゃいまして」

「俺にお客様？」

「はい。ですが、会う必要もない。ただ伝言を伝えてくれればいいと言われまして……」

「なんだそりゃ。それで伝言ってのは？」

「あの……気を付けろ、と」

　……え。それだけ？　そう聞くと若いメイドさんはこくりと頷うなずく。

　今のが伝言？　それってすごく怖こわいんだけど。ホラーだよ。犯罪の予告みたいだし。

　ていうか、俺に客が来ること自体珍めずらしい。

　もしかして俺のファンか？　あの学園のモンスター騒そう動どう後には俺のファンになったっていう子も沢たく山さんいたし、俺のファンが公爵領地にいても可笑しくない。あ、もしかして意味深なこと言って、俺の興味を引こうとしているファンなのか？

「伝言内容はまあいいや。それで俺の客って、どんな奴やつだった？　出来るだけ具体的に教えてほしい、年ねん齢れいとか、その外見とか」

「それがあの……若様のことを──オークに化ける変態と。私も聞き間ま違ちがいかと思ったのですが、引き止める間もなく去ってしまって」

　オークに化ける……化けるだって？

　俺は人生で一度もモンスターに化けたことなんて──。思い出すと、身体からだを衝しよう撃げきが貫つらぬく。

　ピコンと頭に浮うかぶ誰だれか……ヒュージャックで出会った、あいつだ。







「……ッ」

　無言で歩く。

　馬ば鹿かな、馬鹿な。なんであいつから連れん絡らくが来るんだよ。しかも、わざわざ本人がこの地まで出向いてさ。あいつどんだけ暇ひまなんだよ。もっとやることあるだろ。今の帝てい国こくは、大きな転てん換かん期きを迎むかえている。だから、あいつは闇やみの大だい精せい霊れいの手先として忙しいはずだろ。

　なあ！　ルーニー！

「ぶひぶひぶひ」

　あの野や郎ろうは堂々と自分のことを公こう爵しやく家の客人だとメイドさんに紹しよう介かいしたらしい。メイドさんもそんな人が来るなんて報告を受けていなかったけど、 あまりにも堂々とした振ふる舞まいから信じこんだようだ。

　メイドさんたちには、ルーニーの外見だけを伝え、もしまだ敷しき地ち内に奴がいたら俺に報告するよう言っておいた。

　でも……もう姿を消しているだろう。

　ここはあいつにとって敵地ど真ん中。それに俺に伝言を残しただけで、すぐに帰るって本人も言っていたみたいだから、目的は既すでに果たされているんだろう。

　 しかし、 伝言の中身が余りにも意味深すぎる。

「……」

　最前線から順調に帝国の兵は退ひいている。裏側ではドストルから使者も来たって話だ。

　帝国は間違いなく戦争の意思を弱め始めている。そこにきてルーニーが俺に忠告を送る理由ってのは何だ？

　うーん、わからん！　アニメでもあいつは謎なぞだったから！　敵であるシューヤに強くなるためのアドバイスとか送りまくってたからな。

　気をつけろって……誰かの命が狙われてるって言うことか？

　それなら一つ見当がつく。

　あいつだ、シューヤだ。

　闇の大精霊はシューヤを操あやつった火の大精霊エルドレツドの存在を知ってしまった。

　アニメの中では闇の大精霊は何度も何度も、火の大精霊エルドレツドとシューヤを殺そうとしたからな。基本大精霊同士は仲が悪い、特に闇の大精霊と火の大精霊エルドレツドは最悪だ。奴らが出会った時、大たい抵ていそれは後世に語り継つがれる規模の戦いとなる。

　……でも、シューヤは俺にとって大切じゃないしなあ。

「坊ぼつちゃま。話とは、なんでしょう」

　考えが纏まとまらない俺の下もとへ公爵家を預かる女じよ傑けつ、マローがやってくる。

　あ、やべ。説得する理由何も考えてない。

　こうなればぶっつけ本番以外に俺が取れる手段はなかった。







　確かな経験を積み重ねた者だけが出せる、聡そう明めいな落ち着きと余よ裕ゆうのある佇たたずまい。

　家族たちが不在の今、父上から家の一切を任されているマロー。

　一日を誰よりも忙しく働き、いつ寝ているのかさえ分からない。

　だけど、俺が呼び出せばすぐにこうして駆け付けてくれる。

「マロー、話がある」

「でしょうね坊ちゃま。何やら私を呼んでいたという話ですから。しかし、あの部屋から出てこられてもう何日が経たったでしょう。何やら決意された顔をしていますが」

「そうだな、やっと決意したよ。俺は……魔ま法ほう学園に戻もどろうと思う」

　俺がクルッシュ魔法学園にいる意味はない、それが父上の考えだ。

　しかしマローはある程度、予想していたのか、頭ごなしに俺の考えを否定しない。

「坊ちゃま。ご実家は居い心ごこ地ちが悪いですか」

「そんなことはない。ただ、今の俺がいるべき場所じゃないと思うだけだ」

「意外です。居心地は最悪だと、おっしゃると思いましたよ」

「まあ……俺が守護騎士ガーデイアンになるなんて荒こう唐とう無む稽けいな噂うわさを領民に流した奴にはしかるべき罰ばつを与あたえるべきだと思う。が、それ以外は何の問題もない」

「噂を流したのは祖父じい様ですよ。貴族としての自覚を持って欲しかったのでしょう」

「バカな話だ。 俺が守護騎士ガーデイアンになれば、 公爵家から完全に切り離はなされる。俺の存在が公爵家の名めい誉よとなるなんて、そんな話あったもんじゃない。マロー、お前も気付いているだろう。父上は庇かばってくれるが、一度大きな失態を犯おかした俺はやっぱり邪魔ものなんだよ」

　そうだ。

　俺が公爵家に与あたえたマイナスイメージが大きすぎた。

　それにいつまた俺が太ったリアルオークになるかもわからない。

　そんな扱あつかいにくい俺のことを家族は邪悪な存在と思っているんだろう。

　だから、守護騎士ガーデイアンの話が出たとき、あいつらは飛びついた。

「この家に俺の居場所はない。でも魔法学園にいる時は心安らかにいられるんだ。俺が多少性格が良くなったのも、もしかしたら環かん境きようが変わったからかもしれない」

「坊ちゃま……」

　とまあ、悲しそうに言っているがすべては俺の自じ業ごう自じ得とくなんだよな。

　こんな敵ばかりの環境にはいたくない。

　だから魔法学園に帰りたいと俺はマローに訴うつたえているんだ。

　秘技、泣き落としである。

「落ち着いた魔法学園で、俺も守護騎士ガーデイアンになることをちゃんと考える。あっちでは、こっち程ほど守護騎士ガーデイアンの話も広まっていないだろうから、静かに考えられるはずだ」

「坊ぼつちゃま。マローは貴方あなたをずっと誰よりも見つめてきました。坊ちゃまに対して、本当の親のような感情を持っています」

「知っている。お前だけはいつも俺の味方だった。だからお前に頼たのんでいるんだ」

　このマローは俺を支えてくれた。

　マローはこれまでの俺の全すべてを知っている。

　俺が風の神童と呼ばれた時代も、 俺の反はん抗こう期も、国外に広まるほど俺が駄だ目め人間になったことも全てだ。

「……」

　よしよしいい感じになったぞ。

　これなら魔法学園に帰る許可、下りるんじゃないか？

　正直、これが最初で最後のチャンス。家族が戦地から帰ってきたら、俺がクルッシュ魔法学園に戻るなんて絶対に認められない。あいつらの頭の固さと言ったらないからな。だから俺が魔法学園に帰るためには、このマローを説得する以外の道はないのである。

「駄目です」

　……まあ、予想してたよ。

　分かっていたけどさ、マローにこうもはっきりと言われると悲しいな。はあ、万ばん事じ休きゆうすというやつだ。もう万ばん策さくが尽つきてしまった、策と呼べるほど考えがあったわけじゃない。でも、マローを説得するにはあまりにも準備が足りなかった。

　何の信しん憑ぴよう性せいもない俺だけの言葉でそもそも説得できるはずがなかったのだ。

　俺は家族が前線から帰ってくるまでずっと公爵家の領地に監かん禁きんされ、守護騎士ガーデイアンになるよう説得され続けるんだろう。考えるだけで食欲がなくなる。

「話は変わりますが坊ちゃま。坊ちゃまは坊ちゃまレポートの存在を知っていますか？」

「は？」

「坊ちゃまレポートです」

「な、なんだよそれは」

「クルッシュ魔法学園で坊ちゃまが過ごした日常を克こく明めいに記したものです」

　いやいやいや何を言っているんだよそんなのストーカーじゃねえか。

　しかも、マローが机の上に置いた紙の束は厚さが一メートルにも及およぶかもというもので、超ちよう大作であろうことを予感させた。いやそれにしたってこれ多すぎだろ。

「……マロー。もしかしてこれってシャーロットが……」

「ええ、あの子が学園から送ってきたものです」

　そういえばシャーロットは日々俺の学園生活を覗のぞき見していたっけ。入学当初はシャーロットに観察されていることがバレバレだったけど、次し第だいにシャーロットは覗きが上手うまくなってきて途と中ちゆうからはもう全く気にならなくなっている。

　でも、まさか名前が坊ちゃまレポートだったなんて……中身は絶対に見たくないな。

「これは公爵家の中でも、限られた人間しか見ることのできない機密資料の扱いとなっております。私もこれを見ることが許されたのは坊ちゃまが帰ってきてからのことでした」

　しかし全く趣しゆ味みの悪いことだ。

　俺のプライベートをなんだと考えているんだよ。

「私はこれを見て目を疑いました。坊ちゃまがクルッシュ魔法学園に入学された当初は、こちらで過ごしていた時と変わらない行動を繰くり返していたようですが、ある日を境に坊ちゃまは変わられたとあの子はこの坊ちゃまレポートに記しています」

　わかったわかった。

　 いいからその坊ちゃまレポートっていう呼び方やめろ。

　なんだかすごいむず痒がゆいからさ。

「魔法学園に向かう前の坊ちゃましか知らない私では、坊ちゃまが学校に友達ができたなんて信じることもしなかったでしょう。しかし、これを見て私は考えを改めました。その上で再度お聞かせください。坊ちゃまは何のために、魔法学園に戻られるんですか？」

「俺は魔法学園で友を得たが、別れの挨あい拶さつすらできていない」

　マローは俺の父上の魔法の家庭教師でもあったため、 かなりの高こう齢れいだが年齢を感じさせない佇まいがある。

　自然と俺も、 背筋がまっすぐになった。

「あっちで、沢たく山さんのやり残しがあるからだ」




　　　　●




「ぶひぶひ」

「スロウ様。そんなに慌あわてて、どうされたんですか？」

「シャーロット、荷造りするぶひぃ。急ぐんだぶひぃ」

「え？」

　時に重要なのは勢いだ。

　ふつふつとわき立つ思いが、止められない衝しよう動どうが硬かたい心を溶とかすんだよ。

　ごちゃごちゃ考えすぎても、無む駄だな時間を過ごすだけ。

　マローとの語らいで俺は勢いの素す晴ばらしさを痛感していた。

「どこかへお出かけするんですか？　そんな予定、私一言も聞いてませんけど……」

「ふっふっふ。どこだと思う？」

　だって、勝利なんて一％も無かった筈はずだ。

　クルッシュ魔法学園に戻りたいなんて俺の意思は家の方針から百八十度外れていて、我わが儘まま以外の何物でもない。けれど、俺の申し出は受理された。

　理由は……シャーロットレポートの存在だ。

「あ、分かりました！　スロウ様、今日は私の山さん賊ぞくの森の修しゆ業ぎようについてくるんですね──」

「修業!?　シャーロット、また新しい特訓に挑ちよう戦せんするの!?　でもそんなのいつだって行けるじゃないか、全然違ちがうよ！　ええっと、実はさっきマローと話して、ある許可が下りたんだ」

「許可ってそんなに嬉うれしいことなんですか？」

「嬉しいに決まってるさ！」

　マローが首を縦に振ふった理由。

　全てはシャーロットが作ってくれていた俺の生活日誌のお陰かげ。

　マローは昨夜から一いつ睡すいもせず、あれを読み続けていたらしい。どんだけ書き込んでるんだよ、シャーロットレポート。俺の学園生活って、人様に語れるところあったっけ？

　マローには少しだけ読んでみますかと誘さそわれたけど、固辞したよ。

　何が悲しくて、自分の学園生活を読まないといけないんだ。

「ぶひっ、ぶひひひひ」

「スロウ様、なんどもガッツポーズされてますけど、何がそんなに嬉しいんですか？」

「ぶひ、ぶひひ。知りたい？」

「知りたいですっ、教えて下さい。スロウ様がガッツポーズしながら荷造りなんて、初めて見ましたもん！　一体どんな素晴らしい場所なんでしょう」

　そりゃあ、嬉しいよ。

　嬉しくて、飛び上がりそうだよ。

　だって。

「シャーロット！　俺たちはクルッシュ魔法学園に、帰れるんだ！」








二章　新任教師









　ガラガラガラガラ。

　頻ひん繁ぱんに揺ゆれる馬車に身体からだをガクガク揺られながら、引き籠こもりの日々を思い出す。

　公こう爵しやく領地は確かに俺の故郷だけど、心安らぐ場所じゃなかったのは事実だ。

　一度戻もどって改めて思ったけど、公爵家の考え方ってのに俺は向いていないんだよな。

　公爵家の皆みんなは自分は国を守るべきために生まれてきたんだみたいな考え方が根底にあって、今の俺みたいにさ、自分が一番幸せになりたいなんて考えをすること自体が御ご法はつ度となんて面がある。あれが、どーにも苦手なんだよなあ。

　確かに俺たちは大貴族で、平民に比べて恵めぐまれた生活を送ることができている。

　だから自分が幸せになっちゃいけないなんてそんなのおかしいよな。

「ぶひぶひ」

「……」

　隣となりではシャーロットが爆ばく睡すい中である。

　膝ひざの上に置かれた本、題名はえ～っと稼かせげる資格？

　さっきまで学園でガンガンお金を稼いで、杖つえの軍資金にするんだって息まいてたよな。

「おおい。お坊ちゃん。もう少しで魔ま法ほう学園に着きますよお」

「ぶひ」

　両りよう脇わきを広大な森に囲まれた街かい道どう、もう少しすれば魔法学園に到とう着ちやくだ。

　俺が真っ黒豚ぶた公爵から真っ白になった始まりの地。

　感かん慨がいに浸ひたっていると、石にでも乗り上げたのか突とつ然ぜん馬車ががくんと揺れ、こっくりこっくりしていたシャーロットが目を覚ます。

「スロウ様？」

「おはようシャーロット。もう少しだよ」

「ん、んん……分かりました。でも、学園に戻ったらきちんとダイエットしてくださいね？」

「もうそれ、百回は聞いたよ」

「私、マロー様からスロウ様をダイエットさせるようにって言われているんですから！　クルッシュ魔法学園に戻してもらう条件がスロウ様のダイエットなんですからね！」

「心配性しようだなあシャーロットは。俺は一度、あの真っ黒豚公爵時代からスリムに変身した男だよ？」

　シャーロットは出発前にマローからきつく俺の体形について言われているようで、この熱の入りようだ。

　けれど、俺にはダイエットと同じくらい大事なことがあるんだ。

　ルーニーがわざわざ公爵領地にまで来て残した言付け。あれの真しん偽ぎを確かめるためだ。

　でも、あいつ。まじで俺への伝言だけで帝てい国こくに帰ったのかな？　どっかに隠かくれていたりしないよな？　そんなびっくり展開は勘かん弁べんなんだけど……。

「スロウ様！　見てください！」

「ぶひい」

　見慣れた門構えを見た時の気持ちを言葉に言い表すのは難しい。

　本当の故郷に戻ってきたような、ああ、これでまたぐーたら生活が出来る。何をするにも文句を言われる公爵家の生活。背筋が曲がっているとか、そんなんどーでもいい。

　クルッシュ魔法学園に帰ってきた。

　やっと、やっとだ。女王陛下の気まぐれさえなければ、俺に守護騎士ガーデイアンにならないかなんて誘わなければ、すぐにでもこの魔法学園に帰ってこれたんだ。

　本当にデニング公爵領地に連れ戻された時の絶望ったらなかった。

「絶対に、絶対の約束ですからね。ちゃんと瘦やせないと守護騎士ガーデイアンに──」

「分かってる。分かってるよ。シャーロットの言いたいことは──！」

　門をくぐり、広がる世界。

　外周の塀へいも綺き麗れいに整備され、一体どれだけの人の手が入ったんだろう。

　俺の記き憶おくに残る学び舎やはモンスターに破は壊かいし尽つくされた光景。モンスター襲しゆう撃げきで至る箇か所しよがボロボロになったクルッシュ魔法学園が莫ばく大だいな金をかけて改修されたと聞いていた。

　至る所で分かる変化、再建に関かかわった職人のきめ細やかな思いが伝わってくる。

「……」

　だけど俺が魔法学園に戻ってきたことに気づくやつはまだ全然いないみたい。

　ぶっちゃけね。気にしてたんだよ、俺が魔法学園に戻ってきてパニックになるんじゃないかってさ。でもまだ授業中だもんなー。そうかー。なら仕方ないなー。

　大半の生徒は授業中、学園は閑かん散さんとして……。

　ふふふ、しかし、俺にはこれからの展開が手に取るようにわかるぞ？

「デニング様だ……」

「デニング様が帰ってきたぞ──！」

　ってな感じでさ。校舎から出てきた生徒達が俺に駆かけ寄ってくるんだ。

　英えい雄ゆうが帰ってきたぞーって具合の大おお騒さわぎ。ぶひひ、モンスター騒そう動どうのあの時は凄すごかったからな。俺の姿を見るだけで魔法を教えて下さいとか、サイン下さいとか、弟で子しにして下さいとか。

　言うなれば、ドラゴン退治をした後の続きがこれから始まるんだろ？

　かー！　一人ぐらいなら弟子、取っちまうか？

「ぶひ、ぶひひ」

「あ。スロウ様、ちょうど授業が終わりみたいですね」

　授業の終しゆう了りようを伝える、鐘かねの音が聞こえる。

　おっと、英雄の帰き還かんの始まりか？

　ぶひ、ぶひひひって、さ。そう、思ってたんだ。

　みんなが学園を守った時のようにちやほやしてくれるって。

　だけど、実際はそう甘いもんじゃなかった。

「……おい。あれって」

　誰だれも近寄ってこない。というか、皆明らかにビビッて距きよ離りを取っている。

　あれ？　可笑おかしくね？　その顔、何？　明らかにビビられているんだけど。

　隣ではシャーロットも不思議顔だ。

「スロウ様。すっごく変な顔されてますけど、何かあったんですか？」

　え……なんで？







「……」

　夜になった。なってしまった。

　何もイベントが起きず、一日が終了してしまった。

　俺は今、クルッシュ魔法学園男子寮りようの四階から、学園を眺ながめている。

　意味深に学園内をうろうろしたのに、デニング様が帰ってきた的な反応は一いつ切さいなかった。

　え？　シャーロット？

　シャーロットはあのあと、すぐ友達に連れられていったよ。再建した学園の変わり具合を案内してくれるんだそうだ。俺は遠えん慮りよしたよ。シャーロットには楽しい時間を過ごして欲しいからさ。でも、いいね。シャーロットには心優やさしい友達がいて。

　俺の期待は見事に打ち砕くだかれたわけだ。

「……ぶひい」

　そりゃあ、こんな豚ぶたの鳴き声みたいな声だって出るわ。

　だって、あれだぞ？　友達だと思ってたビジョンや、それに俺に大きな借りのあるシューヤだって、一人たりとも俺の部屋を訪ねてこなかったんだぞ？

　全部俺の勘かん違ちがいだったのかよ。

　マローにさ、クルッシュ魔法学園には俺の帰りを待ってる友達が大勢いるんだってさ。

　ドヤ顔で宣言した身にもなってくれよ。

　……こんなのって許されるのかよ。皆、同じ男子寮に住んでるんだろ？　階段をさ。ちょっと上ったらすぐに俺の部屋あるじゃん。

「あんまりだ、あんまりだ」

　そう呟つぶやいて、俺はベッドに向かった。

　柔やわらかなベッドだけが、昔と変わらずに俺を出で迎むかえてくれたのだった。




　昨日のクルッシュ魔法学園への帰還は最低の結果だった。

　おかげで俺は最低の夢を見たよ。

　真っ黒豚公爵本来の未来だ。誰からも必要とされず、朽くちていく。最後にはがりがりの栄養失調の豚になって死んでいくんだ。これじゃあ、アニメのバッドエンドよりも酷ひどい。あっちは改心せずに終わったルートだけどさ、俺は頑がん張ばったじゃん？　皆のためにさ。

　戦争を未然に防いだのだって俺のお陰かげなんだぜ？

「……ぶひぶひ」

　最悪の気分で、食堂に行くと、見られるわ見られるわの大騒動。

　あ、違う。騒動じゃない。だって静かなんだもん。俺が食堂に入った瞬しゆん間かんに、喋しやべり声が無くなったんだ。思わずビクリってしちゃったよ。だってさ、こんなの食堂にオークが入ってきたみたいな反応じゃん？　とりあえず皆、固まってるからさ。何かリアルオーク扱あつかいを受けている俺も身体からだを縮こまらせて空いている席に座ってみた。

　すると、まだ朝ご飯が残っているにも拘かかわらず、隣に座っていた男の子。結構ガタイのいい、根こう性じようありそうな先せん輩ぱいが立ち上がって、慌あわてて食器を片付けてしまった。

「……ぶひ」

　俺の周りには誰も座らない。

　なんだよこれ。一体、どうなってんだ。また、俺は真っ黒豚公爵になっちまったのかよ。

　俺の頑張りはリセットされたのか。大きな声で、ドストル帝国が軍を退ひき始めたのは俺が頑張ったからだ！　と大声で叫さけびたい気分のまま、朝飯をメイドさんが持ってくるのを待ち続ける。

　いいんだ。俺はさ、慣れてるから？

　こういう扱い。真っ黒豚公爵時代はこれが普ふ通つうだったし。

　あ、違うか。あの時はわざわざ食堂にご飯を貰もらいに行かなかったもんな。シャーロット便で、部屋に食べ物届けてもらってたし。

　でもさ？　一応、傷つくんだぜ？　だって、人間だもの。

「──あーーーーーーーーー！！！」

　叫び声だ。うるせえ。

　朝っぱらから覚かく醒せいしてない頭にはちょっときついタイプの高い声だった。

　何だよ。この静せい寂じやくを吹ふき飛ばしてくれるのは嬉うれしいけどさ。もし、その反応が俺を見ての叫び声、とかだったらさすがの俺も泣いちゃうぞ。ていうか、一体声の主は何を見たんだよ。幽ゆう霊れいか？　本来、いるはずのない俺が食堂に現れてびっくりでもしちゃったか？

「先輩が、いるーーー！！！！」

　この声。まさか。

「……ぶひ？」

「先輩だーー！　本物だー！」

　ティナだった。

　そうか。君がいた。俺の心からの友達で、俺の魔法の弟子第一号。

　彼女が呼んでいる。聞き間違いじゃないよな？　幽霊じゃないよな？

　こちらに走り寄ってくるその姿。黒くろ髪かみの、ばいんばいん揺ゆれる胸。尻尾しつぽがあればぶんぶん振ふり回していそうな、犬っころ──。

「先輩！　女王様に守護騎士ガーデイアンにならないかって誘さそわれたって話！　本当なんですか!?」

　叫びと共に、ガチャンガチャンと食器が割れる音が食堂に鳴り響ひびいた。

　それだけじゃない、メイドさん同士がぶつかったり、三つ席が離はなれた男子生徒が急に震ふるえ出すんだ。え、何この反応。全員の視線が俺に向いた。噓うそ偽いつわりじゃない。まじでだ。今、この瞬間、誰もが俺の存在を認めている。俺は幽霊じゃなかったらしい。

「やっぱりそうなのか……？」「あの子。平民だろ」「よく守護騎士ガーデイアンになろうかって奴やつに話しかけられるな」「あの子。確か以前、デニングと仲良かった奴じゃないか」「待てよ。あれって噓じゃないのか？」「でも、僕の父上は……」「デニングが、守護騎士ガーデイアン！」「いや、でもあれは根も葉もない噂うわさだって……」「誰か聞いて来いよ」「無理だよ、守護騎士ガーデイアンになるかもしれないんだぞ」「立場が違いすぎる」「話しかけるのも恐おそれ多いって」「守護騎士ガーデイアンだぞ、守護騎士ガーデイアン」「何かして機き嫌げんを損そこねたら、失うものがでかすぎるだろ」

　ざわざわざわざわ。

　え？　そこら中から聞こえる皆みんなのこそこそ声。

　俺はさ、耳がいいんだよ。地じ獄ごく耳みみといっていい。

　それに皆の話が気になったから魔ま法ほうも使って、はっきりと周りの反応を窺うかがってみた結果。

「──せんぱーい！　守護騎士ガーデイアンの噂ってほんとーなんですかー！」

「ちょっと待て。待ってくれ、ティナ。こっちに来るんだ」

　俺は理解した。

　皆が俺に近づいてこない理由、絶対に、あれだ。

「いや、俺がそっちに行く。とりあえず、朝ご飯は中止だ。名残なごり惜おしいけど」







　食堂を出て、連れてこられたのは学園中央広場に新たに建造された建物の下だった。

　眼前に映りこんでくるのは巨きよ大だいな時計塔とう。

　何回か目をゴシゴシ擦こすったけど、俺の勘違いじゃないよな。

「てぃ、ティナ。これは？　前にはこんなの無かったよね？」

　ティナに人ひと気けのない場所に連れていってくれるよう頼たのんだ結果。

　ここに連れてこられたんだ。

　やけに立派な時計塔に続く道。左右の花か壇だんには色とりどりの花を咲さかせた草花が等とう間かん隔かくで配置されていて、季節の花が瑞みず々みずしく命を咲かせている。

　魔法学園に到とう着ちやくした昨日は気付かなかったけど、時計塔なんて以前は無かった筈はずだ。

「先輩、この場所は今や人気の告白スポットなんですよ。こんな所に連れてこられて、もしかして私、今から告白されるんですか？」

「ぶひい!?　いいや、そんなんじゃなくて。ていうか、連れてきたのは君だろう！」

「ふふふ。分かってます」

「とりあえず、今は置いておこう。それよりティナ、何で君があの話を知っているんだ」

「ひええ」

　俺はガッシリとティナの両りよう肩かたを摑つかんで問う。

　いいか？　守護騎士ガーデイアンの話は秘密中の秘密なんだぞ？　なんで平民娘むすめのティナが知ってるんだよ。それも女王陛下から直接、誘われたなんて……公こう爵しやく領地の平民も知らなかった真実じゃないか。あの場で何が起きたかは、俺が女王陛下に返答するまでは各自、胸の中に留とどめておくようにって話だったのに……。

「先輩、顔、怖こわいですよ」

「いや、ごめん。びっくりしちゃって」

「でも、その反応。もしかしてあの噂。本当なんですか？」

「……俺は何も言うつもりはないけれど、学園の皆も知っているのか？」

「そりゃあもう！　今、学園は先輩が守護騎士ガーデイアンになるって噂で持ち切りなんですよ！　昨日なんて、本当に凄すごかったんですから！　誰だれがその、先輩に確かめるかって、結構な貴族様達が揉もめてましたから！」

「じゃあ、皆が俺に近づいてこないのって……」

「貴族の皆みな様さまは牽けん制せいし合ってるんですよ！　先輩と仲良くなったら将来、凄いじゃないですか！　だけど、昨日は誰も先輩に近づけなかったみたいですね。でも、私も気になっていたし……誰も先輩に話しかけないみたいだから、さっきは思わずぶっこんじゃいました」

　そ、そうだったのか……。

　俺の勘違いだったの……。

　しかし……ティナ。君は凄い子だ。ダリス貴族も恐れ慄おののく俺にぶっこんでくるなんて。

「でも、先輩。私思ったんですけど、ちょっと太りすぎじゃないですか？」




　そして、ティナと別れた後、それは実証された。

　俺はカリーナ姫ひめ殿でん下かが学園に来た時のように、怒ど濤とうの質しつ問もん攻ぜめにあったんだ。

　貴族生徒達は俺の噂の真しん偽ぎについて、聞きたくてうずうずしてたまらなかったようだ。誰が最初の一人になるか、だけど最初の一人が俺の怒いかりを買うんじゃないかって心配していたようだ。

　それを平民の女の子が大声で聞いたもんだから……。

「スロウ様、初日とは打って変わって人気者じゃないですか！」

「皆、珍めずらしがってるだけだよシャーロット。別に、俺が人気なわけじゃない」

　勿もち論ろん、守護騎士ガーデイアン関連の話は全部否定させてもらった。

　そんなのは噓だよ。そもそも俺はまだ返答してないんだぜ？　ぶひって感じで。

　女王陛下の誘いは、俺が頷うなずいた瞬間、真実となるんだ。

　俺が断れば、そもそも女王陛下の誘いさえ無かったことに、闇やみに葬ほうむられるだろう。

「それでシャーロット。次の授業はなんだっけ。えーっと……」

「もう！　しっかりしてください！」




　それは俺が学園に戻もどってきて、数日目。

　やっと、落ち着いた日々が返ってきたと思った。

「あれ？　あれあれ？　見間違いじゃない？　やっぱり！　──スロウ様ではないですか！」

　授業に向かう俺を呼ぶ声。

　妙みように聞きなれた声だと思ったら、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、やけに懐なつかしい奴がそこにいた。

　そこには俺が真っ白豚ぶた公こう爵しやくになってから、最初に友達になったあいつ。

　懐かしい。もう何年も会っていない気持ちだ。

「お前か、ビジョン。モンスター騒そう動どうで死んだと思ってたけど、生きてたか」

「初しよっ端ぱなから何て不ふ吉きつなことを言うんですか。しっかりと生きてますよ」

　そういえばこいつは、俺の質問の列にもいなかったな。ああいう場には真っ先にいそうなのに。何て言ったって王室騎士ロイヤルナイト志望……あれ、てか何か体調が悪そうじゃないか。やけに顔色が悪いぞ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？　やっぱりモンスターにやられた時の傷か？」

「……あの時の怪け我がはとっくに治ってます。でも、はは一週間ぶりの登校です。医務室が新しくなってからの患かん者じや一号は僕みたいですよ」

「お前、誰にやられた？」

「新しく着任された先生に腕うで試だめしで挑ちよう戦せんしたら手て酷ひどくやられまして……」

　力なく笑うビジョン・グレイトロード。

　新任の先生？　一体、誰だろう。そういえば先生もそこそこ替かわっているんだよな。特に年老いたヨボヨボの先生が、若い先生に一新されていることが多かった。

「ロコモコ先生の代わりに新しい先生がきたんです。今度は本物の、現げん役えきの王室騎士ロイヤルナイトです」

「その言い方はロコモコ先生に悪いだろ……」

　そこから、ビジョンは説明してくれた。

　ロコモコ先生は土の魔法使いとして、学園再建に尽じん力りよく。学園長に休みを寄よ越こせとひと暴れし、暫しばらくの休きゆう暇かを楽しんでいるらしい。そして新しく来た先生の授業中、先生に向かって魔法戦を挑いどんだら、ビジョンは叩たたき潰つぶされ、暫く医務室に入院していたらしい。

　現役の王室騎士ロイヤルナイト相手に何やってるんだよこいつ。

「で、ロコモコ先生の代わりってどんな先生なんだ？」

「……」

「その沈ちん黙もくは何だよ」

「ロコモコ先生みたいな自由な先生が王室騎士団ロイヤルナイツに馴な染じめなかったわけ、分かりました。ところであの……話は変わりますけど。あの噂、本当なんですか？　スロウ様が……」

「それは噓だって。俺みたいな奴が女王陛下から直接、守護騎士ガーデイアンに勧かん誘ゆうされるなんてあるわけないだろう？」







　こうして、俺はクルッシュ魔法学園に復帰した。

　短いようで長くもあった公爵家での生活を思い出すことはもうない。

　できれば学園を卒業するまではずっとここにいたいもんだ。

　廊ろう下かや学園内で擦すれ違ちがうたびに、シャーロットからの容よう赦しやない指し摘てきが飛ぶ。

「スロウ様！　ほら、ボタンが取れそうじゃないですか！」

「スロウ様！　もっとしゃんとして下さい！　背筋曲がってます！　それに今日は朝ごはんをお代わりされたって聞きましたよ！　だから夕食は一品減らしますからね！」

　シャーロットは俺にダイエットしてほしいみたいだけど……。

　でも、今の俺にはダイエットよりも大事なことがある。

「豚公爵、太ったよなあ」「やっぱりあの噂、噓なんじゃないか？」「だって、あんな不ふ摂せつ生せいな奴に守護騎士ガーデイアンなんて無理だろ」「そうだよなあ」「ぶひぶひ言ってるやつが守護騎士ガーデイアンとか俺は嫌いやだぜ」「従者にあんな言われてさ、恥はずかしくないんかな」

　よしよし。

　皆みんな、良い感じに俺に対して失望し始めている。

　こう、堕だ落らくした生活をみんなに見せることで、俺が守護騎士ガーデイアンになるなんて馬ば鹿かげた噂を消していきたいんだ。

「ぶひい」

　平和だ。

　どこから見ても、学園は平和だ。

　だけど、わざわざ公爵家までやってきたルーニーの忠告なんて何も当てはまらない。

　今のところは何にも変化がないから、このまま日常生活を謳おう歌かするとしよう。

　そしてシャーロットには悪いけれど、ダイエットにはあんまり力が入らなかった。




「ぶひぶひぶひぶひ」

　そして、魔法学の授業である。

　相変わらず、俺は一番後ろに陣じん取どっている。

　数段下の斜ななめ前にはシューヤ、だけど、隣となりにいるはずのアリシアはいない。

　でも、これはこれでアニメ通りだ。

　アリシアは長期休暇中、家に帰ってこなかったことでこってり絞しぼられている。

　まあ、公爵家に監かん禁きんされていた俺みたいなもんだ。

「おい、皆。先生の足音が聞こえるぞ！」

「静かにしろ！　またぶん殴なぐられるぞ！」

　わくてかわくてか、新任の王室騎士ロイヤルナイト。

　俺はまだ見たことがないんだよ。何だか緊きん張ちようしてくるな……。噂うわさでは授業中に私語は厳禁。居い眠ねむりも許されない厳しさらしい。女子がひそひそ声で囁ささやき合っているが、これはあれか。やっぱり今までの例に漏もれず、イケメンの王室騎士ロイヤルナイトってことか。

「おっ」

　ガラガラと扉とびらが開き、ビジョンをボコボコにしたらしい先生が入ってくる。

　涼すずやかな薄うすい紫むらさき色いろの瞳ひとみ、きつく結ばれた口元が心根の強さをうかがわせた。

　無む駄だな動きが一いつ切さいない完かん璧ぺきな動作で、先生は室内を見み渡わたす、そして軽く一礼し……すたすたと段を上がってくる。具体的に言うと、俺が座る席の隣まで。

「私の名前はユウギリ・アサヒ。ロコモコ・ハイランドの代わりとして、教師に着任した」

　先生は女性だった。身長は女性として平均的だが、引き締しまっている長い手足と小顔からか、実際よりも高く見えた。見み栄ばえがいい、王室騎士ロイヤルナイトとしてやっぱり外見は重要な要素なんだろう。

　そして俺は内心で絶ぜつ叫きようしていた。先生、女性だったのかよって。

「カリーナ姫ひめが学園滞たい在ざい時、世話になったと聞いている。スロウ・デニング。この身は王室騎士ロイヤルナイト故ゆえ、お前には頭を下げておく。黒こく龍りゆう襲しゆう撃げき時も含ふくめ、カリーナ姫が世話になった」

「いえ、俺は何も──」

「そうか。では、授業を始める」

　これが、ユウギリ先生と俺の初顔合わせ。

　美人なのに尖とがった雰ふん囲い気きを持っていて、見下ろすような態度が少しだけ偉えらそう。

　王室騎士ロイヤルナイトに女性がいるのは知らなかったけれど、あの厳しい王室騎士団ロイヤルナイツの一人なんだから、これぐらいの気き概がいがある女性じゃないと激務に耐たえられないのかもしれない。

「──このため、二重魔法は扱あつかいが難しい。しかし、扱えれば大きな力となる。全属性の魔法使いと言われるお前なら、よく分かるんじゃないか？」

「……えーっと。はい、そう思います」

「さて。では、戦場で一番、役に立つ魔法が分かるか、スロウ・デニング」

「……分かりません」

「そうだろう、そうだろう。確かに龍を落としたことは偉い業ぎようだが、お前には実戦が明らかに欠けている。ではこの私が教えてやろう。戦場で最も役に立つ魔法は、水の癒いやしだ。反論はあるかな、スロウ・デニング」

「いえ。特にないですけど……」

　特にない。

　特にないけどさ……言いたいことはあるよ。

　この先生、授業中にどんだけ俺に話しかけてくるんだよってさ。

「二重魔法は扱いが難しい故、戦場では小回りの利きく単純な魔法が好まれる。全属性も素す晴ばらしいが、戦場では使いどころが限られる。そうは思わないか、スロウ・デニング」

「え、ええ。そうですね」

「そうなのだ、そうなのだ」

　また、俺かよ。

　この先生、どんだけ俺を指名するんだよ。

　ユウギリ先生、何な故ぜか俺にちょくちょく話を振ふってくるのだ。授業を理解している確かく認にんとか、どうでもいい雑学とか。俺のことが好きなのか？　いや、そんなわけないか。俺を見る目つき、なんか大分きついもんな。

「……スロウ・デニング、聞こえなかったのか」

「え？」

「私の話を聞いていなかったのか？」

「す、すいません。考え事をしていて……」

「成なる程ほど、そうか。龍殺し様は私の授業が大層、退たい屈くつ、ということか」

「別に……そういうわけではありませんが」

「まあ、いい。公こう爵しやく家の人間は、皆みな粗そ雑ざつだ。その中でもお前はあの風の神童。私の授業なんて、受ける価値もないと思ってるんだろう」

　公爵家と王室騎士団ロイヤルナイツは仲が悪い。

　こいつ、今は公爵家が前線でドストル帝てい国こくとの交こう渉しようを取りまとめているから、やっかんでいるのか？　王室騎士団ロイヤルナイツは結局のところ、あんまり実戦に出ないから、大した力を持っていないとか思われているからな。




「今日の授業はここまでとする。最後に、何か質問のある者はいるか？」

　カチッとした新任のユウギリ先生。

　時間ピッタリに授業を終えるのかと思いきや、かなり時間が余っている。やるべき行動に無駄がない。相当に効率的な性格のようだ。そういうところは嫌きらいじゃない。

　たまにいるじゃん？　休み時間に食い込んでまで、授業を延長する先生。あれ、俺。嫌いなんだよなあ。

「無ければ、本日はこの辺りで──」

　いい感じに空気がふんわりとしたところで、誰だれかが声を上げる。

「ユウギリ先生！　あの！　質問があるのですが！」

「私で答えられる質問なら、答えよう」

「……前線からドストル帝国の軍が減っているって話、本当ですか？」

　それは先生に聞くには余りにも、余りな質問だろう。

　現に、教室内が一気にざわついている。

　でも、皆気になっていたのだろう。俺は彼の発言が真実であることを知っている。

　俺が守護騎士ガーデイアンになる噂もそうだが、噂ってのは気になるもんだよな。

「最前線に兄がいるのです！　王室騎士ロイヤルナイトであるユウギリ先生なら、前線で何が起きているか知っているかと思って！　教えてください！」

　そりゃあ、家族がいるなら気になるよな。

　俺も言ってやりたいよ。噂通り、ドストル帝国が兵を下げ始めているってさ。しかも内々では、向こうから使者がやってきて、不戦協定が結ばれつつあるって話。

「私に聞くよりも、そこに公爵家の人間がいる。彼に聞く方が正確な情報が知れるだろう」

　ちょっ。何だよそれ！

　は!?

　何でこっちにキラーパス投げてくるんだよ！　俺が言えるわけないだろ！

「で……デニング様」

　いやいやいや、答えられるわけないだろ！

　平和のために今、必死で父上達が交渉しているんだからさ！　そんな目で見てくるのはやめろ！　心が痛い！

「……そうか。お前は答えられないのか」

「当たり前でしょう。まだ未確定の話をおいそれと話すわけには──」

「その口ぶりだとある程度の情報は公爵家から与あたえられている、というわけか」

　訂てい正せい。

　こいつ、絶対に俺のこと、嫌いだ。

　でも、立場のある王室騎士ロイヤルナイト。何も語らないだろう。

「ならば私が君の懸け念ねんに答えよう。ドストル帝国は徐じよ々じよに、軍を退ひいている。小こ競ぜり合いは起きておらず、兵が負傷したとの情報も届いてはいない。このままいけば、戦争が起こらない可能性が高いのではないか、それが公爵家の見解だろうスロウ・デニング」







「おいさっきの聞いたか！」「ああ！」「でも、真実なのか？」「王室騎士ロイヤルナイトの先生だぞ！　噓うそを言うわけがないだろ！」「でも、よく俺たちに教えてくれたよな！」

　空気すらも固めたユウギリ先生の言葉。

　先生が教室を出て行くと、歓かん声せいが上がった。まだ公おおやけになっていない情報なのに、前線からドストル帝国の兵士が退いていると、立場のある王室騎士ロイヤルナイトが認めたのだ。

　俺は慌あわてて、授業を終え外に出ていったユウギリ先生を捉つかまえる。

「ユウギリ先生！　な、なにを考えているのですか！　あれはまだ、内々の話で──」

「じきに明らかになることだ。そして、この学園にいる生徒なら聞かせる価値がある。大勢が貴族なのだから」

「しかし──」

　先生は立ち止まると、いらだたしげに言ってみせる。

「スロウ・デニング。お前のような力のある魔ま法ほう使つかいには分からぬだろうが、今の魔法学園は絶ぜつ妙みようなバランスの上で成り立っている。こうしてガス抜ぬきをすることも必要だと、私は考えている」







　その日の夜は中々、寝ね付つけなかった。

　クルッシュ魔法学園に戻もどってきて、夜よ更ふかしをする初めての夜だ。

「あの王室騎士ロイヤルナイト。一体何の権限があって、最前線の状じよう況きようを皆みんなに言うんだよ……」

　公爵家と仲が悪い王室騎士ロイヤルナイトといっても、ばらしちゃいけないことってあるだろ。

「……」

　魔法戦でビジョンをボコボコにしたって話もあるし、授業を見て思ったけどかなり我が強いタイプ。

　そんな先生の評価が気になったので、俺は翌日。

　早さつ速そく、魔法の練習中だったティナを捉まえて、聞いてみることにしたのだった。

「ティナはさ、ユウギリ先生についてどんなイメージを持ってる？」

「新しくきたあの王室騎士ロイヤルナイトの先生ですか？」

「そうそう」

　学園に戻ってきて驚おどろいたことは幾いくつかあるけれど、その中の一つがこのティナである。

　人を自然と笑え顔がおにしてしまう、不思議な魅み力りよくを持った平民の女の子。

「んー、そうですねえ」

　今は空中に水玉を浮うかべることに腐ふ心しんしている彼女。

　あれ？　そういえばティナさん、君は土の魔法使いじゃなかったっけ？

　いいえ違ちがうんです。なんと、ティナさん。

　水の魔法にも目覚めてしまいました。

「何ていうか……ユウギリ先生って今まで学園にいなかったタイプですよね。指導が厳しいっていうか。しかもユウギリ先生の実家、アサヒ伯はく爵しやく家ってあの大金持ちだし、王室騎士ロイヤルナイト様に女性がいたことすら私、知りませんでした」

　不ふ甲が斐いない話だけど俺もそうだ。

　王室騎士団ロイヤルナイツに女性がいるなんて知らなかった。

「でも、どうしてユウギリ先生なんでしょうね。あっ、これは絶対言わないで欲しいですけど、私もユウギリ先生の授業を見る限り、人にものを教えるの苦手そうじゃないですか。もっと適任な人、いたんじゃないかなって。先生の授業分かり辛づらいって評判なんですよ」

「確かに……」

「水の魔法の事ばっかりだし、あ。でも私が一度、水の魔法について質問に行った時は真しん剣けんに答えてくれましたよ？　平民の私相手にあんなに真剣に相談に乗ってくれたのはユウギリ先生ぐらいでした」

[image: ]

　本気の王室騎士ロイヤルナイトの強さを知りたいと言ったビジョンをボコボコにしたぐらいだからな。

　生徒に対しては、貴族・平民の分け隔へだてなく本気なんだろう。

「俺もやたらと水の魔法について喋しやべるなとは思っていたけど、他の授業でもそうなのか。あと、さ。魔法の練習中ごめんだけど、もうひとつ聞いてもいい？」

「何でも聞いてくださいよ。私が先せん輩ぱいの役に立てるのってそれぐらいですから！」

「えーっと、何か学園に異変はなかったり、しない？」

「……先輩が言うと何か危機が迫せまってそうな感じに聞こえますね」

　失敬な。

　俺は厄やつ介かいごとを持ち込むタイプの人間じゃないぞ？

　そういうのはアニメ版主人公であるあいつらの役目、むしろ俺はこっそり解決する側だ。

「でも、そうですねえ。変わったこと、変わったこと。あんまり思いつかないかもしれないです」

「そっか。なら、いいんだ。おっとティナ、水玉がどんどん小さくなってる、集中して」

「わわっ……あ！　思い出しました、あんまり大きい声では言えないんですけど、最近小さなモンスターが一体学園に忍しのび込んだことがあったのです。それで何人かあの夜を思い出して体調悪くした子がいるって聞きました」

「……あの夜、か」

　仕方がないよな。

　あのモンスター騒そう動どうは一歩間違えれば、というか俺が間に合わなければ、学園自体が再建どころではなかったかもしれないのだ。生徒のトラウマになっても可笑おかしくない。

　襲しゆう撃げきの爪つめ痕あとを消すために、華はなやかに再建された魔法学園。学園に時計塔とうや花か壇だんを作ったり、イメージの刷新を図はかったのは生徒のメンタルケアを目的のひとつにしているのだろう。

「……ティナはトラウマになってたりしないの？」

「私もあのときの夢は何度も見ましたけど、私は魔法っていう身を守る術すべがあるからそれ程でもないです。でも私と同室の子はあの時のトラウマにずっと悩なやまされていて……どれだけ学園がきれいになっても記き憶おくは消えないって」

「そっか……」

「努力して入った学園だから、みんな心の底では辞やめたくないって思ってるんです。だから自分の心を守るために違い法ほうな薬に手を出そうとした子もいて……」

「違法？　まさか、薬売りから直接薬を仕入れようと？」

「……はい。最近、森に怪あやしい人ひと影かげがうろつくようになって、ユウギリ先生が対処しているって」

　癒いやしの力が込こめられた秘薬は馬ば鹿か高たかい。

　しかし、求める者は後を絶たず、そんな者達に薬を提供するのが薬売りと呼ばれる水の魔法使い達。

「ティナ、絶対に止やめるよう友人に忠告した方がいい。品質も保証されていないし。魔法の実験台にされる恐おそれもある。けれどあの厳しいユウギリ先生なら薬売り相手には適切に対処してくれるだろうな。それからティナ。今練習しているのは、まさかあの魔法？」

「先輩、私も色々考えて、この魔法を習得したいって思うようになったんです。ヒール！　……あれ、ヒール！　だめだ、あはは。全然発動しないんですよね」

「ヒールは難しいよ。まだ水の魔法に目覚めたばっかりのティナには早すぎる」

　悔くやしがるティナだが、本当に成長が早すぎると俺は思っている。

　知識の吸収に貪どん欲よくで、努力も惜おしまない。

　本人が言うとおり、 目的意識が明確だからこそ成長も早い。

「水の癒しがあれば、万が一戦いに巻きこまれた時も怪け我が人を助けられるって。だから、学園が休校になっている間、猛もう特とつ訓くんしてヒールを覚えようと頑がん張ばったのに……でも、まだまだ頑張りますよ！　先輩も戻ってきてくれたし！」

　はしゃぐティナを見ていて、時が経たつのは早いって実感するよ。

　ついこの前までは、ていうかアニメの中ではティナは魔法が使えなかったんだぜ？







　授業に出席していると、一日はあっという間に過ぎていく。

　やることが無くてひたすら寝ねていた公こう爵しやく領地の時とは大違い。

　そして、やっぱり印象に残る授業は、俺の力を思う存分に出せる魔法演習の時間なのである。

「ユウギリ先生が、シューヤを評価している？」

「ええ。そうなんですよ、スロウ様。あのシューヤをですよ？　確かに長期休きゆう暇かが終わって、ちょっと落ち着いたなって思うこともありますけど、あのシューヤですよ？」

「お前。よっぽどシューヤのこと見てるんだな……」

　魔法演習の授業中。

　俺は剣けんに魔法を灯ともらせたビジョンの話を演習場の隅すみで聞いていた。

　お陰かげで再建後の学園の様子について、大よそだが理解することが出来た。

　今、大事なのは変化だ。ルーニーが言っていた異変。

　けれど、それを探さぐることと同じくらい俺は──シューヤのことも気になっていた。

「ユウギリ先生はあいつの奇き人じんっぷりを知らないんですよ。あ、そういえばシューヤ。あの水すい晶しようを持ち歩かなくなりましたね、あいつも少しは大人になったってことでしょうか。それでもあのシューヤですよ？」

「ビジョン、お前も十分に腕うでを上げたと思うけど」

「スロウ様にそう言われると嬉うれしいですが、シューヤの奴やつ。この二ヶ月で何をやっていたのか、魔法に関してはまるで別人なんですよ。どんな秘密の特訓をしていたんだって聞いても教えてくれないし」

「まあ、そりゃあなぁ……」

　ヒュージャック、迷宮都市ゼネラウス。

　あいつ、色々あったしなあ。俺が言うのもあれだけど、シューヤ程度の実力でヒュージャック踏とう破はとあの迷宮都市ゼネラウスの戦いを生き抜いたって凄すごいことだぜ？　まじで、奇き跡せきだぜ？　近くで見ていれば、あいつが持つ幸運がどれだけ異常かって今回でよく分かったよ……。

「スロウ様、急に口数が減りましたけど。もしかして、シューヤの秘密の特訓。何か知っているんですか？」

「ああいや、何でもない。気にしないでくれ」

「気になりますけど、まあいいでしょう。でも、それだけじゃないんです、ユウギリ先生がシューヤのことを自分のクラブに誘さそってるって噂うわさもあるんです」

「クラブ？　ああ、先生方がお気に入りの生徒を集めて行う特別教室のことか。ビジョン、お前興味あるのか？　あれって悪く言えば先生の雑用とか押し付けられるんだぜ？」

「僕は雑用係でも何でも問題ありません！　だって、現げん役えきの王室騎士ロイヤルナイトが主しゆ催さいするクラブですよ!?　もしかしたら王室騎士ロイヤルナイトになるための特別講座とかやってるかもしれないじゃないですか」

　ユウギリ先生が主催するクラブへの入会条件は、水の魔ま法ほう使つかいであること。そして先生に一目置かれることらしい。水の魔法の才能がないビジョンは入れないのに、こいつは先生のお気に入りになるために挑いどみ続けているらしい。

「いい加減諦あきらめろよ。水の魔法使いしかユウギリ先生のクラブには入れないんだろ？」

「嫌いやです。シューヤが認められて、僕はダメだなんて！」

「シューヤのことは置いといて、だな……」

　特に迷宮都市ゼネラウスでの経験を経て、シューヤは大きく成長した。

　魔法は精神に直結するところがあるから、あいつはあの戦いでメンタルが抜ばつ群ぐんに強くなったんだろう。もう戦争って言っても可笑しくない規模だったからな。アニメの中でもシューヤは戦いの度たびに強くなる、成長性が抜群の奴だったし……。

　今のシューヤに勝とうと思ったら、正直大変だぞ？

　まぁ、シューヤを認めたユウギリ先生は目の付けどころがいいよ。

　さて、そんなアニメ版主人公様はどこで何をやっているかというと……いた。演習場の隅っこで一人だ。座って、座ざ禅ぜんを組んでいる。瞑めい想そうか？　何やってんだあいつ。

「シューヤの奴、何かあったんですかね？　たまに冷めた目で、どこか遠くを見ているんですよ 」

「さあ。でもそこまで気になるなら本人に聞いてこいよ」

「いや、それは……」

「──お前は平民だが、見所がある。そこまで二重魔法を扱あつかいたいなら、発現させてみろ！　まだだ！　魔法にのみ込まれるな！　最後まで戦ってみせろ！」

　騒さわがしい声、何事かと思ったら、人だまりが出来ていた。

　中から聞こえてくるのは、ユウギリ先生の声。

「また、ユウギリ先生が何かやっていますね」

「ビジョン。あれはどういうことだ」

「ユウギリ先生ってスパルタなんですよ。ロコモコ先生とは正反対で、身体からだに技術を叩たたき込むスタイルなんです。だけど、いつもより激しいかもしれません。一体、誰だれに対して指導をしているのか──スロウ様、どうされたんですか」

「──嫌な予感がするから、ちょっと見てくる」




　魔法は、確かに理り不ふ尽じんなものだ。

　どんなきっかけで成長するかも、新しい魔法に届くかも誰にも分からない。

　精せい霊れいと魔法、何も見えない魔法使いは時に己おのれを過か酷こくに痛め付け、さらなる強さを求めることがあった。精霊とは残ざん酷こくなもので、激しい修練を課す者に大きな力を貸すこともあるから精霊は気まぐれすぎる。

「目を覚ませ、平民！　二重魔法を手に入れたいのだろう！　ならばこれぐらいの試練、打ち勝ってみせないか！」

「おい、道を開けてくれ！」

　固まる生徒の間をすり抜ぬけて、騒ぎの元げん凶きようへ駆かけ寄った。

　何かを見つめる生徒の顔は一様にドン引きって感じで、俺はぐったりしているティナの姿を見た。

「ッ！」

　魔法の暴走、そばにいるユウギリ先生が見守っている。だけどティナはもう気を失いかけていて、それでも魔法は止まらない。精霊が暴走している。これは俺が初めてビジョン・グレイトロードの魔法を止めた時と同じ。けれど、ティナを守るべきユウギリ先生は周りの生徒を避ひ難なんさせる様子も見せない。

　だから──俺は躊躇ためらわなかった。

　彼女の意識を魔法さえも吹ふき飛ばし、地面へ倒たおれこむ彼女を抱だきとめる。

「スロウ・デニング。お前は授業の邪じや魔まをするつもりか！」

「授業？　俺は彼女の魔法を止めただけですが。それより、今のこれはどういうことですか」

「……誰か、この生徒を医務室へ連れて行くように」

「わ、分かりました！　おい、何ぼけっとしてんだ行くよ！」

　平民の女の子達が何人も、ティナをおぶって……運動場から出て行った。

　ぺこりぺこりと俺に頭を下げて──。

「まだ授業中だ。魔法の練習を止めるな。さて、誰かさっきの生徒のように、私に助言を求める者はいないのか」

「……」

「おい……お前が行けよ」「さっきの見ただろ」「でも、王室騎士ロイヤルナイトになりたいって」「馬ば鹿か！　あのグレイトロードが何回医務室送りになったか知ってるだろ」「ユウギリ先生に助言を求めるってことは、ギタギタにされるってことだ！」「俺は御ご免めんだ！」

「誰もいないのか!?　現役の王室騎士ロイヤルナイトである私から直接、指導を受けられるんだぞ！」

　おい、ユウギリ先生。

　なに、何事もなく授業を開始しようとしているんだよ。あんたの教え子であるティナが大おお怪け我がを負いそうになったんだぞ。怒いかりを抑おさえることは、出来そうになかった。

「先生。まだ俺の質問に答えてもらっていません。今のは、何の真似まねかと聞いたんです」

「何のことだ。スロウ・デニング」

「ティナはまだ水の魔法に目覚めたばかりです。それなのに二重魔法に挑ちよう戦せんさせるなんて……一体何を考えているのかと聞いているんです！」

　二つの魔法を組み合わせるなんて、ティナにはまだ早すぎる。

　教え方の問題じゃない、教育者としての資質について俺は聞いているんだ。

　貴族として学園に入学するずっと前から魔法の鍛たん錬れんを積んでいるビジョン、あいつだって二重魔法に挑戦する際は十分に注意する。

　だけど、彼女には早すぎる。まだ、水の魔法に適性があると分かった段階なんだ。

「いざという時に身を守る術すべが必要と言ったから、機会を与あたえただけだ。あの子は弱者はいつだって理不尽な目に遭あうことをよく理解している。平民だが、見所がある。故ゆえに私は弱者に戦う術を教えた」

「それでもティナに、二重魔法なんて早すぎるとは思わないのですか」

「求められれば、応こたえるだけだ。それに苦しみを味わうのは早いほうがいいだろう。これが、私の教育方針だ。文句があるのなら、言ってみろ」

「……ビジョンをボコボコにしたって話も聞きました。回復に水の秘薬を禁じたってことも。ユウギリ先生、貴女あなたは教育者としてこの学園に来たのではないのですか」

「ビジョン・グレイトロードは王室騎士ロイヤルナイトを志望している。ならば、心の底から王室騎士ロイヤルナイトの強さを知るべきだ。また、痛みから逃にげていれば成長は遅おそい。ロコモコ・ハイランド、王室騎士団ロイヤルナイツから逃げ出した男には私のような指導は不可能だろう」

　ビジョン相手にだってやりすぎだ。

　あいつから聞いた話が本当なら、一週間近く医務室送りにする鍛錬なんて間ま違ちがっていると言わざるを得ない。ビジョンは少々、腕の立つ生徒ぐらいの実力で、王室騎士ロイヤルナイトとは隔かく絶ぜつの感がある。

　それにロコモコ先生なら、ティナをあんな衆目に晒さらすようなやり方は絶対にしない。

「その目、それが先生に向ける目か、スロウ・デニング、何が言いたいのかはっきり言ったらどうだ」

　けれど、俺が怒おこっているのは先生の教育方針じゃない。

　ユウギリ先生は優すぐれた水の魔法使いである筈はずなのに、ティナに何もしなかった。

　魔法の暴走が発生する前に生徒に避難を促うながすこともせず、ただ見ているだけだった。

　高位の貴族によくいる、平民を軽かろんじている。それがこの先生から僅わずかに感じられた。

「……もしかして、俺への当て付けですか？」

「当て付けとは、妙みような言い方をする。しかし、いいだろう。……今、この学園には少々面めん倒どうな噂うわさが蔓まん延えんしている。私はスロウ・デニング。お前に言いたいことがあるんだ」

「何ですか」

「生徒が、陛下から守護騎士ガーデイアンへの推すい薦せんを受けた等などと、どれだけの重みを持つ事実か理解しているのか。お前は陛下のお言葉に真しん剣けんに向き合ってはいないな」

　ざわりと、演習場の動きがとまった。

　先生の言葉を一言一句聞き漏もらさないように、皆みんな練習を止めた。

「ユウギリ先生、それは──今のこの場とは関係が……ない」

「スロウ・デニング。お前には陛下から声を掛かけられた者としての誇ほこりはないのか」

　生徒の皆は俺が女王陛下から守護騎士ガーデイアンにならないかと声を掛けられたことをただの噂話だと思っている。

　けれど先生は王室騎士ロイヤルナイトであり、あの場にいた。事実であることを知っている。

「……なあ、今の話って？」「噓うそだろ、事実だったのかよ」「守護騎士ガーデイアンになるって、俺作り話だと思ってたよ」「俺もだよ」「でも先生が」「ユウギリ先生が認めたってことは……」

　現役の王室騎士ロイヤルナイトである先生が認めたのだ。

　噂は即そく座ざに、事実へと昇しよう華かされる。

「お前は少し、思い上がっているのではないか」

「何が言いたいんですか、ユウギリ先生」

「龍りゆう殺し、結構なことだが、守護騎士ガーデイアンとなる意味を教えた方が良いと思ったのだ」

「……教えたほうがよかった、ですか。へぇ」

　こうして、先生はあっさりと俺の秘密をばらしてしまった。

　俺の都合も考えず、王室騎士ロイヤルナイトである身分を鼻にかけ、弱者を見世物にする。

　忘れていた、俺はこういう配はい慮りよの出来ない貴族が大だい嫌きらいだった。

　授業でいつも俺ばっかり狙ねらい撃うちしてくるのも、もしや守護騎士ガーデイアンに誘さそわれた俺への当て付けってことか？

「生徒相手だが、お前は別べつ枠わくだろう。 陛下のお気に入りだかなんだか知らないが──国に忠誠を尽つくした本物の騎き士しとは、どういうものか教えてあげよう 」

「ユウギリ先生。そして、さっきの生徒への態度。許せそうにもありません、貴女は先生失格だ」

「ならば私も本心を言おう。スロウ・デニング。私はお前が大嫌いだ。お前に守護騎士ガーデイアンの資格があるとは思えない。しかし驚おどろいた、私の魔ま法ほうを初見で避さけるとはな。確かに、実力は飛び抜けているようだ」

　ユウギリ先生が剣けんの柄つかに触さわっただけ。

　まだ、何の詠えい唱しようも開始されていない。けれど、その場を逃げろと頭の中で直感した。だから、避けた。飛び退のいた足元が黒く染まっている。 ざわと鳥とり肌はだが立つ。毒か。水の魔法に優れたアサヒ伯はく爵しやく家は、瞬しゆん時じに毒を作り出す。

「……先生。俺は、学生ですよ。これは宣戦布告と捉とらえてもいいのですね」

「お前をその辺の同じ生徒と扱うのは無理があるだろう。既すでにお前は私の同どう僚りようだった男を相手にしているのだから」

「こんな場所であいつの話まで……余りにも、お喋しやべりが過ぎやしませんか」

「そうだな。自覚しているよ。だから私は、王室騎士ロイヤルナイト失格とされ、このような学園に送られたんだろう。しかし、陛下から守護騎士ガーデイアンへの道を与えられた実力。空に可笑おかしな魔ま方ほう陣じんを刻むだけでなく、本当の力を見せてみろ」

　パラパラと小雨が降ってくる。

　皆が上を見るが、雲はない。今日は青色一色だ。ではどうして雨が降っているのか。

　それはこの水が人工的なものだからだ。

　先生が作り出した魔法と俺の魔法がぶつかった結果だ。俺たち以外は誰も戦せん闘とうの速さに付いてこれていない。

「ユウギリ先生……俺の魔法を抜ばつ刀とうもせず、打ち消したのは見事ですが、もう終わりです」

「ほう。何を言っているか理解出来ないが」

「これで二重魔法がどれだけ脅きよう威いか、水の魔法に目覚めたばかりのティナがやるにはまだ早すぎるってことが分かるでしょう」

　俺が仕し掛かけたのは風だけじゃない。

　空と地面。同時に土の魔法を発現、土の手がしっかりと先生の足を摑つかんでいる。先生は空にしか注意がいかなかったみたいだけど、空に浮うかべた風は、囮おとりだ。本命はこっちだ。風と土の二重魔法、さっきティナがやろうとした魔法の遥はるか先にある力。確かに便利だが、同時に二つの力を扱あつかうのは本当に難しい。

　でも効果はあった。勝負は明らかに俺の勝ちだ。
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「二重魔法か……。だが、スロウ・デニング。本番はこれからだ」

「いいえ、ユウギリ先生。闘たたかいは、これまでのようです。だってほら、さすがの先生でもこれは言い逃のがれ出来ないでしょう」

「──ユウギリ、やりすぎじゃ。さすがのワシも庇かばい切れぬ」

　威い厳げんに満ちた声。俺と先生のぶつかり合いを見て、誰だれかが呼んできてくれたみたいだ。素す早ばやい行動、グッジョブである。

「学園長、私は──」

「これは教育ではなかろうて。また、余計なことを言ったらしいのユウギリ。そのため、問題が余計に複雑になったように思える。この学園において、お主は王室騎士ロイヤルナイトとしてやってきたわけではなかろう。教師としては、あるまじき行いじゃ」

「それは……」

「これ以上何も言わぬ。何も言わぬが、己おのれを見つめ直す時間は必要だろうて」

　俺が口を挟はさむ隙すきもない。

　この学園を統とう括かつする学園長は、誰よりも生徒のことを考える人だ。




　一週間の謹きん慎しん。

　その間は精神の鍛錬に励はげむもよし、他の先生方の授業を学び、教師の本分を考え直すもよし。それが、学園長からユウギリ先生に与えられた処分。謹慎だなんて、あのプライドが高そうな先生には結構効くだろう。

　だが、俺とユウギリ先生との闘い以後。

　クルッシュ魔法学園における俺の毎日は激変した。

　全すべては、ユウギリ先生。

「先せん輩ぱい！　女王陛下のあの噂は本当だったんですね！」

　俺が女王陛下から直接、守護騎士ガーデイアンにスカウトされた噂が、紛まぎれもない事実であることをばらしやがったからだ。




　　　　●




「……私は認めない。絶対に認めない！　奴やつが次代の守護騎士ガーデイアンなんて！　力か。力が全てなのか。力さえあれば、守護騎士ガーデイアンになれるのか。品格や育ちを、陛下は気にされないというのか！　奴がドルフルーイ卿きようの後継者になれるものか！」

　騎士国家における至高の存在。

　セピス・ペンドラゴンが脱だつ落らくした際、やっと機会が訪おとずれたと思った。

　この機会を生かして守護騎士ガーデイアンへの道を駆かけ上がる。

　だが、使命に燃える自分を待っていたのはクルッシュ魔法学園送りという現実だ。

　クルッシュ魔法学園の外に広がる森。ユウギリにとってモンスターの殺さつ戮りくは、与えられた任務に対する憂うさ晴ばらし以外の何物でもなかった。

「どうして私がこのような目に遭あわねばならぬのだ！　ええい、このような地に現れるモンスター共が！　私の命を取れると思うな！　陛下もどうして私にこのような仕事を！　今いま更さら、奴の何を試ためすことがあるというのだ！」

　スロウ・デニングが守護騎士ガーデイアンとして相応ふさわしいか見み極きわめる。

　そのために、私情の入るロコモコ・ハイランドの代わりとして教師となった。

　ユウギリは自分に教師としての素養があるとは思わない。

　自分は教育者ではなく守護者だ。

「十分だ、黒龍を落とした奴の力は既に守護騎士ガーデイアンとして相応しい、私は生徒に、情けを掛けられたのだ……」

　そして、先日の授業ではスロウ・デニングの友人を利用し、わざとスロウ・デニングを激げき昂こうさせるような手を利用した。しかし、結果は惨みじめなものだ。

　手加減をされ、自分の浅い感情をあざわらわれたような気さえしたものだ。

　──ユウギリは、己とスロウ・デニングの間にあるはっきりとした力量を自覚していた。

「……」

　モンスター掃そう討とうに集中していると、いつしか生き物の気配が無くなっていることに気付く。

「……」

　ゾッとする気配。嫌いやな場所に来てしまった、とユウギリは思う。森の中に異常な空間。朽くち果てた建物が幾いくつも並び、生の気配が一いつ切さい感じられない。ここは知るものぞ知る、森の中に存在する廃はい棄き施し設せつ。

　クルッシュ魔法学園でも知る者は少ないだろう、学園の負の遺産だ。

　そして、傾かたむいた建物から出てくる一人の人間。

　纏まとう空気が薄うすく、印象に残らないぼんやりとした女。

「あら、お姉さん。また、会いましたね」

「まだいたのか。これ以上、辺りを彷徨うろつくなといったはずだ、北方の薬売り」

　ユウギリは女に剣を向け、威い嚇かくする。

　この女と出会ったのはつい最近のこと。

　ユウギリが学園長に志願し、森の中のモンスター退治を引き受けた日のことだった。モンスター相手に軽い手傷を負ったユウギリへ、突とつ如じよ現れたフランと名乗る薬売りの女が癒いやしの秘薬を与あたえたのだ。

　ユウギリは優すぐれた水の魔法使いであったが、薬売りと呼ばれる者と実際に出会うのは初めてのことだった。自らの魔法で己の傷を癒すことも可能であったが、興味が勝まさった。

「……薬売り。この地はダリスだ。お前のような者は歓かん迎げいされない。北方へ帰れと伝えた筈はず。そして、次に出会えば、切らねばならぬともな」

　ユウギリは剣を抜ぬくが、女は余よ裕ゆうを崩くずさない。

「心と動きがちぐはぐです。貴女あなたからは私を殺す気持ちが一切感じられない。理由を当ててあげましょうか」

「……分かるものなら」

「貴女が非常に優れた水の魔法使いだからです。私が以前、貴女に差し上げた薬。あれに興味を持ったのでしょう？」

　ダリスでは正規の魔法使いが作った薬以外は全て違い法ほう。

　けれど、ユウギリがこの薬売りの魔法を試してみると、余りの出で来き栄ばえの良さに心を奪うばわれた。水の魔法に優れたアサヒ家の一員として、癒しから毒を生み出した家系として、興味があった。
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　どうせ何も出来ない謹慎中の身であるならば。

　この薬売りと何か話せば気が紛れるかもしれない。

「──確かにお前が作り上げた薬は見事だった。あれだけの魔法、どこで学んだ」








三章　守護騎士ガーデイアンの孤こ独どく









「スロウ様！　約束の時間はとっくに過ぎてますよ！」

　女王陛下への返答を本気で考えること。

　それを条件にマローから許されたクルッシュ魔法学園への里帰り。いや、里帰りってのは変か？　俺の本当の故郷は一応、デニング公こう爵しやく領地だからな……。

「ダイエットするって約束したじゃないですか！　だから、クルッシュ魔法学園行きの許可が出たのに……ぐーたら三ざん昧まいするなんて！　スロウ様、私信じられないです！」

「……ぶひお」

　そして、俺のクルッシュ魔法学園での一日は大たい抵てい。

　お耳に優やさしくないシャーロットの雷かみなりから始まるのである。

「スロウ様はダイエットしないといけないんです！　なのに動物みたいにぶうぶう寝ねちゃって！　もう、枕まくらは没ぼつ収しゆうです！」

「ぶひい。眠ねむりづらいよシャーロット、枕を返してぶひい」

「スロウ様……私だって忙いそがしいんですからね！　いつまでも私がスロウ様のダイエットをつきっきりで手伝ってあげると思わないで下さい、私にも私の用事があるんですから！　杖つえを買うお金だって稼かせがないといけませんし、これからのことを考えたらお金は──」

　俺が公爵家を預かるマローを説得して、クルッシュ魔法学園に帰ってきた理由。

　その一つはルーニーからの忠告だ。

「ほら！　スロウ様！　起きてください！　二度寝は駄だ目めです！」

　というか、ルーニー。

　あいつ本当に何のつもりなんだよ……。

　敵地に侵しん入にゆうして、かき乱して……俺以外の直系に見つかって戦いになったらやばかったぞ？　まあ、あいつは賢かしこいから皆みんなが前線に出で払はらった際を狙ねらっていたんだろうけど。

「こういう時、瘦やせ薬があれば……」

「ぶひ!?　シャーロット、何を言い出すの」

「だってスロウ様も覚えていますよね！　瘦せ薬の効果！　なんども自分で作ろうとしてるんですけど、あの色と味が出ないんです！」

「……ええ」

　まじですか、シャーロット。

　また、そんな危険なことをしていたのか。

　俺は覚えているぞ、ミミズと格かく闘とうした苦く悩のうの日々。

　正直、あれを飲むのは二度とごめんである。







「成なる程ほど。だから、スロウ様は朝から目をごしごしと擦こすって眠そうなんですね」

「ああ、辛つらいぜビジョン。だってまだ太陽も上がってない時間だぜ？　なんで俺一人だけあんな朝っぱらから……それはシャーロットの気持ちも分かるけどさあ。ダイエットダイエットってああも朝から言われたら気が滅め入いるって」

　朝気持ちよく目覚める。

　一日の始まりを快適な状態からスタートさせることがどれだけ重要か。

　シャーロットに叩たたき起こされた俺は、まだぼんやりとする頭のまま、朝食を口に運ぶ。

「どこがですかスロウ様。僕には朝から可愛かわいい女の子に起こされて、自じ慢まんされているようにしか感じませんが」

「……ぶひっ」

「あ、笑いましたね。今、絶対に笑いましたね。自分でもこの状じよう況きようを喜んでいるってことですね？　案外、シャーロットさんに起こされたいから自分から起きない。スロウ様、そんなところじゃないですか？」

「ぶひっ、ぶひっ」

「……スロウ様。以前みたいな笑い方になっていますよ？」

　おっと、それはいけない。

　さすがの俺も真っ黒豚公爵に戻もどるつもりはないのである。

「あ～ごほんごほん。いいか、ビジョン。シャーロットはな、俺のダイエットを成功させたら、うちから沢たく山さんのお金をもらえるからそれで杖を買う予定なんだよ。だから、俺を起こすのだって本気だ。さすがに煩うるさいったらないよ。俺はもう、瘦せる気もないし、ランニングなんてする気も無かったんだよ」

「ですが、僕はシャーロットさんの気持ちも分かりますよ」

「分かる？　どういうことだよ」

　ビジョンが声を落とす。

「……いいですか。彼女は貴方の従者で、公爵家との関係は一いつ般ぱん的な従者よりも絆きずなが深い。スロウ様が陛下から守護騎士ガーデイアンに誘さそわれて、シャーロットさんもさぞ鼻高々だったでしょう。スロウ様が騎き士しとしてあるまじきぐうたら生活で、自分自身の品格も落としている」

「……いやだから俺はまだ騎士じゃないって」

「女王陛下から直接誘われて、断るなんて有り得ないでしょう。そりゃあシャーロットさんが怒おこるのも無理はない。スロウ様はもうただの生徒じゃなくなったんですよ？」

　こいつも、俺を守護騎士ガーデイアンに追い込みたい勢の一人か。

　全く、好き勝手なことを言ってくれるな。

「ち。お前もそっち側か。もういいよ俺の話は。というか、お前。食堂のお手伝いはどうしたんだよ。前はしてただろ、給仕の真似まね事ごと」

「最近は平民相手に魔ま法ほうを教えてるんです。そっちのほうが僕も勉強になりますからね」

　ビジョンは今、平民生徒の魔法の家庭教師をしている。

　それでちょっとした小金を稼いでいるんだとか。まあ、一部の平民生徒は親が大商人で下手な貴族よりもよっぽど金持ちだからな。クルッシュ魔法学園に来る平民はエリートなんだよ。

「あ。おい、ちょっと。お代わりをくれるか？」

「スロウ様。いいんですか、お代わりなんて、シャーロットさんに見つかったら」

「いいんだよ。ちょっとぐらいな」

「──だーめーです！　だめに決まってるじゃないですか！　スロウ様はダイエットするんですから！」

　ああ……、皿がひょいひょい俺の目の前から消えていく。

「ほら、スロウ様！　こんなに食堂が混雑してきたんですから、食べ終えた人は出て行って下さい！」

「……はいぶひ」

　シャーロットは俺にダイエットをさせたがっている。

　反して、俺はやる気がない。

　昔の真っ黒豚公爵程の熱意を持てなかったりする。

　だって、あの時は夢があった。瘦せて、シャーロットに相応しい男になる。

　でも、今俺が瘦せた先は守護騎士ガーデイアンの道に繫つながっている。

　俺はただ、幸せな毎日が送れれば良かっただけなんだけどさ。







「やるせねーなあ……」

　ビジョンもシャーロットも、俺が守護騎士ガーデイアンになることを疑っていない。

　そりゃそうだよな。ビジョンに至っては元々、王室騎士ロイヤルナイトになりたがっている男だ。

　だから、ユウギリ先生に何度ぼこぼこにされても向かっていくし、王室騎士ロイヤルナイトになるための努力は惜おしまない。

　あいつの中には守護騎士ガーデイアンの話を断るって選せん択たくはないんだよ。

「先せん輩ぱい。何か考えごとですか？」

「あっ。ごめん。君の魔法を見るって話だったのに……それよりティナ、体調はもういいの？」

「もう全回復！　先輩のヒールのお陰かげです」

　魔法演習の授業中、ユウギリ先生に医務室送りにされた生徒は数知れない。

　ユウギリ先生は自分の教育によって傷ついた者に、水の秘薬やヒールを使うことを禁止している。なんでも痛い思いをすることで人は成長するっていう持論が先生にはあるらしい。どんだけ熱血タイプの先生だよ、確かにティナが以前言っていたように今まで学園にはいなかったタイプの先生だ。

「でも、二重魔法。同時に二つの魔法を使うって難しいんですね。あはは、成功する気配が全然見えません」

「今は一本、土の魔法を頑がん張ばったほうがいいと俺は思うよ」

「……そうします。私って昔から器用なほうじゃないですから。でも、先輩。ここ最近、私ばっかり構ってシャーロットさんの魔法、見てあげなくていいんですか？」

「シャーロットは今は魔法のお休み中なんだ」

「そうなんですか？　最近、至る場所でシャーロットさんの姿を見つけて、一いつ杯ぱいお手伝いしているなあと思っていましたけど」

「シャーロットは杖を壊こわしちゃってさ……ティナ、うちの家がどんな家か知ってるだろ？　実家滞たい在ざい中、シャーロットはかなり杖に負担をかけていたみたいでさ」

「悪戯いたずらばっかりの子供も、公爵家に養子に出すぞって言えば、泣き止やむって話ですもんね……。きっとユウギリ先生の何倍も厳しいんだろうなぁ。でも今って公爵家の方々、前線に行かれてるんですよね。先輩はついて行かなくて良かったんですか？」

　ぐ。

　中々、痛いところを突つく。

「俺は、落ちこぼれなんだよ。実家のはみだし者ってやつさ」

「学園を救ったドラゴンスレイヤー、なのにですか？」

「だからこそだよ。俺は誰だれかを率いるなんて向いてない。一人が性しように合ってるんだ」

　しかし、面おも白しろいもんだよな。

　アニメの中で、俺は真っ黒豚公爵として自分の価値を下げ続け、家から捨てられた。

　こっちの世界では、俺は真っ白豚公爵として、自分で言うのもあれだけど、頑張った結果、英えい雄ゆうなんて呼ばれる存在になった。けれど守護騎士ガーデイアンとして、王室へ送り出される。

　どっちにしろ、同じようなもんだ。まあ、こんなことを言えばビジョン辺りからはカリーナ姫ひめの守護騎士ガーデイアンになれるのに貴方、頭イカレたんですかとか言われそうだよな。







「ぶひぶひぶひ」

　ルーニーがわざわざ警告に来たぐらいだから、授業中だって俺は神経を尖とがらせていた。

　アルル先生のように化けている人間がいる可能性だってある。セピスのように、心に良からぬ思いを持っている可能性もある。朝食によからぬものが混入されている可能性だってあった。

　でも、クルッシュ魔法学園はどこまで行っても平和だった。

　朝食は相も変わらず、絶品だった。

「おい！　ユウギリ先生の謹きん慎しんが解けたってよ！　今は演習場で生徒相手に鬱うつ憤ぷんを晴らしているらしいぞ！　あ違ちがう、鬱憤じゃなくて稽けい古こをつけてるんだ、王室騎士ロイヤルナイト志望相手にさ！」

「……ぶひ？」

　波乱の予感がした。




「謹慎中、教科の異なる様々な授業を見学させてもらい、色々なことを考えた。が、私の考えは変わらない」

　数週間の謹慎期間。

　生徒への鉄てつ拳けんも辞さない熱血タイプ、王室騎士ロイヤルナイトのユウギリ先生が戻ってきた。

「お前たちの大半は貴族であり、中には大貴族と呼ばれ、王宮で力のある家系の者もいる。そんなお前たち相手に、厳しく接する先生はこのクルッシュ魔法学園では限りなく少ない。確かに今までの先生たちとは違うだろうが、やはり私は自分のやり方を捨てるつもりはないという結論に至った」

　しかし、しょっぱなから自分は間違っていないって言い出すんだから、大物だよなあ。

　そして誠まことに残念なことだがあの喧けん嘩かの後でも、この先生は変わらずだ。相変わらず俺に対しての厳しい視線を隠かくしもしない。

「また、何人かは私に直接、王室騎士ロイヤルナイトになるためにはどうすれば良いか、と聞きにくる骨のある生徒もいたが、皆みな、実力が王室騎士ロイヤルナイトの選考基準からは大きく離はなれている。私が学生であった頃ころよりも鍛たん錬れんが足りていない、見所があるのは数人ぐらいだな」

「せ、先生。誰ですか」

「知りたいのか、ビジョン・グレイトロード。まあ、隠すことでもない。この教室で可能性があるのはそうだな。シューヤ・ニュケルンぐらいだろう」

「しゅ、シューヤですか！」

　まさかシューヤの名前が出るとは思わなかったんだろう、ビジョンが泡あわを吹ふいている。

「……別に俺なんか大したことないですよ」

「シューヤ・ニュケルン。お前は自分が大したことはない人間だと理解している。この教室の中では誰よりも客観的な視点を持てている、それが重要なのだ」

　シューヤが照れている。

　以前だったらドヤ顔でビジョンに自じ慢まんしてそうだけどやっぱり迷宮都市ゼネラウスの一件から変わったな。 精神的に大人になったって感じだ。

「スロウ・デニング。そして、お前だ。私はお前が嫌きらいだがお前の力だけは評価している」

「……どうも」

「だが、力だけでは守護騎士ガーデイアンという仕事は務まらないものだ。それに、この学園には王室騎士ロイヤルナイトに憧あこがれるものは多いが、実際に王室騎士ロイヤルナイトがどれほど過か酷こくな仕事か理解出来ている者が殆ほとんどいないように思える。王室を守る王室騎士団ロイヤルナイツは、汚きたない仕事を請うける場合も多々ある。私とて、皆に語って聞かせることもできない後ろ暗い任務に従事したこともある」

「……」

「改めて言うが、スロウ・デニング。私はお前が守護騎士ガーデイアンに相応ふさわしいとは思わない。お前は以前の授業時でもそうだが、自ら戦いを引き起こす傾けい向こうがある。確かにこれまでの経けい緯いを考える限り、危機察知能力には長たけている。さらにクルッシュ魔法学園のモンスター襲しゆう撃げきでは身を挺ていした行動力もある。 だが、お前の周りには常に危険が有り触ふれていた」

「……」

「お前が守護騎士ガーデイアンになれば、いつかカリーナ殿でん下かにまで危害が及およぶ気がする──私の考えは杞き憂ゆうだろうか」

　だから、俺は一度でも──。

　守護騎士ガーデイアンになりたいなんて、言ったことがあるかと──怒ど鳴なりたい。

　再びユウギリ先生に嚙かみつきそうになる気持ちを抑おさえることが出来た自分を褒ほめてやりたかった。







　平和に思える学園だが、この裏側にはトラウマに悩なやまされている生徒もいるという。でもティナの友人みたいに自分から苦しんでることを言える人はすごいと思うんだ。

　少なくとも俺は無理だ。

　この学園で、実は守護騎士ガーデイアンになりたくないんですなんて言えない。

「隣となりに座ってもいいかね」

「学園長のお願いを断れる人なんてこの学園にはいませんよ」

「そうじゃろうか」

　人の良い笑えみを浮うかべている学園長。

　だけど、それ以上は俺に話しかけてくることもない。

　何か俺に用があるのかと思ったけど、違うのかな？　ただ俺と同じように、空に流れる雲をずっと見ている。学園長、俺みたいに暇ひまなのかな。そんなわけないか。

「学園に流れる空気が少しは平和になったと、そう思わんかね」

「俺は最近戻もどってきたばっかりですから、よく分かりません」

「皆が学園に戻ってきた当初、硬かたい顔をしていた者も多かったのじゃよ、特に平民の生徒じゃな。君もよく覚えてるだろうが、あれは中々ショッキングな体験じゃった」

「……トラウマになる生徒が出るのは仕方がないかと思います」

「そうじゃ。しかし、儂わしもどうにか皆の不安を取り除きたいと思って試行錯さく誤ごしてみたが、中々思うようにはいかなかった。だが、最近のことじゃ。ある者の意外な行動で悩みの種が一つ解消されての」

「……学園長。俺に何の用ですか」

「さて、スロウ君。話を変えるが実はの、王室より君の心を守護騎士ガーデイアンへ傾かたむけるよう説得を頼たのまれておる」

「……話、変わりすぎですよ」

　しかし、学園長までそっち側か。

　どれだけ女王陛下は俺を気に入っているんだよ。

「だが、誰かに説得されたぐらいでは君の考えはより頑かたくなになるだけじゃろう」

「……」

　沈ちん黙もくが俺の気持ちを素す直なおに表している。

　でも、この人には俺の本心がバレている気がした。

　俺が本当は心から守護騎士ガーデイアンなんかになりたくないと思ってること。

　でも、もしバレていても、学園長なら俺の本心を黙だまって聞いてくれると思った。

「悩むがいい。悩めるとは、選べるということじゃ」

「学園長……はっきりと言ってください。俺に選せん択たく権はないのだって。この先もずっとこの国で生きて行こうと思ったら女王陛下からの命令を断るなんて、少なくとも俺が貴族の一員として、貴族としての優ゆう遇ぐうを受けている以上、許されない」

「スロウ君。君は守護騎士ガーデイアンの何をそれほど恐おそれておる？」

「それは……」

　俺には夢がある。

　誰にも言えない子供じみた将来の夢。

　それはシャーロットと一いつ緒しよにこれからもずっと過ごすことだ。

「……」

　けれど呆あきれた話だよな。

　 だって全部俺の都合だもん。シャーロットの気持ちをガン無視した、俺の欲望。

　冷静に考えてみたら、 俺も女王陛下と同じだ。しかもその夢を達成するには彼女と両思いになる必要があるってのに、俺はまだ自分の気持ちも伝えていない。

　……スタートラインにも立てていない。

「話を変えようか。君を追い詰つめるつもりは一いつ切さいないのじゃ。そうじゃのう、以前のことは礼を言わねばならぬのう。君のおかげでユウギリも少しは考え方を改めたようでな」

「別に俺は何もしていません。それに、ユウギリ先生が変わったようには俺には思いませんけど」

「スロウ君。ユウギリはロコモコに比べれば、やりづらいか？」

「ロコモコ先生のほうが生徒のことをきちんと考えていたと思います」

「ふはは。そうか、そうか。今でこそ、あやつもそう見えるが、王室騎士団ロイヤルナイツを辞して学園に赴ふ任にんしたばかりのころは酷ひどいものじゃった。鉄拳制裁、授業の遅ち刻こくなど当たり前。一部の生徒など、あやつの授業をボイコットしたぐらいじゃ。昔のロコモコに比べれば、ユウギリはよくやっておると言ってやりたいが……あの平民の女生徒への二重魔ま法ほうへの挑ちよう戦せんはさすがに時じ期き尚しよう早そうであったな」

「ティナには才能がありますけど、圧あつ倒とう的に経験と技術が足りません。魔法は教科書を読んで、勉強したところで限界がある。実じつ践せんでコツコツと積み重ねていくものです」

　そう考えれば、ティナとシャーロットは正反対だ。

　ティナは教科書を読んで原理を頭に叩たたき込む秀しゆう才さいタイプ、自分のやり方を見つければ素晴らしい魔法使いになるだろう。

　反して、シャーロットは考えるより実行派だ。公こう爵しやく領地でもそうだったけど、新しい魔法を覚えたら試ためさずにはいられない。そうやって俺の部屋の扉とびらもぶっ飛ばしてたっけ……。

「スロウ君。一つ確かく認にんしたいが、平民の彼女は、ユウギリを恨うらんでおったかな」

「……いえ」

「あの子が何と言っていたか、聞いてもよいかの」

「悪いのは調子に乗っていた自分だって。水の魔法に適性があるって分かって、少し調子に乗っていたって。ティナはあんな危険な目にあわされたのに先生のことを一言も悪く言わなくて……間違っていたのは明らかに先生の方なのに」

　ティナはユウギリ先生の肩かたを持ったんだ。

　むしろ、調子に乗っていた自分への戒いましめをユウギリ先生は教えてくれたんだって言っていた。理由が俺にはわからない。危険なやり方を教えられて、大きな怪け我がを負う可能性があった。それでもティナは俺にユウギリ先生は悪い人じゃないと言った。

　むしろ感謝しているとさえ。

「スロウ君。ユウギリが君らと同じく学生だった頃、どんな生徒だったか分かるかな」

「自分の目的のためなら手段を選ばない、とかそんな感じですか？」

　だってさあ、あの感じだと絶対に仲良くなれないタイプだよ。

　伯はく爵しやく家のお嬢じよう様さまで、魔法の才能もある。

　普ふ段だんから王室騎士ロイヤルナイトを目指して、授業をさぼるとか思いもつかない奴やつだったんだろうな。

「真逆じゃ、奴は誰だれにも心優やさしき、大人しい女生徒だったよ。しかし内面には、強い意志を持っておった。将来は王室騎士団ロイヤルナイツに入り、自分の力で王室の方々に尽つくすと常に張り切っておったよ。勿もち論ろん、君が指し摘てきするように考え足らずな面もあったが、それが学生時代のユウギリじゃ。今のあやつからは想像もつかんと思わないかな、スロウ君」

「ええ。だって、あの頭の固いユウギリ先生が大人しい？　想像がちょっと難しいです」

「王室騎士団ロイヤルナイツという世界がユウギリを変えたのじゃろう。あそこは競争の激しい世界。特にユウギリの場合、己おのれが女性であるという劣れつ等とう感もあったのだろう。守護騎士ガーデイアンを目指すために、いささか攻こう撃げき的になってしまう場合もあったようじゃ。しかもあやつはカリーナ姫ひめのことを自分の妹のように大切にしておったからな。守護騎士ガーデイアンにかける思いは並なみ大たい抵ていのものではなかったじゃろう」

「だからって……俺に当たられても困りますよ。俺から守護騎士ガーデイアンになりたいって言ったわけじゃないのに」

　今日なんてさ。

　ユウギリ先生に俺のことが嫌きらい宣言されたからな。俺じゃ、 カリーナ姫を守れないとか散々な扱あつかいを受けた。ひどくね？　先生がさ、特定の生徒にそんなことを言っていいのかよ。俺のメンタルが弱かったら引きこもってるって。

「ぶひい……」







　学園は平和だ。

　ルーニーから忠告されるような危機なんてどこにもない。

「しっかりと管理するのだ！　お前の役目は、彼を導くことではないのか！　それがダイエットに必要等などと、薬に頼たよる騎士がどこにいるのだ！」

　頭の中でグチグチ文句を言ってると、 たまたまユウギリ先生の声が聞こえた。

　今度はなんだなんだ、誰について愚ぐ痴ちってるんだ。 ユウギリ先生が誰かを𠮟しかっているという光景は学園では結構ありふれたものなんだ。授業中では俺が一番ネチネチやられている気がするけれど、一歩外に出れば、王室騎士ロイヤルナイト志望の生徒に活を入れている先生の姿をよく見る。そんな遊んでいて本当に王室騎士団ロイヤルナイツの一員になれると思っているのかとか。

　声のする方を見てみると、何な故ぜかシャーロットが怒おこられている。

　二人の間には接点なんか一切、無いはずだ。ユウギリ先生、まさか俺の従者だからってシャーロットにまで意地悪を！

「薬に頼る守護騎士ガーデイアンなど笑いものだぞ！　従者、今の奴がどれだけ重要な──」

「はあっはあ──ユウギリ先生っっ！　何を、しているんですか！」

　二人の間に、自分の身体からだを差し込み、シャーロットの前に立つ。

　シャーロットは半泣きだ。

「幾いくら俺のことが気に入らなくても……俺の従者であるシャーロットにまで辛つらく当たることは止やめてくれませんか」

「……ふん。従者がこれなら、主あるじの人となりも知れるというものだ」

　あー、また始まった。

　俺は無気力顔でハイハイと先生の声を聞き流す。

　大声で俺は守護騎士ガーデイアンになんかなる気がないって叫さけべれば、どれだけ気持ちがいいだろう。

　だけど、王室至上主義のこの人のことだ。

　女王陛下の誘さそいに興味がないなんて、口が裂さけても言えない。

「シャーロットは先に帰っててくれ」

「は、はい……」

　今もどれだけ守護騎士ガーデイアンが誇ほこり高く、国にとって重要であるかをユウギリ先生は声こわ高だかに語っている。この人……こういうモードになったら人の話を聞かないんだよなあ。でも。

「ユウギリ先生。もういいですか──」

「スロウ・デニング。お前に言いたいことがあったのだ。最近、私の授業をサボっているな」

　う。まずい。

　俺はこの人の授業から逃にげ続けている。

　毎回俺ばっかりあてるし、正直先生から学べることってあんまりないんだよな。

　最近は守護騎士ガーデイアンになるのかって質問が多すぎて、いやになってしまったんだ。

　でも、先生の授業をサボってるのは俺だけじゃない。

「大層な身分だな。自分は特別か」

「そういうわけじゃないですけど……ユウギリ先生は、先生が生徒の時は授業をサボったりしなかったんですか」

「私はサボりなど考えもつかなかった」

　だろうな。この人が授業サボるなんて、不ふ真ま面じ目めのところが俺には全く想像できないもん。そういえば学園長は、王室騎士団ロイヤルナイツに入ったことでユウギリ先生の性格が変わってしまったと言っていたなあ。その頃ころの先生、帰ってこーい。

「あ！　あそこにシューヤがいますよ！」

「何？」

　シューヤもユウギリ先生の授業をサボり、先生から逃げ続けている生徒の一人だ。

　だけど俺の場合とは正反対の理由。

　シューヤはなぜか先生から好かれているんだけど、それを苦手にしてるっぽい。あいつはあいつで、褒ほめられ慣れてないっていう面めん倒どうなところがある。

　でも、あいつは迷宮都市ゼネラウスから戻もどってきて、明らかに変わったよな。

　水すい晶しようを使った小こ遣づかい稼かせぎもやめたし、独り言も無くなった。

　静かなる闘とう志しを内に秘ひめ、何か物思いに耽ふける様子を目にすることが多かったのだ。







「お前はどう思う。デニングの豚ぶた公こう爵しやくが守護騎士ガーデイアンになるって話」

「最初は信じてなかったけどさ、王室騎士ロイヤルナイトのユウギリ先生が噂うわさが真実だって言ったんだから、すごいよな。自分と同学年のやつがさ、守護騎士ガーデイアンかあ」

　守護騎士ガーデイアン、守護騎士ガーデイアン。

　俺の話題があちこちから聞こえてくる。学園は狭せまい世界だから少し目立った事件があればずっとその話が続くもんだ。最近は俺の守護騎士ガーデイアンの話ばっかり、嫌いやなんだよなぁ自分のことが話題に出されるの。どうしても耳に入ってくるんだもん。

　ついつい足を止めて、同級生達が何を話しているのか聞き耳を立ててしまう。

「だけどよ。豚公爵は見ようによっては家から捨てられちまったって感じだよな」

「え、どうして？」

「どんなに強くても、公爵家では居場所が無かったって噂じゃん。だから、王室が引き取ってやるよって感じじゃね？　公爵家は扱いづらかった豚公爵を出して、同時に王宮内でのさらなる発言権を手に入れたって考えることもできるだろう？」

「なるほどな。しかし、は～。いいよな、守護騎士ガーデイアン。あのカリーナ姫とずっと一いつ緒しよにいられるんだぜ？」

「一緒にいられるだけだけどな。手を出すのは絶対に許されないし、俺は生殺しだと思うけどなー」

　くそ。好き勝手言いやがって。

　こいつら、名めい誉よを得る代わりに自由が一いつ切さい無くなるってこと分かってるのかよ。

　それに、確かにカリーナ姫は可愛かわいいけど俺にはもう心に決めた人がいるんだよ。その子とずっと一緒にいられたら俺はそれ以外何もいらないんだよ。

「でもあんな奴が守護騎士ガーデイアンになったら国の恥はじだよな。最近太ってるしあの姿、一体どこが騎き士しなんだっての」

「だよな。俺、あいつが白外がい套とう着てたら絶対に笑う自信がある。だってさ、ひどすぎだろ」

「──お前ら。好き勝手なこと言いすぎだろ」

「シューヤ？　なんだよ突とつ然ぜん話に入ってきて」

「それぐらいにしとけって。お前ら、もうあの騒そう動どう忘れたのか？　あいつがいなかったら、今の俺たちは全員死んでるんだぞ」

「わ、わかってるって。冗じよう談だんだよ冗談、そんなムキになるなって。でもシューヤ、お前が豚公爵の事を庇かばうなんて珍めずらしいな」

「俺はデニングが守護騎士ガーデイアンに相応ふさわしいと思ってるからな」

「「えっ」」




　俺はすぐにその場を立ち去った。

　え、てか。今のなに？　シューヤ、あいつ。俺が守護騎士ガーデイアンに相応しいとか言った？　いやいや、あのシューヤが？　俺と犬けん猿えんの仲の、あいつが？　ちょっとだけ混乱中。息をスーハーして、落ち着こう。

　よし、落ち着いた。

　でも、どうしてシューヤは俺の味方をしてくれたんだろう。しかも俺が守護騎士ガーデイアンに相応しいなんて。絶対にあいつの口から出てはいけない言葉だろ、それって。

「……」

　さて。

　この時間帯はユウギリ先生の授業中なんだけど、やっぱり出る気にはなれなかった。

　同級生達の話を聞いて、やっぱり彼らの考えが当たり前なのかもしれないと思ったからだ。守護騎士ガーデイアンになることがすごく名誉なことで、俺みたいな自分本位の考えの持ち主ってこの国では珍しいと改めて思ったんだ。

「……」

　校舎の陰かげ、草むらに座る。

　壁かべにずるずると背中を預け、地面に腰こしを下ろした。お尻しりには泥どろがついてるだろうけど気にもならない。目の前を何人もメイドさん達が重たい荷物を持って通り過ぎて行く。だらけている俺と目が合えば彼女達は恐きよう縮しゆくした感じで通り過ぎる。

　なんだか自分だけ進んでいる時が止まっているかのようだ。

「……ぶひい」

　……ん？　上から音が。窓がガラガラとゆっくり開く音。そして、誰だれかが上から軽かろやかに飛び降り──着地に失敗し、こけた。「……だせえ」、思わず漏もれた。でも、実際に恰かつ好こう悪いんだから仕方ない。

「あいててて……」

　そいつはシューヤだった。あいつはそのままドッスンと座り込むと、俺が隣となりにいることも気づかず、何をとち狂くるったのか俺と同じ体勢に。何だよ、何溜ため息いきついてやがる。

「……げ、デニング」

「よう」

　やっと俺の存在に気付いたか。

　でも、気まずい、気まずすぎる。

　なぜならついさっき。こいつが俺を庇うところを聞いてしまったからだ。それにシューヤとは迷宮都市ゼネラウスのあの一件以降、喋しやべっていない。こいつは迷宮都市ゼネラウスでの戦い、火炎浄炎アークフレアであわや死んでしまうって勘かん違ちがいして暴走した瞬しゆん間かんから、綺き麗れいさっぱり記き憶おくを失っている。

「ユウギリ先生の授業時間だろ。サボりかよ、シューヤ」

「うるさい、お前には関係ないだろ。ていうか、デニング。ユウギリ先生の授業サボりすぎだろ。先生、怒ってたぞ」

「俺は嫌きらわれてるし、いいんだよ。でもシューヤ、お前は確か先生に好かれてるだろ」

「……ユウギリ先生は他国の王族に興味があるだけだ。俺と仲良くしてアリシアのことを聞き出して、他国とのパイプでも作ろうとしてるんだ」

「まじか。あの人、骨の髄ずいまで王室騎士ロイヤルナイトなんだな、ていうかシューヤ。お前、今もアリシアと連れん絡らく取ってるのか？」

「取れるわけないだろ……俺のせいで……アリシアがクルッシュ魔ま法ほう学園にいられなくなったんだから」

　学園の再建期間中。

　こいつがアリシアを国外に連れ回したってことになってるんだよな。

　で、サーキスタの国王もアリシアの勝手な遊びに大激げき怒ど。サーキスタの哀あわれな第二王女は国内に幽ゆう閉へい中ってわけ。

　でも、大だい丈じよう夫ぶ。

　あいつ、国を抜ぬけ出して学園に来るから。そして、そこから戦争が始まり、シューヤとの間に色々あって……なし崩くずし的に親おや父じさんも認めるんだ。

「アリシアは大丈夫だろ。あいつはそんなやわじゃない。何せ、シューヤ。お前と一緒にあのヒュージャックを渡わたった命知らずだ。そのうち、ひょっこり帰ってくるさ」

「……は？　デニング。何で……お前がそ、そそ、それを知ってるんだよ！」

「え」

　あ、まずい。

　アリシアとシューヤが、ヒュージャックを渡って迷宮都市ゼネラウスに向かったのは内緒だった。

「あーいや。迷宮都市ゼネラウスでアリシアから聞いたんだよ。色々無茶したってさ」

「……あいつ。自分から秘密にするって言っておいて……」

　大きな溜息を吐つくシューヤ。けれど、気が紛まぎれたみたいだ。

「でも、デニング。お前の言う通りだ。あのアリシアがさ、実家に引き籠こもってるぐらいで病やむわけないし、俺が気にしたって仕方がないよな」

　いいか、シューヤ。

　大人気アニメ、『シューヤ・マリオネット』のヒロイン様はそんなやわな女じゃないんだ。むしろ虎こ視し眈たん々たんと実家を脱だつ出しゆつする機会を窺うかがっている筈はずだ。

「それよりシューヤ。お前、いつも持ってた水晶はどうしたんだよ。ビジョンが最近、お前は水晶を使った占うらない、小遣い稼ぎも止やめたって言ってたけど」

「今は部屋に置いている。実は迷宮都市ゼネラウスのギルドマスターに、言われたんだ、あれは中に良からぬものが棲すみついていて、持ち主に危険な力を与あたえるマジックアイテムだって」

「あー……成なる程ほどね」

　ギルドマスター、そういう整理の方法を選んだのか。

　火の大精霊エルドレツドさんに結構な信しん頼らいを寄せていたシューヤだけど、憧あこがれの人から忠告され、火の大精霊エルドレツドさんとの付き合い方を変えたのか。

　しかし、部屋に置いてきぼりの火の大精霊エルドレツドさん、どんまいだなあ。完全にシューヤの部屋の飾かざりと化した大精霊さんは今、何を考えているのだろう。三さん銃じゆう士しの一人を倒たおすために力を借りた手前、ちょっとだけ可哀かわいそうな感じもするが、あれはヤバい奴やつだからな。

　でも、良かった。迷宮都市ゼネラウスの一件が、シューヤの変なトラウマとかになってなくて。

　モンスター騒動のせいで、学園では心に傷を負った生徒がいるって話だけど……そうだよな。こいつはあれぐらいで傷つくタマじゃないか。

「そうだ、デニング。俺さ、思うんだよ。ユウギリ先生は色々うるさいことを言ってるけど、俺はお前が守護騎士ガーデイアンに──」

「そこにいたかシューヤ・ニュケルン！　ぬ、スロウ・デニング！　お前もそこにいたか！」

「げっ──ユウギリ先生！」

　声に釣つられて、顔を上げると。

　さっきシューヤが飛び降りてきた校舎の窓から、ユウギリ先生が俺たちを怒いかり心しん頭とうらしい表情で睨にらんでいた。そして、どんくさいシューヤとは異なり、先生は軽かろやかに俺たちの前に着地してみせるのだった。

　現れたユウギリ先生を前に、俺とシューヤが選せん択たくした行動は全く同じ。

　──逃とう走そうだ。




「──シューヤ！　お前、さっき何て言おうとしたんだよ！」

　ユウギリ先生から逃にげるために、学園を駆かけ回る。

「つーか、デニング。何でお前もこっちに来るんだよ！」

「黙だまれシューヤ。お前が真似まねしたんだろ！　それより、お前が囮おとりになれよ！　俺が先生と仲悪いの知ってるだろ！　捕つかまったら何されるか分からないだろ！」

「嫌に決まってるだろ！」

「だったらシューヤ！　ここで、別れるぞ！　ユウギリ先生がどっちを追いかけても恨うらみっこ無しだ！」

　あのシューヤと共に走りあう。

　アニメでは一番、嫌い合っていた俺たちが、だ。

　なのに、不思議と爽そう快かいな気分だった。

　でも、これじゃあまるで、俺とシューヤが仲いいみたいに思われるだろ？

　そんなのって良くないじゃん？　だってあのシューヤ・ニュケルンとスロウ・デニングだぞ？　アニメの中では犬猿の仲。最後まで仲なか違たがいし、俺が公こう爵しやく家から追放された時はざまあみろって感じの関係性だったのに。

「……分かった、デニング！　俺が囮になってやるよ！」

「えっ、シューヤ、お前……」

　確証はないけれど。

　あいつが俺のために囮になってくれた理由は、考えるまでもなくあれだろう。

　迷宮都市ゼネラウスの一件だ。

「これであの時の借りは──無しだからな！」

　けど、こんなので迷宮都市ゼネラウスであいつを散々助けてやった借りがチャラって……。

　あり得なくない？




　俺とシューヤのまさかの急接近が示す通り、この世界は着実に平和に向かっている。

　別にシューヤと仲良くなるなんて全然これっぽっちも望んでいなかったんだけど、なっちまったもんは仕方がないってやつだ。でも、シューヤがユウギリ先生に捕まってくれたおかげで、俺はだらだらと散策の真っ最中。

　再建のクルッシュ魔法学園は前よりも散歩に適した場所が増えている。

　だからか、こんな場面にも遭そう遇ぐうしてしまうのである。

「クリスティーナ！　俺と……付き合ってください！」

　俺は目もく撃げきしてしまったんだ。

　ティナが教えてくれた時計塔とうの下で、告白の場面というやつである。

「絶対にクリスティーナ、お前を幸せにするから……！」

「……」

　俺が授業をサボっていたのとは全く違ちがう理由で、こいつら……。

　一気にやる気が削そがれてしまう。しかも、「はい……こちらこそ……」なんて、恥はずかし気に言われた時はもうね……お幸せに以外の言葉が出てこないよ。

　俺が一番幸せになりたいのに……。

「ありがと……私もずっと……」

「えっ、そうだったんだ！　全然、気付かなかったな……はは……勇気出してよかった」

　ていうか、俺が幸せになるべきだろ。

　もっと報むくわれるべきだろ。

　だって俺は世界を救ったんだぜ？　さっきの男子生徒みたいに俺もなりたいよ。あいつにあって、俺に足りていないものって何だ？

　……そうだ。勇気だ。男子生徒もそう言っていた。

　思い知らされた。俺は何をやってるんだ。そもそも俺は守護騎士ガーデイアンとかどうでもよくて、ただただシャーロットと幸せに暮らしたい、それだけだったハズなんだ。

「スロウ様。お話って何ですか？」

「えーっと……シャーロット。とりあえず、こんな遅おそくに呼び出してごめん」

　俺には超ちよう能のう力りよくなんてない。

　少なくともアニメのように、あの三銃士の一人、夢売りの魔女ドクター・ヒールのように人の考えを覗のぞくことなんて出来ない。シャーロットを洗脳して、自分の思うがままに操あやつるなんてもってのほかだ。

「突とつ然ぜん、どうされたんですか？」

「……」

　全然ドキドキ感がないのは、シャーロットが見慣れたメイド姿で。

　それにこの匂においと場所のせいだろう。

　食堂の裏手。窓から煙けむりがもくもくと出て、美味おいしそうな匂いが漏もれているからだろう。

　でも、言いにくいよな。

　シャーロットは俺が守護騎士ガーデイアンになることをどう思う？　なんてさ。

　自分の意思が無い男とか、シャーロットに優ゆう柔じゆう不ふ断だんとか、思われないか不安だ。でも、俺としても、シャーロットの気持ちをもう一度はっきり確かく認にんしたかったからな……。

「え、えっと。シャーロットはさ……シャーロットもやっぱり、公爵家や学園の皆みんなみたいにさ……俺が守護騎士ガーデイアンになることに賛成だったり？」

「そんなの、当たり前じゃないですか！　スロウ様は、守護騎士ガーデイアン様になるべき人です！」

　うっ。

　そんな、何言ってんのみたいな顔をしないでくれ！　キラキラ笑え顔がおを向けないでくれ！




「り、理由を聞いてもいいかな……」

「だってスロウ様。守護騎士ガーデイアンですよ、守護騎士ガーデイアン。この騎士国家ダリスの顔！　しかも女王陛下からの直々の指名！　スロウ様が魔法の力だけじゃなくて、内面も優すぐれているって陛下が認めてくれた証あかしじゃないですか！　しかも公爵家の皆みな様さまも素す晴ばらしい話だって喜ばれているんです！」

　うお！　怒ど濤とうの早口！

　だけど、それは間違いなくシャーロットの本心の言葉に違いない。

「そ、そうだね……守護騎士ガーデイアンは国の顔……」

「カリーナ姫ひめもスロウ様には心を開かれているみたいですし、それに！　こういう話は余り大きな声では言えませんけど、守護騎士ガーデイアンなら常に女王陛下の傍そばにいますから公爵家の皆様みたいに戦場にずっといるってことでもないし！　安全です！」

　しゃ、シャーロット……。

　俺の安全も考こう慮りよに入れてくれていたのか……。

「だから、スロウ様！　ダイエットしましょう！　さすがに守護騎士ガーデイアン様がおでぶちゃんでは恰かつ好こうが付かないと思いますから！　それにクルッシュ魔ま法ほう学園に戻もどって来れたのだって、ここでスロウ様のダイエットが成功したって実績があるからです！」

「……確かに。実家じゃあダイエットしようなんて気には……」

「スロウ様！」

「は、はい」

「皆がスロウ様の凄すごさに気づいたんです。だったら、守護騎士ガーデイアンに女王陛下が指名するのも納なつ得とくです。スロウ様はもともと、公爵家の中に収まる器うつわじゃなかったんですよ！」

「ぶひい……」

　皆、守護騎士ガーデイアンのブランドに夢中だ。

　国にたった一人の要職なんだから、気持ちは分かるけどさあ。俺の気持ちだって少しは汲くんでほしいよな。まるで、外そと堀ぼりから着実に埋うめられているみたいだ。

　あー。

　いや、分かってたよ？

　シャーロットが心の底から俺のために。

　俺のことを思って、守護騎士ガーデイアンになれって思ってたのは。

　だけどさ、あれだけはっきりと聞いちゃうとさ……俺の片思いだったってことかあ。

「もしかしてスロウ様。カリーナ姫が苦手だったり？」

「なな、な、そんなことあるわけないだろう！」

　全力で否定した。

　カリーナ姫が苦手？　嫌きらい？　そんなことないだろう。そんな奴、いるわけがない。あんな美少女の傍にいられるのなら、最高だろ。あーでも、いつかカリーナ姫が誰だれかと結けつ婚こんする姿を見るのはちょっと……いや、かなり嫌いやだな。

「じゃあ、スロウ様。どうして、そんな悩なやんでいるんですか？」

「……」

「私は、スロウ様が女王陛下から認められて、嬉うれしいですよ？」
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「ありがとう、シャーロットの思いはよく分かったよ」

　十分だ、彼女は公爵家の奴やつらと違い、打算ではなく、純じゆん粋すいに俺が女王陛下から認められたことが嬉しいんだ。

　カリーナ姫と共に騎き士し国家の行く末を見届けていく。そんな未来もありかもしれない。

　っていうか、ありだよな。学園の生徒は全員、羨うらやましがってるんだから。







「……ははは」

　のんびりと空を見上げる。

　星が見えた。たくさんの星が、俺を祝福している──ようには到とう底てい、見えなかった。

　乾かわいた笑いが生まれる。脱だつ力りよくだ。

　シャーロットとの話を終えて、何か全すべてがどうでもよくなってきた。

　ぽっかりと胸に穴が開いた気分。簡単に言えば、俺は振ふられたのだ。

　俺は守護騎士ガーデイアンになるべきだと、シャーロットははっきりと言った。

　守護騎士ガーデイアンになる。

　それは、孤こ高こうの人間になるということだ。

　自由なんてない。歴代の守護騎士ガーデイアンは、結婚もせず王室に尽つくしてきた。

「先せん輩ぱい。何をしているんですか？」

「ティナ、何かいいことがあった？」

　どこか嬉しそうで、今の俺とは正反対。

「こんな遅い時間に、先輩と会えたから。それじゃあ、ダメですか？」

　そんな言葉にドキッともしない程ほど、俺の心には隙すき間ま風かぜがぴゅーぴゅーと吹ふいているんだ。

「じゃあ、そんなティナの幸せを俺に分けてくれたら嬉しいな」

「はい！　学園を辞やめようかなって悩んでいた友達が──残ることにするって」

　そう言えば、前にそんなことを言っていた。

　同室の友達があのモンスター騒そう動どうで心に傷を負ってしまったって。夜になるとあの時の恐きよう怖ふを思い出して、眠ねむれなくなってしまうんだって。ティナの同室の子だけじゃない。

　あの事件は、特に戦いの力を持たない平民に暗い影かげを落としたんだ。

　このクルッシュ魔法学園が幾いくら魔法を学ぶための学園といっても、魔法は全て戦せん闘とうに使われるものじゃない。特に平民の女生徒は生活を豊かにするために魔法を学ぶ。少しでも良い相手と結婚するために、一人で稼かせぐ力を手に入れるために。

「で。これがその、ティナの友達を癒いやした薬ってわけか」

「私は癒しの水の価値についてよく知らないんですけど、先輩が見たらどれぐらいのものか分かるんじゃないかなって」

「そうだね、確かに分かるよ。ちょっとだけ貸してもらってもいいかな」

　ティナは俺に、液体の詰つまった小さな小こ瓶びんを見せてくれた。

　トラウマの克こく服ふくに効果を発揮した水の秘薬。

　傾かたむけると、少しだけ光るそれは水の魔法が込こめられた癒しの秘薬。

　だけど、これは……間違いなく、裏から流れてきたものだろう。

　瓶の蓋ふたを開け、中身を確かめる。粗そ悪あく品じゃない、むしろこれは──。

「……相当、優ゆう秀しゆうな水の魔法使いが作製した物。こんな逸品が手に入るなんて……」

「友達はこれを飲んで、元気になったんです！　やっぱり凄いものなんですね」

　どこで手に入れたのかな、あんまり詳くわしい話を詮せん索さくする気分にはなれなかった。

　だけど、優やさしい人がいたもんだな。学園の医務室が提供している薬じゃないだろう。大貴族相手ならまだしも、平民の女生徒にこれだけ質の良い癒しの水は提供されない。しかも、ティナの話によるとこの水の秘薬はトラウマを持つ彼らの心を癒したのだ。王都でこれを手に入れようと思ったら破格の値段がするだろう。家が建つぐらいの。

　学園の内情、生徒の不安を知る者が、誰かが横流しでもしたのか？

「先輩。皆と違って、全然楽しそうじゃないですね」

「…………そう見える？」

「見えますってー。だって、こんな場所に一人ぽつんって。先輩の周りだけ空気がずどーんって落ち込んでますもん」

「ごめん。もしかしたらティナの気持ちを盛り下げちゃったかもな」

「じゃあ、私。先輩が少しは元気が出ること教えてあげようかな。先輩、シャーロットさんが最近、ユウギリ先生のお手伝いをしているってこと、知ってました？」

「えっ……知らない」

「シャーロットさん、先輩のために瘦やせ薬を買うんだって。毎日、かなり頑がん張ばってるって話ですよ？　……あれ、この話をしたら先輩が元気になると思ったんですけど……うーん……」

　別に俺は瘦せたいなんて思ってないんだけどな。

　そのティナの言葉は俺を元気づけるどころか、さらに追い打ちをかけた。

　だって、シャーロットが頑張る原動力は俺が守護騎士ガーデイアンになるためだからな。

「はっきりと言いますけど。先輩、絶対守護騎士ガーデイアンになりたくないって感じですよね」

「……よく分かったね」

「実は、分かってました。先輩のことをよく見てる人には、バレバレだと思います。距きよ離りが近過ぎたら、分からないかもしれませんけど」

　そう言えば、学園長も気付いてる感じだったな。

　でも学園長は人となりを見み抜ぬけるぐらい人生経験が豊富だ。

　俺の気持ちなんて、手に取るように分かっていても可笑おかしくはない。

　だけど、ティナは別だ。

　学園の生徒だし……内心を言い当てられるとは思っていなかった。

　俺達のような貴族は、このクルッシュ魔法学園では往々にして鈍どん感かんだ。

　このクルッシュ魔法学園では俺たち貴族がピラミッドの上位に存在しているから。多分、平民であるティナはそうやって、周りの機き微びを嗅かぎ分けて生きてきたんだろう。

「……そっかー。ばれてたかー」

「随ずい分ぶんと棒読みですけど」

「何だか色々と疲つかれちゃってさ……もう限界かもしれないなって。さっき思った」

「これは私の場合ですけど。もし私が先輩みたいな状じよう況きように追い込まれたら、とっくに潰つぶれちゃってると思いますよ」

「そう？」

「だって、皆みんな、好き勝手に噂うわさしてるじゃないですか。当事者である先輩は知らないかもしれないですけど、今、この学園って本当に先輩の話でいっぱいなんですよ」

「それは知ってる」

「多分、先輩が思ってる以上ですよ？　……正直、可哀かわい想そうだなって思う時がないわけじゃないんです」

「……俺が、可哀想？」

「だって皆、先輩に期待しすぎじゃないですか。そりゃー先輩は確かにちょっと魔法が上手うまくて、いや、かなりですけど……でも、人と大きく違ちがうところってそれぐらいじゃないですか。なのに、背負わせすぎですよ。あんな事件があってから、いきなり守護騎士ガーデイアンだなんて」

「……」

「私にはその……貴族のしがらみとかはよく分かりませんけど、先輩は誰かから言われた通りするなんて似合ってないですよ。先輩。私と逃にげちゃいましょうか、国の事情なんて知ったことないって。もしかしたら、意外と幸せになれるかもしれませんよ？」

　魅み力りよく的な提案だ。

　余計な重みを全て取り去って、ティナと共に国を出る。ティナは明るくて、俺を慕したってくれている。その誘さそいは軽い気持ち。冗じよう談だんなのかもしれないけど、嬉しかった。

　俺の気持ちを理解して、慮おもんぱかってくれる人がこんな近くにいるとは思わなかった。

　本当に……いつも俺を元気づけてくれる。

「先輩の味方って案外、近くにいると思うんです。だから聞いてみたら、いいんです。俺と一いつ緒しよに、逃げてくれないかって。ちなみに私は大だい歓かん迎げいですから。ほら、先輩の味方一人ここにいましたね。少しは落ち着きましたか？」

「……ありがとう、ティナ。お陰かげで楽になったよ」

　俺はこの国から逃げるわけにはいかない。

　……だって、この国には彼女がいるから。

　まだ何も始まっていない。アニメ知識を知って、世界の未来に干かん渉しようした。けれど、本来の目的からはいつの間にか大きく逸それて、俺を取り巻く環かん境きようも変わってしまった。

　けれど、やるべきことは何も変わっていないんだ。

　真っ黒豚ぶた公こう爵しやくと同じ間違いを、また俺は繰くり返そうとしたんだ。

　そして、同じ未来を過ごすところだった。

「守護騎士ガーデイアンになる。そう決めたわけじゃないけどさ……本気でダイエット、始めるよ」

　俺の気持ちに気付いてくれる人がいた。

　それだけで、こんなにも嬉しい。

　いつまでも、意地を張ってる場合じゃないわ。

　それに自分から言わないと気付かないよな。







　守護騎士ガーデイアンへの道を選ぶ前に、俺は彼女に気持ちを伝えてさえいないんだ。

　二重魔ま法ほうに挑ちよう戦せんしたティナに比べて、俺はなんてダメな豚なんだ。

「今の俺にはそれが必要だと思うから」

　前向きになれば、世界が変わって見える。

　守護騎士ガーデイアンになるためじゃない。

　自分のためだ。







　そして、翌日。

　授業中、俺が空気椅い子すの体勢でプルプル震ふるえながら筋トレをしている最中に。

　それは聞こえてきたんだ。

「──ドストル帝てい国こくから使者が！　今後百年、ドストル帝国は南を侵おかさないって通達が来たらしいぞ！」




　　　　●




「──私だ、ユウギリだ！　フラン、いるんだろう？　出てきてくれ！」

　ユウギリが森に出かけるのは決まって夜中だった。

　薬売りという存在は、この国において忌いみ嫌きらわれる存在だ。

　水の秘薬を無む償しようで提供する彼女達は常に患かん者じやへ癒しの力のみを提供するわけではない。

　南方における薬売りの扱あつかいは、病人を水の魔法の実験台に利用する怪あやしげな魔法使いの集団。王室騎士ロイヤルナイトという身分上、決して放置しておくことはできなかった。

「ユウギリ。また、来たのですか。貴女あなたは騎き士し国家の貴族、それも王室騎士ロイヤルナイトという身の上でありながら……」

「今日はお前に感謝を伝えに来たんだ」

「私に、感謝ですか？」

　しかし、森の奥地で。

　ユウギリは人も動物も寄せ付けない無人の廃はい墟きよに住まう彼女と、もう何度夜通し語り合ったかわからない。二人は優秀な水の魔法使い同士であり、薬の作り方から、誰だれかへの愚ぐ痴ちまで、話題は尽つきなかった。

「そうだ、お前が作り上げた薬だ！　私も軽く試ためしたが、あれは学園の生徒に対して十分に効果を発揮した。学園を退学しようと考えていた平民の生徒達も、お前の薬のお陰で夜眠ねむれるようになったと、怖こわい思い出が薄うすれたと言うようになった」

「それは良かった。しかし、ユウギリ。素す性じようの分からない私の薬を学園の生徒にまで……」

「構わないさ、フラン。お前の薬のお陰で、私も謹きん慎しん期間は落ち着くことが出来た。とても感謝している」

「ユウギリ。貴女は元々、癒しの薬なんて必要のない性格です。私の力が無くとも一人で立ち上がっていたでしょう」

　廃墟に住まう薬売りの女。

　いつも虚うつろな表情で、この生命の気配も感じない森の廃墟に住み着いている。

　ぼんやりとした雰ふん囲い気きで、何を考えているか分からないが、微び笑しようを常に口元にたたえている姿は、まるで聖職者のようだとユウギリは思うのだった。

「フラン、お前が作る癒いやしの薬は本当に素晴らしい。人の心を癒す水の魔法なんて、私でも辿たどり着けない境地だ。その技術をどこで学んだかは、やはり教えてくれないのだろうか」

「……聞かれないほうがお互たがいのためにも宜よろしいでしょう」

「そうか、仕方あるまい。ただ、私がお前に感謝している気持ちが伝わっていれば嬉うれしい」

「いいのですよ、ユウギリ。私も薬売りと呼ばれる一人、自分の薬の効果を確かく認にん出来て助かっています。それにこうして一人で旅をする流る浪ろうの身、まさか王室騎士ロイヤルナイトである貴女と語り合い、分かり合えたのは貴重な経験です。生しよう涯がい、忘れることはないでしょう」

「──私もだ、フラン。私の気持ちを、これだけ理解してもらえるのは初めての経験だ」

「辛つらいですね、ユウギリ。自分に全く向いてない仕事を任されるなんて。ですが、今の貴女は以前よりもやる気に満ち溢あふれているように見えますよ」

「……そうだろうか」

　ユウギリは自分が教師としての役割に向いているとは思っていなかった。

　だが、最近になって自分が王室騎士団ロイヤルナイツの中からロコモコ・ハイランドの代わりとして、このクルッシュ魔法学園に派は遣けんされた意味を少しずつ理解できるようになっていた。

「フラン。実は全すべて、お前の助言通りにしたからなんだ。私の目を通してだけではなく、優ゆう秀しゆうな貴族の生徒だけではなく、この学園では地位の低い平民達からも奴やつについての意見を聞くようになったんだ。すると、私が今まで全く知らなかった奴の姿が見えてきた」

　学園に赴ふ任にんした当初、女王陛下が彼を守護騎士ガーデイアンに指名した理由が全くわからなかった。

　学園に戻もどってきた彼は噂で聞くようにだらしない生活を好むように見えたし、そんな男が生涯カリーナ姫ひめの傍そばで彼女の剣けんとなる未来が想像できなかった。

　しかし、大勢の立場の違う者たちから彼に対する意見を聞いてみると、 自分が対面して知った彼の人物像とは驚おどろくほどかけ離はなれた姿が見えてくる。少なくとも、ある日を境に、噂よりも遥はるかに心優しい少年であることを知った。

　すべては、フランと名乗ったこの薬売りの助言によるものだ。

「それは良いことです。ユウギリ、貴女に余よ裕ゆうが出てきた証しよう拠こでもあります」

「余裕……そうか。そうかもしれないな。学園に来た当初の私は何をすべきか、何も分かっていなかったからな」

「しかしユウギリ。王室騎士ロイヤルナイトが北方の薬売りと繫つながっているのはやはり問題でしょう。この廃墟にはいつ人の目が入るか分かりません。そろそろ私達の関係も終わりにした方がいいかもしれません」

「それだけの癒しの力があれば、お前はどこでだって生きていけるだろう。フラン、私が適当な仕事を紹しよう介かいしてやる。騎士国家で働くつもりはないか」

「いいえ、私にはその気持ちだけで十分です。このような根無し草に誘いなんて、貴女も変わり者ですね」

「謙けん遜そんが過ぎるというものだ。お前の力であれば、どこでだって重宝される。しかし、そうか。お前にその気が無いのなら仕方がない。だが私に何か出来ることはないだろうか」

「では、ユウギリ、貴女に一つお願いがあるのです」

「そうか！　私に出来ることであれば、何だって聞こう」

　いつしか、ユウギリはこの異い端たんの徒に大きな信しん頼らいを置くようになっていた。

　だから、自分が対応出来る頼たのみごとなら、この異教の友に何だってしてやりたいと思うほどにユウギリは素性不明の薬売りに信を置いていたのだ。

「瘦やせ薬を求めているという、貴族の従者。彼女を連れてきてくれませんか？」

　ただ、ユウギリにとっての不覚は──。

　この質の良い薬を作る者の正体を、取るに足らない者だと思ってしまったこと。

　大陸に信しん奉ぽう者を抱かかえる薬売りの創設者がまさかこのダリスにいるとは──。

　正体がドストル帝国の三さん銃じゆう士し、フランシスカだとは予想だにしなかったことなのだ。








四章　お祭りの裏側で









「ぶひっふう……ぶひっふう……」

　ずっと、北方との間で戦争が起こるか、起こらないかの瀬せ戸と際ぎわだった。

　だけど俺は闇やみの大だい精せい霊れいさんの考え方を知っている。

　ドストル帝国は、最前線のグラント湿しつ原げんから兵を退ひくだろうと確信があった。

　そして、それは俺の予想通り、実現した。

「ぶひふうぅ……ぶひっふうぅ……」

　その情報が学園中に響ひびき渡わたったあの日から、学園中が飲めや歌えの大おお騒さわぎ。

「おい、学園長の話聞いたか！」「来週から授業無しだ！」「大商人ウォーレンが──」「大金持ちはやることが違ちがうな！　僕たち貴族に恩を売りたいんだろう！」

　将来、軍の中で成り上がってやるんだなんて息巻いてる先せん輩ぱい方もいたけれど、大半の生徒は戦争なんて絶対勘かん弁べん、争いの起きない平和な毎日を望んでいた。

　ドストル帝国の決断はクルッシュ魔法学園の生徒だけじゃない。　南方全土でも大きな喜びと共に迎むかえられているようだった。

「来週から授業が中止！　祭りだぞ！」「国中、どこの街でもお祭り騒ぎらしいぞ！」「勉強なんて止やめだ！」

　皆みんな、晴れ晴れとした顔で未来を語り、授業中だって私語は止まらない。

　実はお祭り騒ぎではなくて本当にお祭りが始まるんだけどな。大金持ちの大商人を親に持つ平民が、学園長を説き伏ふせて企き画かくしたらしい。素晴らしい企画力だけど、学園長もよく許可を出したものだよ。……そういうところが生徒に慕したわれる一番の魅み力りよくだよなとか思っていたら、目の前を学園長が通り過ぎたので真意を聞いてみることにした。

「蔓まん延えんしていたストレスがこれをきっかけに少しは改善してくれたらいいと思っての」

　学園長、ナイスである。

「スロウ君。君は再びダイエットに励はげみ出したと聞いたが……決意したのかね？」

「ぶひっふう、ええ。もっとスリムになろうと思いまして。じゃあ、これで……」

「……そうか」

　学園長が何か言いたげだったけど、俺がダイエットすることに意見でもあんのかな？

　だってさ、明らかに俺太ってるもん。

　学園に戻ってきてから、何人かに指し摘てきされた気がするけど……あんまり気にしてなかったんだよなあ。でも、この前。偶ぐう然ぜん部屋の鏡を見て、遂ついに気付いちゃったんだよ。

　──俺、デブじゃんって。

「百年にも及およぶ不戦の条約だってよ」「お前、軍人になるって息巻いていたじゃん？　どうすんの？」「領地の繁はん栄えいを目指す。新種の食べ物作って荒あら稼かせぎするわ」「俺はとりあえず彼女でも作るか」「ほら、最近。色々あったし……」

　最悪の真っ黒豚ぶた公こう爵しやく時代ほどじゃないけどさ、これって三歩手前ぐらいだよ。

　率そつ直ちよくに言って、やばい。守護騎士ガーデイアンになりたくない一心で、俺どこまで太ってるんだよ。

「お前、それ旨うまそうだな！　どこで買ったんだよ！」「食堂で貰もらったんだよ！　料理長の新作だってよ！」

　あー、聞こえない聞こえなーい。

　将来に備えて、コツコツとお小こ遣づかいを貯ためていた者は、来週のお祭りでどっかーんとお金を遣うだろう。もしかしたら全財産遣う予定の奴もいるかもな。でも、ドストル帝国が兵を退いた事実はそれぐらい意味のあることなんだよ。

　俺も内心では鼻高々。

　自分のやってきたことが全て報むくわれた気持ちだ。

「……ぶひっふう……ぶひっ……」

　規則正しいリズムで、ぶひっふう。じゃなくて、ランニング。

　俺は鋼はがねの男。

　お祭りに浮うかれる皆と同じように、雰囲気にのまれるわけにはいかないのだ。

　今の俺には大きな夢がある。

　重要度で言ったら、 戦争を未然に食い止めると同じぐらいでっかいものだ。

「──スロウ様！　こんな場所にいたんですね！　あの……何をしてるんですか！」

「シャーロット。俺は見ての通りダイエット中さ」

「えっ、でも今日ぐらいはちょっと浮かれてもいいんじゃないですか……？」

　通りのそこかしこで、屋台が、露ろ天てん商しようが来週から始まるお祭りの準備を始めている。

　気の早い一部の商人達はこっそりと物を売っているようだし、もう立地の良い場所は全て埋うまっているようだ。

「シャーロット。俺は本気のダイエット中だから」

　だけど、俺は繰くり返すが鋼の男。

　お祭りでは美味おいしい食事が山のように出るだろう。そして、素す敵てきイベントも沢たく山さん発生するだろう。だけど、俺は見向きもしないんだよ。ダイエットの敵だからさ。

　決心した俺が誘ゆう惑わくに負けるわけがないのである。

「スロウ様の大好きなもの、買ってきたんですけど……今日は折角ですから……」

「えっ!?」

　まさか、シャーロットからそんな発言が出るとは！

　ドストル帝てい国こくの影えい響きよう、恐おそるべし！　鬼おに軍ぐん曹そうのシャーロットが誘惑してくるなんて……。

　けれど、俺は知っているんだ。ちょっとした気の緩ゆるみが、身の崩ほう壊かいに繫がるってさ。

「今の俺に足りないのは自制心だって気付いたんだ。シャーロットの気持ちは嬉しいけど、それはシャーロット自身が食べてくれ。俺は学園の皆が幸せそうなだけで、お腹なか一いつ杯ぱいさ」

「……」

　おい、どうして自分のほっぺたをつねるんだいシャーロット？

　これは夢じゃないよ？　現実なんだ。

「す、す、す、すす」

「す？」

「スロウ様っ！」

「な、なんだいシャーロット！　俺の手を摑つかんで！」

「私、感激しましたっ！　やっぱりスロウ様は素敵です！」

「ふっ。別に当たり前のことだ。そもそも俺がクルッシュ魔ま法ほう学園に帰ってこれたのだって、ここでダイエットが成功した実績があるからだしさ」

　爽さわやかに言ってみせると、シャーロットはさらに驚いていた。




　実際、こう思えるようになるまでは長かったよ。

　守護騎士ガーデイアンへの推すい薦せんとか、自分の思い通りにいかない毎日。

　でも、よくよく考えれば思った通りにいかないのが当たり前なんだ。

　それに、俺は本来あるべき未来を覆くつがえしたんだ。俺のせいで牢ろう獄ごくにぶち込まれたノーフェイスやセピスからすれば、俺と出会ったことの方がよっぽど不幸だろう。

　あ、それとそうだ。シャーロットには伝えないといけないことがあったんだった。

　先日のティナとの語らいで俺は気付いたんだよ。

「それとシャーロット。瘦せ薬を買うためのお金を貯めるためにユウギリ先生のお手伝いをしなくてもいいんだ。今のシャーロットは働きすぎな気がするよ」

「……スロウ様、私が先生のお手伝いしてたこと知ってたんですか!?」

「噂うわさで聞いたけど、ユウギリ先生のお手伝いってかなり大変なんだろう？　シャーロットの気持ちも有り難がたいけれど、俺は俺の力で瘦せるって決めたから、さ」

　シャーロットが俺のために瘦せ薬を求めていることを知った。

　でも、俺が瘦せ薬に頼たよることはもうないだろう。それってなんかずるをしているみたいで、恰かつ好こう悪いじゃん？　やっぱりこの身についた脂し肪ぼうは自分の力で落としたいじゃん？

　そう伝えたら、シャーロットは目をウルウル。




「……今の言葉、マロー様にも聞かせてあげたいです！　きっと、泣いて喜びます！」

「あの婆ばばあが泣く姿なんて想像も出来ないって」

「マロー様はスロウ様のことを本当のお孫さんみたいに可愛かわいがってるじゃないですか！」

　本当に孫みたいに思ってるんだったら、俺のことを守護騎士ガーデイアンになれなんて言わないって。俺が守護騎士ガーデイアンになったら公こう爵しやく家の身分を剝はく奪だつされて、自由に会うことも出来なくなるんだからさ。でも……そんな恨うらみ事をシャーロットに言っても仕方がない。

「それでさ、シャーロット……」

　こうしてシャーロットに会えたのは良い機会だ。

　今、このクルッシュ魔法学園は全体的に浮かれている。

　この熱気に乗った今なら、シャーロットに自分の気持ちを言えそうだと思ったから。

「……俺が自分の力で瘦せれたら、君に言いたいことがあるんだ」




　さすがにいきなりなんて無理。

　無理無理無理のぶひぶひだよ。

　伊だ達てに、気持ちを抑おさえ込んだシャイボーイの真っ黒豚公爵をやってきたわけじゃない。

　でも、俺は言ったんだ。言えたんだ。

　シャーロットに、言いたいことがあるんだって伝えられたんだ。

「……ぶひい」

　その夜は本当によく眠ねむれた。

　ずっと胸の中に溜ため込んでいた気持ちを少しでも解放できたからだろう。

　別にこれから先、告白が失敗したって構わない。

　ただ俺は自分の思いを吐と露ろするために、勇気を出せたことが嬉うれしかった。

　強い相手と戦うとは別次元の緊きん張ちよう感かん。

　まったく……そう考えたら以前、あの時計塔とうの下で愛を誓ちかったあの子らは凄すごいよ。







「──余り浮かれすぎないように。授業が休講となるのは来週からだ。しかし今日はどういうわけか、欠席者が一人もいないな。珍めずらしいこともあるものだ」

　学園はお祭り騒ぎだというのに、ユウギリ先生は相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで授業を始める。

　この人はあれか？　やっぱり鋼の心の持ち主なのか？

　今日も変わらず、教科書を片手に生徒をビシバシと指名しながら、生徒の無知を攻せめ上げる。学園中に広がる浮かれ気分。少しは先生も影響を受けているかと思ったけど、イベントを楽しもうとか、少しはハメを外そうとかいう気持ちは全くないらしかった。

「そこ、煩うるさい。私は前任者であるあの男と違ちがい、授業中の私語を許す気は毛頭ないと最初に言った筈はずだぞ」

　そういえばこの前。

　学園長はユウギリ先生の昔はもっと素直で、大人しい生徒だって言っていたな。うーん、やっぱり想像出来ない。王室騎士ロイヤルナイトという仕事は先生の本来の性格を捻ねじ曲げてしまうぐらい過か酷こくな仕事なんだろうか。

「スロウ・デニング。さすが、座学はお手の物らしい。良く勉強しているものだ。皆も彼を見習うことだ。いざという時、明かりに使える夜光虫の生態をここまで理解している者は王室騎士ロイヤルナイトにもいないだろう」

　……ほ、褒ほめた？

　あのユウギリ先生が俺を素直に褒めた？

　いつもなら嫌いやみの一つや二つ飛ばす先生なのに……。

　そういうの調子が狂くるうから止やめてほしいよな。

「なんだスロウ・デニング。その顔は」

「い、いえ。何でもありません……」

「普ふ段だんの私なら、嫌みでも言っていたところ、とでも思ったのだろう？」

「えっと……あー、はい」

　あ、やべ。

　素直な思いが口から滑すべり出た。

「私とて、悪い気分ではないのだ。ドストル帝国が申し出た不戦の誓い。実に結構なことだ。全すべてはスロウ・デニング、グラント湿しつ原げんで交こう渉しように尽じん力りよくした公爵家の力があってのことだろう。王室騎士団ロイヤルナイツと公爵家、互たがいの領分は異なるが認めあうところは見誤らないつもりだ」

　おいおい。

　王室騎士ロイヤルナイトのユウギリ先生が公爵家まで褒めるとは。こりゃあ、明日は魔法でも降ってくるんじゃないか？　無表情の癖くせに、これは絶対機き嫌げんがいいぞ。

「……少し早いが、今日の授業はこれまでとする。皆みな、来週からの休校日が待ち遠しいのであろうが、そわそわしすぎだ。今日は……静かに、少し落ち着いて過ごすといい」

　それに俺たちの気持ちまで汲くんでくれる。

　これはもう一年に一度しか訪おとずれないスーパーユウギリ先生の日と言っていいだろ。

「あの、ユウギリ先生！　ロコモコ先生がクルッシュ魔法学園に戻もどってくるって噂を聞いたんですけど……本当ですか？」

　え？　そうなの？

　俺、初耳なんだけど。

「そうだな。どこから話せばいいか……」

　先生も否定しない。

　ていうか、そんな噂流れてたの？

　あー、俺って噂とかに鈍どん感かんなんだよな、友達少ないから。でも最初から、ユウギリ先生はロコモコ先生の休暇中だけって話だったからいつかはいなくなるものだと思ってたけど。にしても、急な話だ。

「──一部のものは既すでに知っているかもしれないが、来週からロコモコ・ハイランドが学園に復帰する」

　お祭り男としても、名高いロコモコ先生のことだ。

　きっちりと学園のお祭りに合わせて帰ってくるあたり、らしいなあと思わずにはいられない。……でも、あれ。それってつまり──。

「私はロコモコ・ハイランドの代わりとして、学園に派は遣けんされた。そのため、今週末をもってクルッシュ魔法学園の職を辞することとなる。一部は、私が職を辞することを喜ぶ者もいるだろうが──」

　何でそこで俺を見るんだよ。

　当たり前だろ、どんだけ俺にウザがらみしてきたと思ってんだ。

　でも、ユウギリ先生もやっと学園を離はなれ、王室騎士団ロイヤルナイツに戻れるということで、清々しているんじゃないだろうか。

「皆と関かかわれたことは、私の人生においても大きな糧かてとなったように思う。また、短い期間とはいえ職務から離れ、初心に戻ることが出来た。皆には実技の時間等、つらく当たることも多かった。中でも王室騎士ロイヤルナイトを志す者に対しては、授業、授業外に拘かかわらず日常から厳しく接してきた自覚がある」

　ユウギリ先生が厳しく接していたのは俺だけじゃなかった。

　常つね日ひ頃ごろから俺に対して守護騎士ガーデイアンになることの覚かく悟ごを説いてきた先生だけど、王室騎士ロイヤルナイト志望の奴やつらにもそれなりに厳しかったらしい。魔法演習の時間なんか、一部の生徒を苛いじめ抜ぬいていた印象がある。……確かにターゲットにされていたのは普段から王室騎士ロイヤルナイトになりたいなんて言ってる奴らだったな。

「全て、私なりに皆の将来を思ってのことだ。ドストル帝国が不戦の誓いを伝えてきたとはいえ、未来で何が起こるか分からない。お前達は魔ま法ほう使つかいであり、貴族と平民問わず特別な力を持つ者達だ。普段から、心構えはしておくべきだと考える」

「……」

「特に、王室騎士団ロイヤルナイツへの入団は己おのれの人生を大きく左右することになるだろう。入団を志す者は、本当に王室へ忠誠を誓う覚悟が己にあるのか、問い直すのも悪くないだろう。それでは……私の授業は、これにて終わりとする。皆、短い期間であったが世話になった」







　最後、良い感じのカッコいいこと言える人って得だよな。

　今までの悪行が全て帳消しのように、これまでのイメージがガラリと変わるんだもん。

　シャーロットに告白する時も、さっきのユウギリ先生みたいにかっこよく伝えることにしよう。

　ふむ、もしかすると今から文章とか考えてた方がいいか？　俺って口下手だからな。

　そんなこんなでユウギリ先生の最後の授業が終わり、これにて解散。

「……ぶひ？」

　そんな時、驚おどろくべきことが起こったのだ。

　だだーっと授業後、先生に駆かけ寄る生徒が一いつ杯ぱい現れたのだ。

　先生のクラブ活動メンバーだけじゃない。魔法演習の授業では先生にきつい特訓をやらされていた王室騎士ロイヤルナイト志望者や平民まで泣きそうな顔で名残なごりを惜おしみ、先生に口々に感謝の言葉を伝えている。中には、ビジョンさえもいた。お、お前、先生に特に厳しく当たられてきた奴の一人じゃん。

　え？　まじで？　先生のこと苦手と思ってたのって俺だけ？

　あ、あれ？　もしかして意外と先生、慕したわれてた？




「ぶひっふう……ぶひっふう……」

　自分の考えが正しいって、たまに決めつけてる奴いるよな。

　俺がこう考えるんだから、他の奴らも同じに決まってるってさ。

　……まあ先生に対する俺のイメージのことなんだけど。

　授業からの帰り道、とぼとぼと一人でユウギリ先生のことを考えていた。

　別に好きとかそういう話じゃない。どっちかと言えばやっぱり苦手だ。苦手なんだけど、あれだけの生徒から別れを惜しまれるとは考えもしなかったんだ。皆、俺みたいに先生がいなくなってスッキリする、そんな奴ばっかりだって思ってた。

「もしかして、俺が知らない一面もあったのかな……」

　実は面めん倒どう見みがいいとか、実は食べ物を奢おごってくれるとか。

　そういえばティナ、自分が入院してた時先生がお見み舞まいに来てくれたって言ってたっけ。先生にお見舞いに来られても、俺なんかは何を喋しやべったらいいか分からなくて困こん惑わくしそうだけど……意外と饒じよう舌ぜつだったりするのかな。

「……ふう、ぶひっふう……」

　けど、俺だって忙いそがしいのだ。

　先生の隠かくれた一面を聞き出すことに労力を割さく気にはなれなかった。

　でも、そうか。もし、俺が守護騎士ガーデイアンになったらユウギリ先生と同どう僚りようってことになるのか。王室騎士団ロイヤルナイツの一員として……先生と同僚になる。大人しく、優やさしかったらしい先生の性格を根本から変えた王室騎士ロイヤルナイトとして働くことになる。

　もしかしたら、先生に……一度は聞いといた方が良かったのかもな。

　王室騎士ロイヤルナイトとしての生活ってどんなもんですか？　ってさ。楽しいことありますかって。

　でも、どうして急にそんなことを聞き出すんだ、まさかカリーナ姫ひめを狙ねらっているのかなんて言われそうだな。あの人、カリーナ姫を自分の妹みたいに可愛かわいがっているって噂うわさを聞いたことがあったし。

「ぶひ、ぶひ……ぶひっふう」

　しかし、ダイエットつれえ。

　ティナと語らった夜から本格的なダイエットを始めているんだけど、なかなか瘦やせないんだ。季節柄がら、本格的な夏に向かっている。ちょっと運動したぐらいで、汗あせが噴ふき出るし、喉のどもからっから。干からびるんじゃないかってぐらい、身体からだを酷こく使ししてるのに……。

「……ぶひ」

　あれおかしいな、前はもっとすんなり瘦せられた気がするんだけど。やっぱり瘦せ薬の効果ってデカかったのかな。……あれっていくらぐらいするのかな。購こう入にゆうできるなら、買っちまうか。いやでも、だめだだめだ。シャーロットに瘦せ薬なんかに頼たよらずに俺は自分で瘦せるんだって宣言した手前、今いま更さら瘦せ薬が欲ほしいなんて恥はずかしすぎる。

「ねえー。私たちのこと、両親にはいつ紹しよう介かいする？」

「はっはっは。まだ早いよ、クリスティーナ」

　時計塔とうの下で告白して見事カップルになったあの二人組も、手をつないでイチャイチャ中だ。だけど今の俺は何とも思わない。

　少し前まではクルッシュ魔法学園一、風紀の厳しい俺だったけど、今の俺は違う。

　心に余よ裕ゆうがある。瘦せてシャーロットに告白しようって決めたからな。

「ぶひぶひ」

　シャーロットは今何してるだろう。

　最近お手伝いでずっと忙しそうだったから、来週のお祭り期間は少しは休めるといい。しかし、あの時のシャーロット可愛かったなぁ。俺が瘦せるって言った時、あんなに喜んでくれて。

「ぶひぶひっ！」

　いつまでも守護騎士ガーデイアンのことで、くよくよ悩なやんでるわけにはいかない。

　俺も前を向かないと。

　少なくとも、少し前の俺はダメダメだった。

　今の姿のまま、シャーロットに気持ちを伝えるなんて、さすがに恰好つかない。

「だけど、ドストル帝てい国こくは何で兵士を退ひいたんだろうな」「国内の反乱じゃないか？」「幾いくつもの国を潰つぶしてきたから、北方って帝国の反はん抗こう勢力ばっかりなんだろ？」「おい、帝国の話なんてよくね？　今をたのしもーぜ！」

　空は青く、暖かな日差しが学園を照らす。

　急ピッチでお祭りの準備が行われ、中には大食い大会も企き画かくされているらしい。しかし、不思議とすぐそこでは皆が笑いあっているのに、まるで別世界のように隔へだてられた気分になる。

　それは俺がアニメの未来を知っているからだろうか。

　知ってるのか皆、今の世界が平和なのは、全部俺が頑がん張ばったからなんだぜ？

「きゃー！　デニング様だ！　握あく手しゆしてください！」

「え？　ええ？　お、俺？」

「あの時はありがとうございました！　私、家族に公こう爵しやく家の人はやっぱり凄すごいって何度も自じ慢まんしました！」

　だけど出来る男は多くは語らないもんだ。いつのまにか人気者になっているユウギリ先生も多くを語らない人だったし、そういうところは俺も見習わないとな。

「あ！　スロウ様！　こんな所にいたんですね！」

「ぶひ？」

　シャーロットだった。

「私、来週のお祭り中、休みを入れることにしました。スロウ様に言われて思ったんです。最近の私ちょっと働きすぎてたなーって。だから暫しばらくはのんびりしようかなって」

「シャーロット……」

　俺は内心、猛もう烈れつに感動していた。

　毎日働いて働いてお金を稼かせいでいたシャーロットが、 こんな稼ぎ時であるお祭り期間中は一いつ切さいのお手伝いをしないというのだ。

「あ。そ、それでスロウ様。もしよかったら私と……」

「シャーロット！　それでいいんだよ！」

「せっかくクルッシュ魔法学園に戻もどってこれたんだから、お祭り中は楽しんでほしい。この学園だけじゃない、国中の街って街がお祭りをしているようだし。折角、学園長が許可してくれたんだ。こんなの長い学園の歴史を見てもめったにないことだよ」

「そ、そうそうですよね。私もスロウ様の言う通り、楽しんでみます」

「うん。それがいい、それがいい」

「でもスロウ様、私ずっと気になっているんですけど……どうして今になって帝国は軍を退いたんでしょう。あの、私が聞いたらいけないことかもしれませんけど……」

　そこを気にしているのはシャーロットだけじゃないだろう。

　何人か勇気のある生徒が、俺に直接聞いてきたこともあったしな。

　公爵家の人なら最前線の事情について、ドストル帝国の動きについて何か知ってるんじゃないですかって。

「闇の大精霊ナナトリージユのやる気がなくなったんじゃないか？」

「やる気……ですか？」

　ドストル帝国が兵を湿しつ原げんから退いた理由。

　それは、正直に言ってしまうと、俺も正確な理由は分からない。

　だけど、ルーニーが打だ倒とうされた時点で戦争回かい避ひの流れは出来ていたことは確実だ。

　そこへ迷宮都市ゼネラウスでの三さん銃じゆう士し、ドライバックの敗北だ。

　南に戦争を仕し掛かければ、被ひ害がいが大きいと考えた。そんなところじゃないか。

「シャーロット。この国ダリスの行く末を決断しているのは女王陛下と言われているけれど、実際は背後にいる光の大精霊レクトライクルの意見を女王陛下は何よりも重要視している。対して、ドストル帝国はもっと単純。あっちもダリスと同じ王族制を取っているけれど、あっちの王様は完全なお飾かざり。闇の大精霊ナナトリージユが直接、政治を動かしているってのはよく知られた話だ」

　ふんふんとシャーロットはうなずいている。

　さてさてシャーロットも理解できるように、わかりやすく伝えるにはどうすればいいだろうか。

「帝国軍事を司つかさどる三銃士の一人、大将軍バルドーだって闇の大精霊ナナトリージユの熱ねつ烈れつな奉ほう仕し者って話だし、ドストル帝国の動きは……結局全すべては闇の大精霊ナナトリージユの決断なんだよ」

「……闇の大精霊ナナトリージユ様って、一体どんなお方なんでしょうね」

　おっと、シャーロットの興味はそっちに行ったか。

　でも闇やみの大だい精せい霊れいが、どんな奴やつかねえ。なかなか難しい質問だ。なぜなら闇の大精霊は滅めつ多たに表おもて舞ぶ台たいに出てくることがない。

　何て答えたらいいだろう。

　俺が答えに窮きゆうしていると、助け船は意外なところから現れた。

「あいつはとにかく恐おそろしい奴だにゃあ。絶対に関かかわったらだめにゃあ」

「大精霊さん。お前がこういった話に入ってくるなんて珍めずらしいな」

　俺やシャーロットが知ち恵えを拝借しようとしても頑かたくなに口をつぐみ、必要最低限のことしかいつも教えてくれないのがこの風の大精霊という存在だ。長い時を生きてきた化石みたいな存在なんだから、面おも白しろ過去トークを披ひ露ろうしてもいいのに、サービス心は一切無い。

　そんな大精霊が、珍しく口を開いた理由に俺はすぐに辿たどり着いた。

「それ美味おいしいのか？」

「うまいにゃあ」

　風の大精霊さんはいつも黒くろ猫ねこの姿に化けている。

　こいつが言葉を喋る姿が誰だれかに目もく撃げきされたらやばいんだけど、シャーロットが咄とつ嗟さに風の大精霊さんを抱だき上げたから、傍はた目めには俺とシャーロットが喋っているようにしか見えないだろう。

「……俺にはとても旨うまそうに見えないけどな」

　口に銜くわえている……それはなんだネズミの足か？

　シャーロットが小さく悲鳴を上げた。

　遊びに飢うえている風の大精霊さんはよく森の中に入り、こうして狩かりを楽しんでいる。だけど後ろ足が三本あるそのネズミは俺も今まで見たことがないものだった。

　風の大精霊さんはよほど上じよう機き嫌げんなのか、ゴロゴロ唸うなってオリマスネ。

「だ、大精霊様。帝国が軍を下げたのってスロウ様が言うとおり、その闇の大精霊ナナトリージユ様の決断なのでしょうか？」

　いつもは風の大精霊さんが森から獲え物ものを取ってくれば不衛生！　と怒おこるシャーロット。

　だけど、今は興味の方が優先されたようだ。

「そうに決まってるにゃ」

「どんな姿をされているのですか？」

「無害な人間の姿をとってるけど、会えばシャーロットも一目で分かるにゃあ」

「一目でわかるって……どういうことですか？」

「人間じゃない、逆らっちゃいけない、関わるなんてもってのほか。普ふ通つうの人間は闇の大精霊ナナトリージユを目の前にするとそういうイメージを持つらしいにゃあ。それに名前を聞けばいいんだにゃあ。あいつは噓うそをつくのが苦手だからすぐに答えてくれるにゃ」

　俺が聞いても絶対に教えてくれないことをペラペラと喋しやべる。

　今日のこいつマジで機嫌がいいな。

　大精霊にとって、お互たがいの情報は秘密。

　いや、関わりがないだけか。お互いの領分を侵おかさないように生きているのだ。

「やっぱりあいつの話をするのも嫌いやにゃあ。おなかすいたにゃあ」

「あー！　食べものもらってきますね！」

「新しん鮮せんなネズミがいいにゃあ」

「わかりました！　すぐに持ってきます」

　もっともっと風の大精霊さんから情報を引き出すためか、シャーロットがピューっと行ってしまった。でも新鮮なネズミだぜ？

　シャーロット、いったいどこから探してくるつもりだろう？

「スロウ。お前だけに話があるにゃあ」

「え、俺？」

「お前にゃあ。だからシャーロットは必要ないんだにゃあ」

　まさかまさかの風の大精霊さんであった。







　シャーロットには悪いが、俺と大精霊さんはこっそりとその場を後にした。

　あいつは何やら俺と秘密の話がしたいらしいから……出来るだけ人がいない場所を求めて学園を練り歩く。

　しかし、俺の前を行く風の大精霊さん。

　その後ろ姿は大層、愛くるしいんだけど……正体はシャーロット命の最終兵器。

「この辺でいいだろ。それより、何だよ大精霊さん。お前が俺に話だなんて珍しい。また真っ黒豚ぶた公こう爵しやく時代みたいに無理難題を押し付ける気か？」

「スロウ。お前、闇の大精霊ナナトリージユに迷宮都市ゼネラウスで出会ったにゃあ」

「おい……何で分かった」

　ばれないように気をつけていた。

　すべてはシャーロットやこいつに余計な負担をかけないため。

　戦争に至る未来を、アニメ知識を持っている俺だけで解決しようと思っていたから。

　風の大精霊さんに闇の大精霊と会ってしまったことを教えたら、こいつがどんな行動するか読めなかったから。

「気を付けるにゃあ」

「気を付ける？　何をだよ」

「あいつは優すぐれた魔ま法ほう使つかいに目がないにゃあ」

「確かに闇の大精霊ナナトリージユのそういう噂うわさは聞いたことがあるけどさ。優ゆう秀しゆうな魔法使いを自分の仲間に勧かん誘ゆう、魔法使いにとっては闇の大精霊ナナトリージユにスカウトされることはステータス。だけど俺は公爵家の人間だ。闇の大精霊ナナトリージユもまさか俺を勧誘するなんてことはないだろう」

「……一応、注意しておくにゃあ」

　まさか、心配しているのか？

　今まで俺のことなんか眼中になかった大精霊さんが。

　なんだかむずがゆい気持ちだ。でも大精霊さんは以前と比べたら明らかに変わった。特に俺が真っ黒豚公爵から真っ白ブヒブヒさんに変化してから、 俺のやることにケチをつけることがなくなった。ヨーレムの街、ヒュージャック、迷宮都市ゼネラウス、すべてシャーロットを危険に巻き込んでいるが、大精霊さんは何も言わない。

　そしてどこか俺の事を認めている節もある。

「スロウ。ドストル帝てい国こくが軍を退ひいたからってあんまりはしゃがない方がいいにゃあ、この学園の奴らは浮うかれすぎにゃあ」

「大精霊さんから見ても、浮かれすぎだって思うか？　でもそれぐらい俺たちは未来に見えたドストル帝国との戦争の影かげに怯おびえていたんだよ」

「帝国は一枚岩じゃないにゃあ、闇の大精霊ナナトリージユの意思が全てじゃないにゃあ。そんな単純だったら、ヒュージャックはまだ存命しているにゃあ」

「それは……」

「ヒュージャックにモンスターが攻せめてきたあの時、ドストル帝国が参戦してくるなんて話はなかったにゃあ」

「……は？　お前何を言ってるんだ。ヒュージャックにドストル帝国は関係ないだろ」

「関係ない。ヒュージャックはモンスターに落とされた、それが一いつ般ぱん的な広まり方にゃあ」

　元々違い和わ感かんはあったんだ。

　だって誰がどう考えたって可笑おかしいよな。

　ただのモンスター相手に、幾いくら高位のモンスターが多数いたって、ヒュージャックを守護する風の大精霊さんが負けるはずはないのだ。こいつは俺よりもはるかに強いんだから。でも何を聞いても大精霊さんは当時のことを何も教えてくれない。

　よほど思い出したくない何かがあるのか固く口を閉とざすばかり。

　だから俺は少しドキドキしていた。

　ついにあの時のことを。

　ヒュージャック陥かん落らく時に何が起きたか、大精霊さんが教えてくれるのかと。

「モンスターの中に一人、人間がいたんだにゃあ。記録も何も残っていないけど、女が一人紛まぎれていたんだにゃあ」

「女？」

「こうやって喋るのも思い出すのも全部嫌いやだにゃ」

「でも、相手は一人だけだったんだろ？　お前が負けるなんて正直想像もできないよ」

「こっちも想像なんてしていなかったにゃあ。でもあの女に操あやつられていたモンスターだけは別格だったにゃあ。本来の力以上を引き出されて、スロウ、お前は空を飛ぶゴブリンを見たことあるかにゃあ」

「あるわけないよ。ゴブリンは飛ばない」

「そう。それが常識にゃあ。でも、あいつに洗脳されたゴブリンは自分が空を飛べると思い込み、実際ににゃあの前で飛んでみせたにゃあ」

　なんだよ、それ。

　飛んでくるゴブリンとか怖こわすぎだろ。

　大精霊さんの尻尾しつぽが地面に何度も叩たたきつけられている。相当イライラしてる証あかしだ。

「人間を怖いと思ったのはあれが初めての経験だにゃあ。今でも夢に見るにゃあ」

「誰なんだそいつ」

「夢売りの魔女ドクター・ヒールって呼ばれてるらしいにゃ」

「……ッ」

　出来ることなら、聞こえなかった振ふりをしたかった。

　この世界で最も知りたくない情報、会いたくない存在の一人。

「ドストル帝国はあの戦いと関係がない。それはつまり闇の大精霊ナナトリージユが関かん与よしていないってことにゃあ」

「……」

「でも、闇の大精霊ナナトリージユに従わない人間もいる。にゃあがドストル帝国は一枚岩じゃないって言いたいのは、そういうことにゃあ。あの時を思い出してムカついたから、森のオークを虐いじめてくるにゃあ」







　晴れ渡わたる空、太陽がぎらぎらと学園を照りつけている。

「ぶひぶひぶひひ」

　珍めずらしく寝ね坊ぼうをした俺は、学園に鳴り響ひびく壮そう大だいな音に叩き起こされた。

　お祭りの始まりを告げる開幕のファンファーレ。

　眠ねむたい目を擦こすりながらカーテンを開けば、青空に打ち上げられた魔法の花火。

　さすがの俺もテンションが上がり、二度寝しようなんて気分が吹ふき飛んでしまう。

　平和の祭典とも銘めい打うたれたお祭りは、俺の知らない所で華はな々ばなしく始まったようだ。




　ドストル帝国が伝えた不戦の誓ちかい、あの日から始まった企き画かくが遂ついに実を結んだ。

「ぶひぶひぶひ……ぶひぶひぶひぶ！」

　学園は風の大だい精せい霊れいさんが言うとおり浮かれムード。

　一般公開されたクルッシュ魔法学園に老ろう若にやく男なん女によ、大勢の観客がやってくる。

　屋台やテントの前には長ちよう蛇だの列。見慣れぬ楽器を用いて、音楽を奏かなでる一団も見えた。

　そんな中俺はただ一人黙もく々もくとダイエットに励はげみ続けた。

　誰だれも来ない学園の端はじっこ。普ふ段だんは聞こえない子供の歓かん声せいや保護者の声が小さく聞こえてくるぐらいの隅すみっこで、身体からだを苛いじめ抜ぬく。

「ぶひぶひぶひひ、ぶひ！」

　たまにシャーロットがご飯を届けてきてくれて、軽い世間話をするのが何よりの楽しみ。

　お祭り中ではこういう出し物、企画があって、友達と見に行くんだとか、久しぶりに一日何もない時間を過ごせているってシャーロットは楽しそうだ。

　でも一日何もしないなんて久しぶりすぎて、最初シャーロットは困こん惑わくしたらしい。

　そんな彼女を友達が引っ張り回しているみたいだから、ほんといい友達を持ったよ。

「ぶひぶひぶひひ」

　帝国が軍を退いてから、やっぱりみんなの顔がすごく生き生きしてるように思うんだ。

　そんな中、大精霊さんは俺にだけもっと注意しろって言うんだから、あいつもひどいやつだよな。あんなこと言われたらこの空気を素す直なおに楽しめないよ。

　実は帝国が何か良からぬことを企たくらんでいるんじゃないかって思ってしまう。

　しかし、風の大精霊さんをヒュージャックでどん引かせた女。

　夢売りの魔女ドクター・ヒール、フランシスカ──そいつは帝国で三さん銃じゆう士しと呼ばれている者の一人。




「夜になっても騒さわいでやがる」

　しかし、この馬ば鹿か騒ぎは一体いつになったら終わるんだろうな。

「しかしまさかヒュージャックにあの三銃士、夢売りの魔女ドクター・ヒールが関かかわっていたなんてなあ」

　アニメの中では大精霊に執しゆう着ちやくした女として名高い敵キャラ。

　火の大精霊エルドレツドのストーカーと化していた屈くつ指しのいかれたやつ。

　元々は誰だれ彼かれ構わず癒いやしの力を込こめた薬を与あたえる水の魔法使い。その優秀さゆえ闇やみの大精霊が目をつけ、自分の陣じん営えいにスカウト、そして三銃士の一人となった。

　三銃士といえば、ドライバックやバルドー大将軍のように闇の大精霊に忠誠を誓っているというのが一般的な見方だけど、夢売りの魔女ドクター・ヒールに関してはちょっと違ちがう。

　魔女は闇の大精霊に恩がない。

　お互たがいの利害関係のため、三銃士、帝国に所属しているといった方が正しい。

「あの魔女は薬売りの創設者だったよな……一体、今何歳なんだろうな」

　大陸北方は戦争が繰くり返され、いつも民たみは傷ついていた。

　だがあるとき薬売りを名乗る団体が北方に突とつ然ぜん現れ、民衆に癒いやしの薬を配り始めた。

　効果もあり、しかも格安とくれば薬売りの団体は民衆から歓かん迎げいされた。

　本来癒しの力が込められた薬は一般市民には手の届くものではないのだ。

　創設者たる魔女フランシスカは民衆から慕したわれ、夢売りの魔女ドクター・ヒールと呼ばれるようになった。

　そしてそんな魔女を三銃士にスカウトしたのが闇の大精霊である。闇の大精霊は民衆の英えい雄ゆうを自陣に引き込むことでさらに力を増し、夢売りの魔女ドクター・ヒールもドストル帝国の庇ひ護ご下に入ることで勢力を拡大した。

「会いたくねえな、夢売りの魔女ドクター・ヒール。風の大精霊さん、情報を教えてくれるのはいいんだけど、変なフラグとか立てないで欲しいなあ……ん？　うわ！」

　自室から、ずっと外を眺ながめていた。

　暗がりの中でキャッキャと楽しむ生徒や保護者と一いつ緒しよに夜のクルッシュ魔法学園を散策する平民生徒の姿が、なんかすっごく微笑ほほえましくていつまでも見ていたい気持ちになったから。俺には両親と学園を巡めぐるあんな時間なかったなとか感かん慨がいにふけっていたら、突然俺の肩かたに飛び乗る何かがいた。

　拳こぶし大だいの小さな何か、 だけど重さはずっしり。腰こしが抜けた。

「うわあああああ……？　……ご、ゴーレム」

　しかもどこか見覚えのある、可愛かわいらしいミニゴーレム。

　見覚えがある、じゃない。

　これはティナのミニゴーレムだ。ミニゴーレムが、俺の部屋まで登ってきたんだ。窓の外、建物の壁かべをよじ登って。一いつ瞬しゆん、敵の攻こう撃げきかと思ったぞ。

「このゴーレム。手に何か紙を持っている」

　中身を開くと、そこには。







「──えっと。もう一回、言ってくれないか……」

　時計塔とうの下。

　魔法学園の再建にあたり、最も変わったのはこの場所だろう。

　巨きよ大だいな時計塔につながる道は、時計塔を中心として十二本。学園のみんなの癒しスポットとなっている。俺を呼び出した張本人さんはお風ふ呂ろに入ったのか、髪かみから甘い香かおりが漂ただよってくる。ミニゴーレムが持っていた手紙にはこの場所に来てほしいとだけ書かれてあった。差出人不明、だけどその場所にいたのはやはり俺の想像通りの人物だった。

「ユウギリ先生なんです」

「まじ？」

「まじです。私の友達に、モンスター騒そう動どうがトラウマになっている平民の子に、とっても高価な癒しの薬をくれたのはユウギリ先生なんです」

　……びっくり仰ぎよう天てんだ。

　あの先生が、学園の生徒のために、しかも平民相手に薬を配っていたなんて。

「……人は見かけによらないって言うけどさ」

「先せん輩ぱい、信じてくれるんですか？」

「信じるさ。ティナがそんなウソをつく理由もないし……でも、どうして急に？」

「先輩。ユウギリ先生を嫌きらってるじゃないですか」

「嫌いというか、苦手かな……」

　だって教育方法も滅め茶ちや苦く茶ちやだし、自分が正しいって譲ゆずらないし。

　最近は出来るだけ学園でも顔を合わすの避さけてたしな──。

「ユウギリ先生。来週には王都に戻もどってしまうじゃないですか。それまでに先輩とは仲直りしてほしくて……」

「俺が先生と……どうして？」

「前に、私が授業中に二重魔法に挑ちよう戦せんして、失敗して……あの後、ユウギリ先生がお見み舞まいに来てくれたって話をしたじゃないですか。あのころから私、先生と話すようになって……そこからなんです。悩なやんでいる子にあの薬を渡してくれって頼たのまれたのは」

　成なる程ほど、ティナを仲ちゆう介かい役にしたなら、先生は人を見る目がある。

　平民の中で顔が広いティナなら、その子達も安心して薬を受け取るだろう。

「ユウギリ先生、言ってました。心残りは一いつ杯ぱいあるけれど一番は……先輩と腹を割って話すことが出来なかったことだって」

「え……俺と？」

「はい。ユウギリ先生は……先輩のことをとっても気にしていました。それはあの……皆みんなが、先輩が思っているような意味じゃなくて……」

　ティナが言葉を探している。

「先生は……先輩に守護騎士ガーデイアンにはなってほしくなかったみたいなんです」

「だろうなあ。そんなの知ってるよ」

　あれだけ、俺に守護騎士ガーデイアンに向いていないとか言ってきたし。

　俺のこと大だい嫌きらいとか言ってたし。

「違うんです。先輩が考えているような意味じゃないんです。そんな単純な理由じゃない。私にはもっと大事な理由から……先輩に守護騎士ガーデイアンを諦あきらめさせようとしていた風にしか見えなくて……」

「成程。だから、俺にユウギリ先生の秘密を教えて、話すきっかけをくれたのか。でも、ティナは良かったのか？　先生からは薬のこと、誰にも言うなって言われなかった？」

「言われました。でも、先輩が持っているユウギリ先生のイメージを変えるには、これしかないと思ったから……」




　ティナと別れた後も、俺はずっと考えていた。

　……ユウギリ先生かあ。

　信じられないけど、学園長の意味深な言葉とも合がつ致ちしている。

　学園長、最近は悩みの種が一つ減ったとか、学園が穏おだやかになったみたいなこと言ってたし……。

　誰にだって、知らない一面がある。

　俺はユウギリ先生に良い感情を持っていなかった。

　でも、意外なところから俺はユウギリ先生の優やさしさを知ってしまった。

「まっ、最後に一言挨あい拶さつしとくってのも悪くはないか」

　もしかしたら、俺はユウギリ先生との関わり方を間違えたのかもしれないな。







　翌日も朝からお祭り騒ぎが収まらない。

　夜にはこれまでにない規模の花火が打ち上げられるらしく、それを目当てにしている者も沢たく山さんいるんだろう。通りを歩けばシャンパンの栓せんがくるくると弾はじけ飛び、至る所に設置されたテーブルには、所ところ狭せましと料理が載のる皿が敷しき詰つめられていた。

「この中からユウギリ先生を探すのか……かなりきつそうだな……」

　でも、先生ってこういうお祭りに参加するタイプだったっけ。

　ロコモコ先生みたいにコミュニケーション能力が高い人はこういうお祭りの中心にいてすぐに所在が分かりそうなもんだけど……ユウギリ先生にそんなイメージはない。

　お祭り中もむすっとした無表情で、要人の警護をしてるのが似合っているよ。

「そこのふくよかな生徒さん。ここで食べていかんか！」

「ん？　ああ、俺のことか。そうだな……折角だし、買っちゃおうかな……」

　おっと、いかんいかん。

　こういうお祭りって、雰ふん囲い気きに釣つられてついなんでも買ってしまうんだよな。

　食べ歩きとか最高だ。でも今の俺はダイエット中だ！

「綺き麗れいな学園！　パパ！　私、大きくなったらここに通う！」「こら！　走るんじゃない！　迷子になるぞ！」「おい。あれがドラゴンスレイヤーの」「あの守護騎士ガーデイアン候補の！」「俺はすでに確定しているって聞いたぞ」「見かけに騙だまされるな、龍りゆう殺し様だぞ！」

　やっぱり国中で俺のことが噂うわさになっているのか、見られ放題でやりづらいな。

　ていうか、確定してないよ。俺は守護騎士ガーデイアンになる気はないんだよ。

「人が集まるお祭りは今の俺にとっては毒だな……」

　俺は人で溢あふれる往来を後にする。

　飲めや歌えの盛せい大だいなムードが遠のき、少し寂さびしいけれど時刻はもうすぐお昼時。

　あの場所にいたら熱ねつ烈れつな食べ物達の誘ゆう惑わくに負けてしまいそうだったし、まっいいか。

「ちょっとこっちにきなさい！」

「ぐえええ！」

　首に強い圧あつ迫ぱく感かん。

　後ろから、思い切り服を引っ張られたのだ。

　何だ、敵か？

　帝てい国こくの奴やつらが攻せめてきたのか？　てゆうか服！　伸のびるから！　引っ張るのはやめろ！

「いいから！　こっちに来なさいって！　ていうか、どうしてまた太ってるのよ！」

　人ひと混ごみから離はなれて校舎と校舎の陰かげに吸い込まれるように連れていかれる。

　これって、もうかつあげだろ。だけど俺はこんな暴力的な奴に心当たりがあった。

「──アリシア、お前っ！　いつの間に戻ってきたんだ！」

「大声で人の名前を叫さけばないで！　それに何よ。私が戻ってきたら駄だ目めだって言うの!?」

「いやだって……お前は故郷で謹きん慎しん中のハズだろ！」

　天てん真しん爛らん漫まんで、かなりの気分屋。

　どれだけ地味な恰かつ好こうをしても、華はなのような可か憐れんさが見る者を惹ひきつける。

　俺を路地に引き込んだ衝しよう撃げき的な行動はまさに、彼女の人ひと柄がらと生き様を体現していた。

　騎き士し国家の同盟国にして、観光都市として栄える大国サーキスタの第二王女。

　アリシア・ブラ・ディア・サーキスタ。

　魔ま法ほう学園の再建中、サーキスタに帰らず、シューヤと共に冒ぼう険けんをしていたアニメのメインヒロイン。勝手なことをした罰ばつとして、故郷の実家に監かん禁きんされている筈はずだ。

　うーん、そう考えたらまるで俺みたいだな。だってこうして、脱だつ獄ごくに成功してるし。

「うるさいわね！　私がどこにいようが貴方あなたには関係ないじゃない！」

「また後でな。俺は今、人探し中だからお前に構っている余よ裕ゆうはないんだ」

「ちょっと待ちなさい！　豚ぶたのスロウ！　私だって別に貴方に用があるわけじゃないわ」

「じゃあ、いい加減この手を離せよ。俺の服が伸びるだろ！」

「……一つ聞きたいことがあるのだけど、いいかしら」

「何だよ、急に改まって」

「……」

「いいから言えよ」

「私とシューヤが、その……！　あれよあれ！　学園で噂になってたり！　してない!?」

「はあ？」

　恥はずかしそうにプルプルしちゃって。

　こいつ、まさかそれだけを確かく認にんするために？

「スロウが迷宮都市ゼネラウスで変なことを言ったからじゃない！　学園でシューヤと駆かけ落ちとか噂になってるって！」

　そしてギャーギャーと騒さわぎ立てるアリシア。

　でも、そうか。こいつ、自分が噂になるのは、許せない性格だし。

　全く。アニメでもシューヤとくっつくまでどれだけ時間が掛かかったか……。

「安心しろ。別にお前がシューヤと駆け落ちしたなんて噂は出てないよ。あれは冗じよう談だんだ」

「……良かった。そんな噂が流れてたら、学園にもう二度と顔出せないところでしたわ」

　相変わらずぶっ飛んだやつだ。

　つーか、学園で噂が流れてないか確かめるためだけに国を抜ぬけ出したのかよこいつは。

「早くシューヤに元気な姿見せてやれよ。あいつ、お前が自分のせいで学園にこれなくなったって一時、相当落ち込んでたから」
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「そうなの？　相変わらずバカね。よし。シューヤに会った後は学園長に会ってくるわ。それで、このまま女子寮りように住まわせてくれないか頼んでみることにする」

「……訪問の連れん絡らくはしてるのかよ」

「してるわけないじゃない。でも、大人ってのはこういう時に助けてくれないとね。それより、何でまた太ってるのよ」

「うるさいな、色々あったんだよ」

「ふうん。でも、その顔じゃあ大だい丈じよう夫ぶそうね」

　くそ。何だよ、分かったようなこと言いやがって。







　その後、俺は見知った顔を見つければユウギリ先生の場所を知らないか聞いて回った。

　すると、今まで知らなかったユウギリ先生の行動が見えてくる。

　お祭り中、王室騎士ロイヤルナイト志望の生徒達に演習場で最後の稽けい古こを付けていたことや、自分から森のモンスター討とう伐ばつを志願したこと。

「花火を打ち上げるのはあの、神楽かぐらの団体だってよ！」「有名な火の魔法使い、ディッシュが立ち上げた傭よう兵へい団だ！」「時計塔とうの中から見ようぜ！」「校舎の屋上だ！　大迫はく力りよくだぞ！」

　空には夕焼け。

　本日のメインディッシュである花火大会に向け、大勢が場所確保に奮ふん闘とう中。

　さらに罵ば声せいやら歓かん声せいやら、冷やかすような大声がそこら中から聞こえてくる。

　あちらこちらで乱らん痴ち気き騒さわぎも発生中。

　これだけの人数が集まれば、喧けん嘩かも起きるってか。

「デニングッ！　やっと見つけた！　お前、何でいつもダイエットしてる場所にいないんだよ！　捜さがしただろ！」

　そんな夕焼け空によく映はえる、赤あか髪がみ短たん髪ぱつの熱血漢。

　いつも元気なアニメ版主人公が何な故ぜか汗あせだくで、息を切らしていた。

「……シューヤ？」

　だけど、気持ちは分かるよ。

　魔法学園に集まったこの大観衆の中で、目的の相手を見つけるって難しいよな。俺も朝からユウギリ先生を捜して、結局森の中にいるって分かったの、ついさっきだもん。

「あっ、そうだ。お前のことをアリシアがっ──」

「デニング！　俺。ずっと部屋で寝ねてて、さっき叩たたき起こされたんだ。お前に伝えろって……俺には、よくわからないんだけど……お前の従者が森で危ないって──水すい晶しようが」







　アニメ知識を持っている俺は人に比べてたくさんのアドバンテージがある。

　その中で特に俺が重要視しているもの。

　それはアニメ版主人公であるシューヤ・ニュケルンの言葉だ。

　それもわざわざ火の大精霊エルドレツドがシューヤを使って、俺とコンタクトを取ってきた。

「ぶひぶひぶひ」

　何か理由がある。意味がないわけがないんだ。

　今日、お祭りの中で出会ったシャーロットも、ユウギリ先生にこれまでの感謝を伝えるために先生を捜しているって言っていた。

　先生の手伝いは大変だったけど、得たこと、学べたことが多かったからって。

　俺がさっき確認した情報によると、ユウギリ先生は夕方から学園に近寄るモンスターを一体でも減らすことが自分の最後の仕事だと言って森に向かったとか。

　ユウギリ先生はこれまでも定期的に森の中でモンスター討伐をしていたらしい。

　何だよそれ……。ティナの話を聞いて思ったけど、平民の女の子達に薬を配ったり、お金が必要だったシャーロットにわざわざ高い給金を出していたり。

　なんだか調子が狂くるってしまう。

　皆みんなが知っている先生と、 俺が知るユウギリ先生との間にはやっぱりギャップがある。

「どこだ！　アルトアンジュ！」

　シャーロットは森の外にいる先生を捜しに行った。

　当然、アルトアンジュ、風の大だい精せい霊れいさんも一いつ緒しよにいるだろう。

　なんの心配もない筈なのに、どうして火の大精霊エルドレツドが俺に忠告をしてくるんだ。

　あの迷宮都市ゼネラウスの戦いの後、シューヤと俺に接せつ触しよくをすればただではおかないと言っておいた。しばらくは静かにしているはずだと思ってたけど……。

　森に入れば、モンスターの死し骸がいが点々と転がっている。

　殺しすぎだ、 だけどそれだけモンスターが学園に近づいていたとの証明でもある──。

「おいおい、噓うそだろ！」

　ゾッとした。

　木々が生えていない地面が見えた。

　台風が直ちよく撃げきしたかのように、木々は根っこから吹ふき飛んでいる。

　頭上を覆おおう草木がないから、そこだけ星の光が差していた。

「──アルトアンジュ！」

　何よりも俺が信じられないこと。

　激しい戦いの跡あと地ちに、ボロボロになった風の大精霊さんを見つけたこと。

　そして最強のボディガードである大精霊さんがノックアウトされた事実。

　こいつは大精霊だ。

　あの三さん銃じゆう士しドライバック・シュタイベルトを滅ほろぼした火の大精霊エルドレツドと同列の大精霊！

　それがどうしてこんな傷を負う？

　揺ゆさぶってみても、起きる気配がない。

「アルトアンジュ！」

　巨きよ大だいな怪かい獣じゆうが暴れまわったかのような惨さん状じようを見れば分かる。

　風の大精霊が本領を発揮した。

　黒こく龍りゆう来らい襲しゆう時だって、迷宮都市ゼネラウスでも……こいつは最後まで力を使わなかった。

　アルトアンジュは、自分の欲を満たすために力をぶっ放す火の大精霊エルドレツドさんや闇やみの大精霊さんに比べれば随ずい分ぶんと控ひかえめで、こいつが力を解放する時と場合はアレ以外にあり得ない。

　全すべては──シャーロットを守るため。

「アルトアンジュ、余計な問答は省くぞ！　シャーロットに手を出したのは誰だれだッ！ 」

　そう、こいつは彼女を守るために力を発揮し──敗北したんだ。








間章　夢売りの魔女ドクター・ヒール









「ついにこの時がきた……あのスロウ様が守護騎士ガーデイアンになられる決意を固められた……」

　シャーロットは心の底から歓かん喜きしていた。

　スロウが先日、自分に発した言葉の意味を何度も何度も嚙かみしめる。

　ここ数日は、あの時の言葉を思い出して眠ねむれなかったぐらいなんだ。

「マロー様、私、やりましたよ……！」

　公こう爵しやく領地を旅立ったあの日。

　スロウを守護騎士ガーデイアンに導くと、公爵家みんなの期待を一身に背負ってシャーロットは学園に向けて旅立ったのだ。




　瘦やせたら、言いたいことがある。

　シャーロットはスロウの一世一代の大決心を、本人の思いとは裏腹に〝瘦せて、守護騎士ガーデイアンになる〟と取っていた。

「でもどうしてスロウ様は急に心変わりしたんだろう……ずっと乗り気って感じじゃなかったけど……女王陛下にも考える時間が欲ほしいって……言ったって話だし……」

　けれど、シャーロットの勘かん違ちがいに無理はない。

　学園の男子生徒であれば、女王陛下から直接守護騎士ガーデイアンにならないかと問われて首を縦に振ふらない人間はいない。クルッシュ魔ま法ほう学園に戻もどってきて、シャーロットは学園の至る所で男子生徒たちのそんな反応ばかりを見てきた。

「公爵家の方々、全員がスロウ様のことを認めてるわけじゃない……だから、スロウ様にとって一番良い道は守護騎士ガーデイアンになること……」

　やはりスロウにとって、 一番良い未来はカリーナ姫ひめ様の騎き士しになる以外はないと考え直したのであった。




　　　　●




「サーキスタの怪かい魚ぎよ焼きだ。南だけじゃなく、北方の名物を取り寄せているぞ」

　観客で賑にぎわうクルッシュ魔法学園。

　三日三晩続けられるお祭りのさ中、シャーロットはるんるん気分で人探しに没ぼつ頭とうしていた。相手はもう間もなく学園を去ると話題のユウギリ先生だ。

　ロコモコ先生の代役として、学園に派は遣けんされた王室騎士ロイヤルナイト様。

　シャーロットはユウギリ先生にこれまでのお礼を伝えるために、きょろきょろと見物客でひしめき合う学園を歩いているのだ。シャーロットが頑がん固こな先生と名高いユウギリ先生と関かかわるようになったのは偶ぐう然ぜん。スロウのダイエットを促そく進しんさせる瘦せ薬購こう入にゆう資金をどうにか工く面めん出来ないかと頭を悩なやませていたシャーロット。そんな彼女のもとに、割の良い仕事の噂うわさが届いたのだ。新任の先生が一人、お手伝いを探していると。

　これまでお手伝いとして雇やとった平民はすぐに首にされ、ユウギリ先生のお手伝いは命に関わると噂だけが一人歩き。

　しかし、ユウギリ先生のお手伝いはシャーロットにとっては辛つらいものではなかった。

「あっ、シャーロットさーん。お一人ですかー」

「……ティナちゃん？　それ何してるの？　随分、繁はん盛じようしてるみたいだけど」

「魔法教室です。ほら、いつもと違って平民の人も学園見物に沢たく山さん来るから、私たちみたいな平民が魔法を見せると、皆喜ぶんですよ。期待の星だーって結構、チップも弾はずんでくれる人がいて」

　ユウギリ先生の部屋を訪ねたシャーロットを待ち構えていた仕事は、将来有望な生徒を発はつ掘くつしたいと悩む先生の協力だ。

　すなわち、貴族生徒たちの素行調査である。

　その点、シャーロットはお手の物である。

　何せ一年間、あのスロウの毎日を陰かげからこっそりと見守っていたのだから。

「そういえばシャーロットさん。私、さっきアリシア様を見た気がするんです」

「アリシア様は今、サーキスタにいるから、学園にはいないはずだよティナちゃん」

「そうなんですけど……私の見間違いかなぁ……、それとユウギリ先生なら誰かを迎むかえに行くみたいで正門近くにいましたよ？」

　ユウギリ先生は水の魔法に優すぐれ、シャーロットの情報から素行も問題無しと判断した生徒を自分のクラブに勧かん誘ゆうしていた。何を行ってるのかと先生に聞けば、優ゆう秀しゆうな水の魔法使いを育て上げるために、癒いやしの力を込こめた薬の作製方法を教えているらしい。

　そんな話を聞いたシャーロットは、是ぜ非ひダイエットに挑ちよう戦せんするスロウ様のために瘦せ薬を作ってほしいと頼たのみ込み、騎士になろうかという男が薬に頼たよるのは何事かと公衆の面前で罵ば倒とうされたことがあった。スロウが割って入ってきたことで、怒いかりの矛ほこ先さきはスロウに逸それ、難を逃のがれたが、あの二人が犬けん猿えんの仲という噂はあの時シャーロットも改めて認にん識しきしたのだ。

　しかし、お手伝い内容は貴族生徒の素行調査。心配性しようのスロウに気付かれれば、折角割の良い仕事を辞やめさせられるかもしれないとシャーロットはこっそりお手伝いを続行。

　そして、そんなユウギリ先生が遂ついにクルッシュ魔法学園を去ってしまうのだという。

　お手伝いの口止め料も合わせてかなりの金を貰もらっていたのだから。最後にシャーロットは挨あい拶さつだけはしようと考えていた。

「あ！　ユウギリ先生！　あの、お話があるんですけど……」

「シャーロット……そうだな、ちょうどいい。私も、お前に話があったんだ。少し時間をくれないか？」
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　青々しい木々で埋うめ尽つくされた深い森。

　この中から夥おびただしいモンスターが現れた記き憶おくはまだ新しく、シャーロットは出来ればご遠えん慮りよしたい緑の世界。

　授業以外での一いつ般ぱん生徒の立ち入りは禁止され、クルッシュ魔法学園が再建される中、軍隊がモンスターの掃そう討とうを行ったとの話を聞いていたが、あの記憶はまだ薄うすれない。

「ユウギリ先生、あんまり森の奥には入りたくないんですけど……」

「そう言うな。この先にお前に会わせたい者がいるのだ」

「私に、ですか？」

「お前の求める薬を作れる者だ。瘦せ薬が必要だとあれ程ほど言っていたではないか」

「あっ……それは。実はもう必要なくなったんです。スロウ様は自分で瘦せるって決意されましたから」

「……驚おどろいた。ここのところ奴やつの姿を見ていなかったが、そうか決断したのか。だが、瘦せ薬は必要だろう。将来、奴がまた再び太ってしまう可能性もある。その時のために、とっておけ」

「それは……確かに」

　スロウはああ見えて結構気分屋だ。これから先、また突とつ然ぜんダイエットのやる気を失ってしまうことも十分に考えられる。

　だから、シャーロットは素す直なおに好意に甘えることにした。




　しかし、一体どこまでユウギリ先生は進むのだろう。

　森は奥へ行くほど暗く、険しくなっていく。小鳥や小動物とも違う、聞きなれない獣けものの叫さけびも時折聞こえてくる。もはや森じゃなくて、密林だ。

　ユウギリ先生は自分に会いたがっている人がいるというが、何な故ぜこんな場所に？

　幾いくら王室騎士ロイヤルナイトである先生が一いつ緒しよだといっても、心細い。シャーロットは不安げに視線をあっちやこっちに移し、先導する先生の後ろ姿を見る。

「……あの、先生。森の奥は入っちゃダメだって」

「私が付いているのだから何の問題もないだろう。それとも何か？　この私が信用出来ないとでも？」

「いえ、そういうわけじゃないんですけど……」

「これから紹しよう介かいする者はわけありの身でな。だが、極きわめて優れた水の魔法使いだ。お前の主あるじのために完かん璧ぺきな瘦せ薬を調合するだろう。私は生まれてこの方あれだけの腕うでを持つ癒し手を見たことはない」

「先生も水の魔法に関しては、とっても凄すごいって聞いたことが──」

「私とは比べ物にならんさ。彼女の作る秘薬は、人の心さえも癒してみせたのだから」

　森の奥地で自分を待つ人は怪あやしい人かもしれないが、好こう奇き心しんが勝まさった。

　幾ら森の奥でモンスターに出会ったとしても、先導するユウギリ先生の後ろ姿は頼もしいし、何より自分には──大だい精せい霊れい様がついている。

　ぴたりと後ろからついてきている気配を、欠かさずシャーロットは確認している。

「シャーロット、君には感謝しているんだ。この学園の生徒は、王室騎士ロイヤルナイトになりたいと声こわ高だかに叫ぶものが多いが、実際はその覚かく悟ごが無いものばかり。己おのれに高い試練を課す、十分に騎士の素質がある者は一体誰だれなのか、君のおかげで知ることが出来た」

「私なんてとてもとても……」

「いや、お前以外の平民は貴族の後をつけるなど絶対に御ご免めん被こうむると言うものばかり。気持ちは分からんでもないがな……しかし、シャーロット。お前はどこであのような特技を？」

「えーっと……それはですね。スロウ様の生活を監かん視ししている関係で……」

「ふっ。そういうことか。公爵家も堕おちた風の神童に対して、期待を捨てきれなかったということか。だが、不思議なものだ。公爵家は結局──奴を切り捨てるという非情な決断を下したのだから」

　シャーロットにとって、ユウギリとは不思議な先生だった。

　スロウには嫌きらわれ、だけどクラブに通う生徒からは慕したわれていた。

　スロウはユウギリ先生のことを苦手に思っているようであったが、シャーロットは別にそういうわけではなかった。

「ユウギリ先生、切り捨てるってどういう意味でしょうか」

「これは失礼。別に公こう爵しやく家のやり方を非難するわけではない。ただ、余りにも悲しいことだと私は思っただけだ、家族から、一方的に守護騎士ガーデイアンになれと伝えられ、奴はその時何を思っただろうな。ん？　シャーロット、お前は何も思わなかったのか？　己の主に与あたえられる誉ほまれのみに目がくらみ、まさかお前の主を待ち構える悲ひ惨さんな未来に気づかなかったのか？　守護騎士ガーデイアンになるとは、そういうことだろう？」

「……ユウギリ先生、何を言ってるんですか？」

「言葉通りの意味だよ。何も知らない様子のお前に、守護騎士ガーデイアンとなる意味を伝えてやりたいが、彼女が既すでにそこにいる」

「えっ……」

「上出来ですよ、ユウギリ」

　声が聞こえ、シャーロットは自分の背後に誰かがいることに気づいた。

　驚きに声も出なかった。彼女は一体いつからそこにいたのか、だけど、存在を認めればさらなる驚きに目を見張る。彼女は見たことがない異国の服装、ローブを着込んでいるが、女性的な魅み力りよくを隠かくしきれておらず、さらにこれだけ近くにいるというのに印象がぼやけ、はっきりとしない。

　シャーロットが彼女を見て、深い水の底に引きずり込まれていくような錯さつ覚かくに囚とらわれた瞬しゆん間かん、頭の上に何かが乗った。風の大精霊がシャーロットの頭に大ジャンプ。

「──シャーロット！　逃にげるにゃあ！」

　人前で決して喋しやべらないよう、無害なペットに成り下がっている大精霊が唸うなり始める。

　突とつ如じよ現れた女に向かって、警けい戒かい心しんを剝むき出しに。

「だ、大精霊様！　スロウ様との約束が──」

「そんなのどうでもいいにゃあ！　シャーロット！　こいつは敵だにゃあ！」

　シャーロットが止やめてという間もなく。

　風の大精霊は人など容易たやすく吹ふき飛ぶであろう突風を女に向けて放つ。

　荒あれ狂くるう暴風。巻き起こる風はさらに強さを増し、硬かたい地面を大きく抉えぐる。大地に深く根を張った木々を軽々と薙なぎ倒たおし、それは人に向けるには余りにも過ぎたる力。

　シャーロットにはどうして風の大精霊が突然攻こう撃げき態勢に入ったのか理解出来ず。

　しかし、シャーロットが想定した最悪の未来は何も起こらなかった。

「どうして、お前がここにいるにゃあ！」

「お久しぶりですね。風の大精霊。まさかこんな場所で出会うとは。運命は奇き妙みようなもの」

「この子は、その……モンスターなんです！　そう、モンスター！　だから、喋るんです！」

「シャーロット、こいつはドストル帝てい国こくの三さん銃じゆう士しの一人だにゃあ！」

　大精霊にとっては、思い出したくもない相手がそこにいた。

　ヒュージャックを襲おそうモンスターの中で、自分に執しゆう着ちやくした人間。

　飛び出す身体からだを抑おさえることは不可能、こいつに対しては先手必勝あるのみ。

「……え？」

　シャーロットは──三銃士と言われても初めはピンとこなかった。

　彼女にとっては馴な染じみのない存在だ。迷宮都市ゼネラウスに三銃士が現れていたことも、全すべて、スロウがシャーロットを真実から遠ざけていたからだ。

　彼女にとってはドストル帝国の三銃士なんて、余りにも遠い場所にいる存在。

　だから、大精霊が力を振ふるったことを咎とがめてしまう。

　人に向けて大精霊が力を振るったら、死んでしまう。

　だけど、女は風の大精霊アルトアンジュの力を片手でいなしている。

「つれませんね。風の大精霊。私に勝てないことをまだ理解していないので？」

「何だこのバカげた魔ま力りよくは、それに大精霊だと！　どういうことだ！」

「ユウギリ。貴女あなたには感謝していますよ、彼女を連れてきてくれたこと。大精霊も連れてくるとは驚きましたが……計画の邪じや魔まにはなり得ません」

「風の大精霊！　まさか、あれがアルトアンジュだというのか！」

「シャーロット！　逃げるにゃあ。時間は稼かせぐにゃあ！」

　シャーロットは言われるがまま、逃げ出そうとして。

「その子は逃がしませんよ。彼を呼び出す餌えさですから──ユウギリ！」

　怯おびえるシャーロットの肩かたをがっしりと捕つかまえた王室騎士ロイヤルナイトの姿。

　未いまだ爆ばく風ふうは健在で、混乱の極みにあるシャーロット。

「……何だ、この腕は！　これは私の意思ではないぞ！」

　しかし、驚いたのはユウギリも然しかり。

　むしろ、この場において最も衝しよう撃げきを受けているのは王室騎士ロイヤルナイトたる彼女だろう。

　腰こしが抜ぬけそうになる風の奔ほん流りゆう、力の行使者は風の大精霊だという。

　けれど、片手一本で風を真っ向から受け止めている友人と認めた薬売りの姿。

　大精霊の力を軽く受け流す友人の姿はどういうことだ。その姿はとてもじゃないが人間には見えない。まるで、伝承の中に存在する──ナニカのようだ。

「──フラン、お前。私の身体に何をしたッ！」

　頭の中に浮うかぶ膨ぼう大だいな情報を取捨選せん択たくし、素早く正解に辿たどり着く。

　大事なものは、この薬売りが何者か──そして、一人の正体と合がつ致ちする。

　ドストル帝国の三銃士、魔女と呼ばれる女は敵を洗脳し、思うが儘ままに操あやつるという。

　ならば、今。シャーロットの細い肩を摑つかむ、自分の右みぎ腕うで──自分の意思では動かせない事実が多くを物語っているではないか。ユウギリは今まで何度も王室に反旗を翻ひるがえす敵を秘密裏りに駆く逐ちくし、強者と戦せん闘とうを行った経験も豊富。

　仲間だと思っていた者達に 何度裏切られたかわからない。

　だから辿り着いた。敵に──利用されてしまった。

「……お前の正体はそこの猫ねこが言う通り！」

「ユウギリ。今いま更さら、私の正体に気付いたのですか。きっかけは幾つもあった筈はずですが、南方の武人は疑うことを知らないのですね」

　情けない、敵に利用されるなんて王室騎士ロイヤルナイト失格だ。

　ユウギリは動かせない右腕ではなく、左腕で腰の剣けんに──しかし、悟さとる。

　何も叶かなわない。まるで自分の身体ではないように。

「無む駄だですよ。もはや、貴女の身体は私のものです。ユウギリ。私の正体に気づいたならば、抵てい抗こうがどれだけ無意味か理解した筈です」

「何故だ。貴様らはグラント湿しつ原げんで、不戦の誓ちかいを我らに届けた──」

「ドストル帝国は一枚岩ではないのですよ。私は三銃士の一人に数えられていますが──闇の大精霊ナナトリージユの指揮下にはいない唯ゆい一いつの人間ですから」

　王室騎士ロイヤルナイトであるユウギリの耳にはグラント湿原での顚てん末まつが詳しよう細さいに届いている。

　ドストル帝国から使者が来訪し、和平は成し遂とげられたのだ。

「ユウギリ。貴女方は戦争を知らなすぎる。王室騎士ロイヤルナイトである貴女がこれだけ間ま抜ぬけならば、盟主様も何を恐おそれているのやら」

　これほど、大だい胆たんに適地に潜せん入にゆうしているとは。

　ユウギリは王室騎士ロイヤルナイトとして、己おのれの失敗すら正せない。

「すまない、シャーロット。巻き込むつもりは無かったんだ。私はただ、お前と奴やつのために瘦やせ薬を──」

「ユウギリ。貴女は騎き士し国家における傀かい儡らい一号です」

　女はニコリと笑ってその場に膝ひざをつく。

　そして、ユウギリに向かって、女は祈いのりを捧ささげる。

　水色のもやもやがユウギリの身体を包み込み、シャーロットはその異常な光景を見つめたまま、動くことが出来なかった。

　こうして突如現れた魔女は──シャーロットの心に強きよう烈れつな印象を残したのであった。




「シャーロット！　何をぼけっとしてるにゃあ！　今のうちに逃げるにゃあ」

「でも、大だい精せい霊れい様、ユウギリ先生が！」

　シャーロットの肩を摑んだまま、王室騎士ロイヤルナイトは停止する。

　音もなく、まるで魂たましいが身体から抜けたようだが、肩をつかむ力は変わらない。

　目の前で起きた惨さん劇げきにシャーロットは声も出ないが、ユウギリ先生が騙だまされたことはよく分かった。女は座り込んだまま、片手で大精霊の魔法を真っ向からいなしながら、未まだユウギリ先生に話しかけている。

「私は人を壊こわす。そのような魔法を、得意としてきました。夢売りの魔女ドクター・ヒール、そうですね。そのような名で呼ばれた時代もありました。ですが、知っていましたかユウギリ。私は、人と触ふれ合う時間が長い程ほど、理解もまた深くなる。ああ、ユウギリ。貴女の中を覗のぞき、より貴女に興味が出ました。見上げた忠誠心です。理性を失って尚なお、ダリスに尽つくすつもりですか──」

　固まった王室騎士ロイヤルナイトに語り掛かける女。

　涙なみだを流し、ユウギリに語り掛ける姿だけは慈じ愛あいに満ちた聖職者のよう。しかし、女の正体が風の大精霊の言う通りなら、相手はシャーロットもよく知る人物だった。

　夢売りの魔女ドクター・ヒールと呼ばれ、ドストル帝国の兵士を戦う人形に変えた女。

　戦場に出る兵士に常に付き纏まとう感情、恐きよう怖ふを捨て去り、戦う人形に変えた女。

「成程。このままでは貴女は彼には勝てない。それぐらいは、理解しているのですが、ユウギリ。ならば、貴女の中に存在する枷かせを外しました。人の理性とも言える抑よく制せい部。ユウギリ、思うがままに生きなさい。王室騎士ロイヤルナイトである貴女がこの魔法学園に派は遣けんされた意味を──私が教えて差し上げましょう」

　嘗かつては薬売りと呼ばれる団体を作り上げ、世界で苦しむ者たちを救おうとした。

　そんな夢売りの魔女ドクター・ヒールがドストル帝国に与くみしたと世界に広まったときは何が起きたのかと言われたものだ。ドストル帝国の三銃士の一人、バルドー大将軍と軍の運用で言い争い、一つの山を地図から消し去った女。ドストル帝国の兵士から恐怖心を取り除き、恐れを知らぬ軍隊として、周辺諸国を叩たたき潰つぶしたのだ。

「枷を外せば、皆みな私に感謝するようになる。いえ、いいのですよ。盟主様も気に掛ける、彼を屠ほふる大役は貴女に託たくしましょう。全てを失ってでも、この職務に懸かけて、貴女はクルッシュ魔法学園にやってきたのでしょう？　私も貴女と同じ気持ちなのですから──先にこの子をあそこへ送り届けて下さい。私はこの目め障ざわりな大精霊を相手にします。では、目覚めなさい、ユウギリ」
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　ドストル帝国は軍隊を徐じよ々じよにさげ、世界は平和に向かっている。

　学園は平和を楽しむお祭りが三日三晩開かい催さいされ、誰だれもが平和を謳おう歌かしている。

　なのに──どうして自分ばっかりこんな目に遭あうんだろう。

　そのようにシャーロットが思うようになったのは、いつからだろう。

　黒こく龍りゆうとか、迷宮都市ゼネラウスでも、ヒュージャックでもそうだった。

「何を恐れることがあるのだ、シャーロット。私は何度もお前を傷つける気はないと言っているだろう？」

「い、痛いっ！」

　ギリギリと、ユウギリ先生に摑つかまれた手首の骨が音を上げる。

　自分を、人間じゃない物を連れていくかのように扱あつかっている。まるで豹ひよう変へんだ。

　言葉と行動が伴ともなっていない。もやもやに覆おおわれた直後、動き出した際は言動も可笑おかしかった。

　シャーロットにはもはや先導するユウギリ先生が別人に見えた。

　けれど、今の先生はどこか無機質な印象で、思考回路がまるで読めない。

「貴女は誰。それに、私なんかを人ひと質じちにしても何の価値もありませんっ」

「私はユウギリだよ、シャーロット。それに人質としての価値？　ふっ、お前は自分の価値に気付いていないのか？　スロウ・デニングにとって特別な人間であることは火を見るよりも明らかだろう」

「ユウギリ先生は……どうしてスロウ様に執着するんですか」

「お前は、セピス・ペンドラゴンという男を覚えているか？」

「えっ」

「私の中では、セピスが守護騎士ガーデイアンの座を争う最大の相手だと考えていた。しかし、セピスには叛はん意いがあった。それに私は気付かず、奴が気付き、サーキスタ王女誘ゆう拐かいを未然に防ぐことに成功した。何な故ぜ、奴が気付けたのか知りたかった。だが、それだけじゃない。先日、牢ろうに繫つながれたセピスと面会する機会を得た。あいつは奴に感謝していたよ。念願の帝国行きを阻はばんだ怨おん敵てきだと言うのに、セピス・ペンドラゴンは奴に……君の主あるじに、感謝していたんだ」

　シャーロットにとってもセピス・ペンドラゴンという男は印象深い人物だった。

　王室騎士ロイヤルナイトでありながら、二心を持った王室騎士ロイヤルナイト。

「私はスロウ・デニングがどのような人間か知りたいと思ったのだ。奴なら、本当にあの月下の守護騎士ガーデイアンの跡あと継つぎになれるのか知りたいと思ってしまったのだ。故ゆえに、私は奴が本当に守護騎士ガーデイアンに相応ふさわしいか試練を与あたえねばならない」

「そんなの……勝手です！」

「奴は君を探す途と中ちゆうで、敗北した風の大精霊を見るだろう。道の先には大精霊よりも強大な敵が待ち構えていると理解するだろう。しかし、奴が守護騎士ガーデイアンの資質を備えているのならば、命を懸けてでも君を助けにこないといけないのだ。さしずめ、君は奴が守護騎士ガーデイアンになった際のカリーナ姫ひめの役どころだ。光栄だろう？」

「ど、どうしてですか！　それに風の大精霊様は負けちゃいません！」

「……どうかな。私は、私にこの力を与えた彼女が負けるとは思えないが。さて、到とう着ちやくだ」

　不規則に立ち並ぶ木々の先に、不意に月明かりが届く開けた場所に出た。

　視界に飛び込んできたのは朽くち果てた廃はい墟きよだった。

　崩ほう壊かいしているものもあれば、傾かたむき、大地に埋うまっている建物もある。

　真っ直すぐ立っている建物のほうが珍めずらしい。それに見たこともない植物、雄お々おしい青色の葉をつけるそれは果たしてそれが植物としての正常な形なのか分からない。何より恐ろしいのは生命の気配が一いつ切さいないことだ。

「いつ来てもゾッとするような場所だ。学園の歴史に詳くわしい者は、ここを終着点ターミナルと呼ぶが……少し、奴が来るまで少しだけお喋しやべりをしようか」

　シャーロットは噂うわさで聞いたことがあった。

　森の中にはかつて、研究に研究を重ねた教職員が利用する何でもありの空間があると。森の中で何かの実験をしていたのだろう、そこだけ野焼きをしたような不毛地帯と化している。ここではモンスターや動植物を利用した実験が行われていたと。

「い、っ嫌いやです！　今の先生と話すことなんて何もありません！」

「拒こばめる状じよう況きようでないことは理解出来ているだろう？　お前を守るべき存在、あの風の大精霊はやってこない。敗北したんだよ」

　風の大精霊様が負ける。

　そんなことが、あっていいのだろうか？

　でも、あの魔女はユウギリ先生の心の枷を外したと言っていた。

　今の先生は姿形が同じでも、別人だ。いつかスロウも、洗脳という魔法、人の心を歪ゆがめる魔法がどれだけ難しい魔法か言っていた。それは一つの奇き跡せきだと。こんなことが出来る魔法使いならば──もしかして、風の大精霊様を打ち負かすことだって。

「だとしても、今の先生と話すことなんてありません！」

「いいや、お前は知るべきだ。奴が守護騎士ガーデイアンになった時、奴が何を得て何を失うのか。 スロウ・デニングの従者として苦しみを共に背負うべきなのだ」

「く、苦しみ？　何を言っているんですか」

「……まさか、何も想像出来ていないのか。私でさえ奴やつに守護騎士ガーデイアンになる覚かく悟ごがあるのか、何度も問うたというのに。奴を待ち構える孤こ独どくすら、従者は分からないのか……公こう爵しやく家はやはり、王室の制度には相当疎うといということか。折角の機会だ、教えてあげよう」

「何が言いたいんですか」

「守護騎士ガーデイアンとは、この国で最も孤独であることを定められた者の称しよう号ごうだ、スロウ・デニングは守護騎士ガーデイアンとなった瞬しゆん間かんに、公爵家の人間ではなくなるんだよ」

「……それは、知っています」

「いいや、お前は何も理解していない。例えば、当代の守護騎士ガーデイアン、ドルフルーイ卿きようは嘗かつて将来を誓ちかい合った相手がいたそうだ。相手は小国の姫、互たがいに愛し合い……しかし、破談となった。当然だ、守護騎士ガーデイアンとなる男が他国の嫁よめを貰もらう、いや、そもそも家族を作った前例もない。だから私は、何度も何度も口すっぱく奴に問うたのだ。守護騎士ガーデイアンは、全すべてを未来の女王に捧ぐもの、お前にその覚悟があるのかと」

「……」

「私は王室騎士ロイヤルナイトとして、守護騎士ガーデイアンで在り続ける苦しさを知っている。スロウ・デニングを待っている道は地じ獄ごくへの片道切きつ符ぷ。お前も覚悟することだ。奴が守護騎士ガーデイアンとなった暁あかつきには、これまでの思い出も全て消え、お前は奴と言葉を交かわす機会すら与えられない。そもそも身分の違ちがいすぎるお前達が共にいること自体が可笑しいのだ。これから先、ただの平民であるお前がどうして至高の存在である守護騎士ガーデイアンと同じ時を過ごせるというのか」

「……」

　ユウギリの言葉は、シャーロットの心に深く沈しずみ込んだ。

　亡国の姫はもう死んだのだから、シャーロットはただの平民。

　これから先も、シャーロットは平民として生き続ける。

「お前が真に主の幸せを望むなら……奴と共に在る今を少しでも心ここ地ちよいと感じていたのなら、お前は止めるべきであったのだ」

「……」

「しかし、奴の最大の理解者であらねばならぬお前がその様子では、奴も報むくわれないな。お前も奴を切り捨てた公爵家の者達と同じだったのだろう。どれだけ綺き麗れいな言葉で取り繕つくろっても公爵家は奴を……」

「……」

　シャーロットはようやく気付いた。気付いてしまった。

　自分は何て軽々しく、スロウは守護騎士ガーデイアンになるべきだなんて口にしていたことか。

　スロウが抱かかえる重みに、気づいてなかった。

　それどころか、いつも彼の一番近くにいながら、自分は──。

「王室騎士ロイヤルナイトでもない人間が、守護騎士ガーデイアン選定試練を受けずに守護騎士ガーデイアンへ選ばれる等など、どれだけ歴史を遡さかのぼっても前例がない。しかし女王陛下は奴が相応しいと確信を持っていた。だから私はスロウ・デニングがどのような人間であるのか、探さぐろうとし……出会ったばかりの頃ころは失望したよ。奴は守護騎士ガーデイアンとなる未来を明らかに拒きよ絶ぜつしていたからな」

「……」

「私が王室騎士ロイヤルナイトの責務を授業で語る度たびに奴は白けた顔をして、外を眺ながめだすんだ。どれだけ私の授業に興味が無いのだと憤いきどおったが……今、思うとだが奴は自分を取り巻く環かん境きように苛いら立だっていたのだろう」

　守護騎士ガーデイアンは学園の誰もが憧あこがれる存在。

　けれど、スロウは乗り気ではなかったように思う。

　思い当たる節は幾いくつもある。

「私はな、こう考えるんだよシャーロット」

　ユウギリ先生の言う通り、守護騎士ガーデイアンに沸わく生徒達を常に冷めた目で見ていたから。

　そしてシャーロットは皆みんなと同じように、自分の憧れをスロウに押し付けていた。

「奴は私が伝えようとした守護騎士ガーデイアンの孤独に、気付いていたんじゃないかって」

「……」

「そして、最近の奴はある日を境に吹ふっ切れたようにも見える。少なくとも、守護騎士ガーデイアンとなる未来を真しん剣けんに考え出したのは間違いないだろう」

　びくっと、シャーロットの身体からだが硬こう直ちよくする。

「あれ程ほど頑かたくなだった心を変化させたのは誰なのか、興味はあるが、今いま更さらだ」

　ユウギリ先生が指した、ある日に。

　シャーロットは、心当たりがあったからだ。




『え、えっと。シャーロットはさ……シャーロットもやっぱり、公爵家や学園の皆みたいにさ……俺が守護騎士ガーデイアンになることに賛成だったり？』

『そんなの、当たり前じゃないですか！　スロウ様は、守護騎士ガーデイアン様になるべき人です！』




　龍殺しに至ったスロウは、守護騎士ガーデイアンとなることを嫌がっていた。

　だけど、自分は言った。

　やっと皆が、女王陛下までがスロウの凄すごさに気づいて嬉うれしい、って。

　守護騎士ガーデイアンという称号にのみ目を向け。

　守護騎士ガーデイアンへ至るスロウの気持ちなど、何も考えぬまま。

　龍りゆう殺しの従者は、何気ない言葉で──あの日、彼の背中を押したのだ。

「……そんな」

「奴が守護騎士ガーデイアンとなる道を、孤独の未来を決断したのであれば、私も同じ道を選んだ先達として、奴の覚悟を試ためさねばならない」

　そして、シャーロットは敵となった者の言葉で理解する。

　救われたあの日から、始まった彼との生活。

　いつも隣となりには彼がいて。

　当たり前に好きな人が、どんな時だって傍そばにいる。

　恵めぐまれすぎた生活が、日常になっていた。

　だけど、二度と手が届かない場所に、あの人が旅立ってしまう。

「さて……来たか。来てしまったか」

　自分は平民、身分が違う。

　無意識の内に蓋ふたをした、許されざる気持ち。

　確かな気持ちがあったから、彼がどんな名前で呼ばれても、隣にいた。い続けた。

　そんな彼女の、秘ひめられた思いは──もう抑おさえられない。




「随ずい分ぶんと早いご到着だ。それだけ、この子が大切と言うわけか」

　朽ちた終着点ターミナル。

　暗くら闇やみの舞ぶ台たいに現れた少年を見つめて、シャーロットは理解する。

　カリーナ・リトル・ダリスのために生しよう涯がいを生きる彼の姿を想像して──。

　シャーロット・リリィ・ヒュージャックはようやく、自分の気持ちに気づいたのだ。

「おい。今すぐに、シャーロットを離はなせ」

　何でもない日々。

　彼と過ごしたクルッシュ魔ま法ほう学園の毎日が自分の全て。

　自分は彼と、これからも一いつ緒しよにいたい。

　彼と一緒にいれない未来なんて、想像も出来ない。

「次代守護騎士ガーデイアン、筆頭候補。お前に資質があるか、試させてもらうぞ」

　シャーロットの目に映る──。

　守護騎士ガーデイアンになることを決断したらしい彼は、やはり、どこまでも太って見えた。








五章　ユウギリ先生









　夕焼け空は山の向こうに消え、既すでに森は闇に染まっている。

　奥地へ進む。月明かりも届かぬ森の深しん淵えんに近づいてしまう。

「……」

　信じられないことはこれまでの人生で幾つもあった。

　だけどアニメ知識を得たことを抜ぬかせば、今日程、想定外の事態が起きた日はない。

　モンスターの死し骸がいが続く道なき道を進み行く。

　敵は人間か、モンスターか。森の一区画に壊かい滅めつ的な被ひ害がいをもたらした風の大だい精せい霊れいさんは、誰だれに負けたのか最後まで答えてくれなかった。

　けれど、あいつは死の間ま際ぎわに……シャーロットはこの先にいるって教えてくれた。

「いや、本当に死んだわけじゃないんだけどさ」

　誰も反応してくれる人がいないから、思わず一人ツッコミ。

　風の大精霊さん。なんか心折れました感があったから、そのままにしておいた。

　この先にいるのは風の大精霊さんの心を折るぐらいの相当な強つわ者ものだ。シャーロットが連れ去られたわけだし、あいつの回復を待っているわけにはいかなかった。

「……ぶひぶひ」

　風の大精霊さんも敗亡した、最悪の事態だっていうのに。

　俺は、どうしてこんなに心が落ち着いているのか。

　それは敵の正体に、心当たりがあるからだ。

「多分……前に風の大精霊さんが言っていた通り」

　以前、風の大精霊さんは闇の大精霊に気をつけるように言っていた。

　優ゆう秀しゆうな魔法使いをスカウトする癖くせ、人材の収しゆう集しゆう癖へきを、闇の大精霊は持っているからと。

　風の大精霊さんの心をズタボロにするなんて、闇の大精霊さん以外に考えられない。

　そして、闇の大精霊さんがこの先にいるのならやりようはある。アニメの中でも、アリシアを人ひと質じちにしてシューヤに自分の陣じん営えいに降くだるよう迫せまっていたからな。俺は闇の大精霊さんの手口を知っているからな。

「俺のアニメ知識。闇の大精霊ナナトリージユさんが欲ほしがりそうな情報を幾つか考えとくか」

　そして、段々と闇の気配が濃こくなっていく。

　同時に、自分の想像が当たりであることを確信。

　この先に強力な魔法使いが──いる。




　そして俺は大自然の中に突とつ然ぜん現れた異常空間に辿たどり着く。

「終着点ターミナル。朽くちた森の廃はい墟きよか。噂うわさに聞いたことはあるけど、来るのは初めてだな」

　外がい壁へきの色も抜け落ち、クモの巣や草が壁へき面めんに生おい茂しげっている廃はい屋おくが建ち並んでいる。

　もう数十年は誰も使ってないだろう建物が何十棟とうもひしめき合い、しかし全すべてが朽ち果てている。生者の気配がどこにも無い、まるで滅ほろびた小さな村。

　噂で聞いたことがある。かつてクルッシュ魔法学園の教師が生き物の生命を弄もてあそぶ怪あやしい実験を繰くり返していた、だからかこの空間には生き物の気配というものが全くない。

　通つう称しよう、終着点ターミナル。森の生き物、モンスターさえも寄り付かない禁きん忌きの場所。

　そんな廃墟で、月明かりを受ける彼女を見つけた。

「おい。今すぐに、シャーロットを離せ」

　目が合った。シャーロットは明らかに俺に助けを求めていた。

　だけど、彼女は一いつ瞬しゆんで気を失った。

　シャーロットの腕うでを摑つかむ人間が、何らかの魔法でシャーロットを昏こん睡すいさせたから。

　許せない。

　そんな感情より先にどうして？　というクエスチョンマークが頭に浮うかぶ。

　だって、 俺の従者を抱だき止めている敵は俺もよく知る彼女だったから。

「随分と早いご到とう着ちやくだな。やはり、それだけこの少女は特別ということか」

　犯人は……闇の大精霊じゃなかった。

　というか、予想外の人物だった。

　美人なのに尖とがった雰ふん囲い気きを醸かもし出し、怜れい悧りな印象を与あたえるのはいつも通り。

　ロコモコ先生の代わりに、クルッシュ魔法学園に着任した新任教師。

「……何の真似まねですか、ユウギリ先生」

　シャーロットを摑むユウギリ先生が、空から光のスポットライトを浴びていた。




　俺とユウギリ先生の関係はお世辞にも良いとは言えないだろう。

　女王陛下から直接、守護騎士ガーデイアンに誘さそわれた俺を、ユウギリ先生は憎にくんでいた。

　だけど、シャーロットとユウギリ先生の関係は決して悪いものではなかったはずだ。

　一度、シャーロットが先生に怒おこられていた場面を目にしたことはあったけど、あれからもずっとシャーロットは先生の手伝いを続けていたという。シャーロットは先生のお手伝いをしてかなりのお金を稼かせいでいたし、シャーロットぐらい長続きしたお手伝いはいないと聞いている。

「おっと、スロウ・デニング。それ以上は近づいてくれるなよ」

「近づいたら、何だって言うんです」

「見れば分かるだろう？　お前と話をするためにこの場を用意したんだ。そして、この子は見ての通り人質だ」

「話なら学園で幾いくらでも出来るでしょう。少なくともシャーロットをこの場に連れてくる必要はなかった筈はずです」

「確かめる必要があったんだよ。この子がお前にとってどれだけ特別な存在であるか、な」

　ユウギリ先生の狙ねらいは明らかに俺だ。

　俺のせいで……関係のないシャーロットに危害が及およんでいることは明白だった。

「スロウ・デニング。お前はあのやられた大精霊を見て、恐きよう怖ふを感じなかったのか」

「……」

「おいおい、そんなに怖こわい目をしないでくれないか。あれは風の大精霊だろう？　大精霊が守る存在と言えば、私も多少思うところがある。だが、今はこの子が何者なのかは置いておこう。さっきも言ったように私の目的はお前なのだからな」

「……」

　目まぐるしく思考が働く。

　ユウギリ先生はまさかシャーロットの正体に気づいたのか？

　それに、ユウギリ先生が風の大精霊さんを倒たおしたのか？

　有り得ない、あってたまるかよ。風の大精霊さんが本気を出せば、俺なんて片手で捻ひねられるぐらいの力の持ち主なんだぞ……くそ、何も分からない。

　理解が追い付かなくて、苛いら立だちだけが募つのっていく。

「認めよう、スロウ・デニング。私はお前に嫉しつ妬としていた。自分よりも一回りも下の者が、守護騎士ガーデイアンへ認められた事実に私は妬ねたみを感じていた。そもそも私がロコモコ・ハイランドの代わりに学園に赴ふ任にんした理由は、お前を守護騎士ガーデイアンの道へ説得、誘うためだ。着任当初は自分が哀あわれな存在に思えて仕方がなかったよ」

「俺は一度も……守護騎士ガーデイアンになりたいなんて言ったことはありませんよ」

「そうだな。だからこそ、憎んだものだ。どこが守護騎士ガーデイアンに相応ふさわしいのか、陛下の考えが理解出来なかった」

「話なら幾らでも聞きます。だから、シャーロットを──」

「お前の情報を貴族だけではなく平民の生徒からも確かく認にんした。するとある日、気づいたんだ。ノーフェイスの件もそうだが、お前は魔法学園に異変が起きていないか常に探さぐっていたな。陛下がお前を守護騎士ガーデイアンに推おす理由を、少しだけ理解出来た」

　そして、ユウギリ先生は口を噤つぐむ。

　俺は違い和わ感かんを禁じえない……何だ、この人は。話が全然、通じない。少なくとも、ユウギリ先生はこんなに饒じよう舌ぜつじゃなかったし、こんなに一方的な人でもなかった。

　今も、ユウギリ先生は一人で喋しやべり続けている。今まで抑おさえてきた気持ちを俺にぶつけるかのような姿は、自分の言葉で自分を傷つけているようにも見えて不気味すぎた。

「分かっているんだ。自分が誰に興味を持ち、誰に情報を売ってしまったのか。私は取り返しのつかないことをしてしまった。もう私は、終わりだ」

「……先生、少し落ち着いて下さい」

「取り返しがつかないんだ。もう終わりだ。関かかわってはならない相手がいる。だけど、まさか、こんな場所にいるとは思わなかったんだ」

　大人が子供になったみたいに、冷静な王室騎士ロイヤルナイトとしての姿はどこにもない。

　自分の感情を制せい御ぎよ出来ていない。

　酷ひどく不安定な状態だ。

　俺は毅き然ぜんとした先生の姿しか知らないから、この弱々しさに呆あつ気けにとられた。

　同時に、俺は必死に隙すきを探していた。

　早くシャーロットをユウギリ先生の手から救い出さなければ！

　でも──隙は見えない。

「スロウ・デニング。お前は守護騎士ガーデイアンになるべきだ。しかし、この子は明らかに邪じや魔まだ」

　ユウギリ先生が剣けんを振ふるう。

　シャーロットの首元に当て──

「この少女がいなくなれば、お前は何の未練もなく、守護騎士ガーデイアンになれるだろう」

「……先生、狂くるってますよ」

「そうだな、私はもう狂っているのだろう。しかし、私は女王陛下の命令を純じゆん粋すいに遂すい行こうしているに過ぎないのだ」

「あの人が、そんな命令を出すわけがない」

「……お前は陛下の恐おそろしさを何も知らない。陛下は私に言ったんだ。私の役目はお前を真の守護騎士ガーデイアンへ誘いざなうことだと。ならば、お前はドルフルーイ卿きようのように──」

　ユウギリ先生の中には理想の守護騎士ガーデイアンの姿がある。

　それは恐らく、現げん役えきの月下の守護騎士ガーデイアンだろう。

　騎き士し国家の守護騎士ガーデイアンという存在を、人生を懸かけて体現し、王室に尽つくし続けた男。

　全くいい迷めい惑わくだ！　俺とあの禁欲者を一いつ緒しよをするなっての！

「ユウギリ先生。これ以上、ゴチャゴチャ言うなら、実力行使させてもらいます」

「スロウ・デニング。確かにお前は強い、これまでの私では歯が立たない。しかし、お前を試ためすための力を彼女が与えてくれた。詠えい唱しようは──解放リリース」

　先生の額に、刻印が浮かび上がる。

　見覚えがある、とぐろを巻いた蛇へび。

　それだけじゃない、目が赤く変色し、莫ばく大だいな魔力が吹ふきすさぶ。

　大だい精せい霊れいに匹ひつ敵てきしそうな程ほどの力！　だけど俺はその変化を、知っていた。

「先生ッ！　その力ってまさか！」

　ユウギリ先生を、ここまで可笑おかしくさせた原因が誰だれなのか。

　首しゆ謀ぼう者しやをようやく理解する。

　そうか、前提からして違ちがったのか。

　風の大精霊さんが敗北した相手は、闇の大精霊ナナトリージユさんでもユウギリ先生でもなかった。

　ドストル帝てい国こくが誇ほこる三さん銃じゆう士しの一人、夢売りの魔女ドクター・ヒールと呼ばれる存在。

　ユウギリ先生は満ち足りた表情で、俺に向かって笑いかけてくる。

　おぞましい、その姿。

　一歩でも動けば、音を立てれば、喰くわれるような不安感に包まれる。

　俺とユウギリ先生の力関係を逆転させる、一瞬で俺を弱者へと変化させたあの魔法。

「ユウギリ先生……念のため確認しますけど、今自分がどんな状態か分かってますか」

「ああ。私は私の意思をもって、お前を試そうと考えている」

　慎しん重ちように先生を刺し激げきしないよう、細心の注意を払はらう。

　考えろ、先生の傍そばにはシャーロットがいるんだ。

　どうすれば彼女を安全地帯に避ひ難なんさせられるか、考えろ。

「……違います。先生は今、敵の思うがままに操あやつられているだけです。先生が職務に忠実なことは分かりましたけど、今のユウギリ先生は正常な状態とは言い難がたいです」

「まるで私が洗脳されているかのような言い方だな」

　Ｓ級冒ぼう険けん者にして三銃士の一人に数えられるドストル帝国の魔女、フランシスカ。

　迷宮ダンジヨンに潜もぐった回数自体は少ないが、悪あく辣らつな迷宮ダンジヨンを北方から幾つも攻こう略りやくし、Ｓ級冒険者の称しよう号ごうを与えられた帝国の英えい雄ゆう！

　あの薬売りと呼ばれる団体の創設者にして、水の魔法を極きわめ洗脳の域に辿り着いた超ちよう越えつ者。噂では魔女が作った水の秘薬を口にしたドストル帝国の一いつ般ぱん兵が、熟練の魔法使いを打ち負かすぐらいになったとか！

　だけど余りの副作用の酷さから、闇の大精霊が秘薬造りを禁止したって話だ！

「──スロウ・デニング。この子がいなくなれば、お前は何も迷うことなく守護騎士ガーデイアンになれるだろう」

　もう滅め茶ちや苦く茶ちやだ！

　魔女に洗脳されている原因も分からないし、そもそも接点がどこにあったんだよ！

　それに全然話も通じないし、何だよこの人！

「ふん！」

　すると突とつ然ぜん、先生が動く。

　一刀、薙なぎ払い。

　思わず頭を下げた。後ろで、何かがずり落ちる音がして、轟ごう々ごうどっしゃーんと木々が倒れる音がする。恐る恐る振り返れば、斜ななめにぱっくりと切れた大木が地面に倒れている。

　肝きもを冷やすとはこういう時に言えばいいんだろうな。

「え、ええ……」

　今の、避よけなかったら俺首ちょんぱされてただろ。

　一応……自分の首を触さわっておく。よし、俺まだ生きてる。それだけ分かれば、十分だ。

「……ぶひい」

　でも、俺……大だい丈じよう夫ぶか？　本当にこの先生、止められるか？




　　　　●




　結論が出た。

　無理。絶対に今の先生には勝てない。

「どうした。なぜ、戦わない！　お前の力を見せてみろ！」

「いやそう言われても、止まったら殺されますから！　ひええええええ！」

　首筋に何かが掠かすった。どっと汗あせが噴ふき出す。今のは先生の魔法、毒どく霧むか。

　はい。今、俺は魔女に操られた先生から必死に逃にげています。

　闇夜の中、森の中を二人でデッドヒート。

　これはいいダイエットになるぜって、ふざけてる場合でもない！

　先生との距きよ離りはそう離はなれていないだろう、少しでも足止めしようと後ろに向かって魔法をぶっ放しているけれど先生の声からしてあまり効果を発揮できてはいないようだ。

「スロウ・デニング。お前のことは過去から調べ尽くした。大した才能だ。風の神童と呼ばれるだけのことはある！　だが、私だって負けてはいない！　今日は調子が良い！」

「だからそれは操られているだけですから！　貴女あなたを洗脳している人間は、ただの薬売りじゃない！　ドストル帝国三銃士の一人です！　一体何があったんですか！」

「逃げるだけでは守護騎士ガーデイアンにはなれんぞ！　スロウ・デニング！」

「だから俺は一度も守護騎士ガーデイアンになりたいなんて言ったことないじゃないですか！　勝手に決めつけるのは止やめて下さい！　それに何度も言ってますけど、先生は操られてるんですって！　命を削けずってる力ですよ、それは！」

「ふはは！　お前が覚かく悟ごを決めたように、私も覚悟を決めただけのことだ！」

　先生と話が通じる気がしない。それはあいつが記き憶おくを縛しばっているからだ。

　今の先生は、ドストル帝国、三銃士の一人、夢売りの魔女ドクター・ヒールに都合のいいように動かされている。ていうか、そもそも何で操られているんだよ。何であいつと先生は接点があるんだよ。もうさ、まじで意味が分からないんだって！

「おい魔女！　フランシスカ！　俺は全部分かってるんだからな！　お前が先生を洗脳してるってこと！　いいか！　出てこい！　早く出てきて、先生を解放したら許すから！　今なら許すから！」

「スロウ・デニング！　何を一人で叫さけんでいる！　こら逃げるなと言っているだろう！」

「ユウギリ先生、毒を飛ばしてくるのやめてください。本当に死にますって！　俺が死んだら、女王陛下の命令を守れないことになりますけどいいんですか！　それにさっきは俺を守護騎士ガーデイアンに認めるとか言ってたじゃないですか！」

「ここで死ねば、それまでの人間だったということだ！」

「そんなの、暴論だ！」

　ちらりと見える、先生の剣。

　さっきから毒霧を俺に飛ばしてくる、その刀身はどす黒い紫むらさきに染まっている。

　あの剣に触ふれたら、一巻の終わりだ。




　逃げる途と中ちゆう、横手に穏おだやかな川が見えた。

　しかし、ユウギリ先生の毒の飛ひ沫まつが川の中へ落ちた瞬しゆん間かん、透とう明めいな水面が紫に染まり、何十匹ぴきもの魚が浮うかび上がってくる。

　川の水量に薄うすめられてもこの威い力りよく。毒刀を身に受ければ、どうなることか。

　先生のヤバさに何かを感じ取ったのか、森の奥地に潜ひそむモンスターが度たび々たび先生に襲おそい掛かる。しかし、その結果は確かく認にんするまでもない。喉のどを押さえて地面に倒たおれ、口からだらしなく涎よだれをたらしているのだろう。そんなモンスターの無む謀ぼうなる特とつ攻こうのお陰かげで俺は何とか一定の距離を、先生との間に取ることに成功していた。

「先生！　正気に戻もどってください！」

　逃げるのが第一だが、先生への問いかけも忘れない。

　自分がどのような状態か、ユウギリ先生には早く理解して頂きたい。

「スロウ・デニング！　太っている癖くせに、意外と体力があるではないか！」

　息を思いっきり吸い込んで、足に活力を入れる。

「ええ！　体力は維い持じするよう準備してましたからね。だけど、こんな目に遭あうならもっとダイエットしとくんでしたよ！　でもユウギリ先生！　どう考えてもこの状じよう況きよう、言い方はあれですけど俺が先生ぐらいの騎き士しに逃げ回るって可笑しいでしょう！」

「何が可笑しいと言うのだ！」

「調子がいいぐらいで、俺たちの間の力関係は揺ゆるがないって……ずっと鍛たん錬れんしてきた先生なら、自分の状態が異常だと早く気付いて下さい！　先生は、誉ほまれある騎士国家の王室騎士ロイヤルナイトなんですから！」

　アニメの中では夢売りの魔女ドクター・ヒールに操られた人間は、力のリミッターを解除され、理性というものが失われていた。そして自分が操られているとも知らず、死ぬまで魔女の思うがまま動き続ける。だけど、自分の状態がおかしいと気づかせることが出来れば──。

「先生は操られている！　相手はドストル帝国、三銃士の一人。水の魔法においては並び立つ者がいないと言われた夢売りの魔女ドクター・ヒール！　王室騎士ロイヤルナイトでありながら先生は──」

「黙だまれっ──逃げ続けるお前の言葉など、私には届かない！」







「ぶひっ……ぶひっ……」

　その後も、ユウギリ先生との追いかけっこは暫しばらく続いた。

　もはや森の中じゃなくて、樹海だ。

　月明かりも入らない闇の中を無傷で逃げ回るなんて不可能。俺は木々の枝や地面から突つき出る太い根っこに何度も転げ、傷だらけになりながらも考え続けた。

　どうして魔女は先生に接せつ触しよくした？

　まさか、闇の大精霊の命令なのか？

　でも、それなら辻つじ褄つまが合わないぞ。闇の大精霊は最前線から軍を下げていた。

　……王室騎士ロイヤルナイトを襲った理由は何だ。

　もしかして、魔女の独断専行なのか？

　……あーくそ！　全然分からねえ！




「……ぶひっっ……ぶひっ…………」

　逃げる、俺はただひたすらに逃げ続ける。

「……ごぶひっ、シャー……ロット……ぶひぶっ……」

　あの廃はい墟きよ、終着点ターミナルにいたら戦いの過程でシャーロットに被ひ害がいが及およぶ可能性が高かった。

　だからシャーロットの周りに結界を張り、俺はあの場所を後にしたんだ。

「ぶひふぅ……」

　そして、大きく迂う回かいをして、俺は再びあの廃墟に戻ってきた。

　月夜に照らされても、闇やみに沈しずんでいるようにしか見えない、朽くち果てた廃墟の村。

「終着点ターミナルに戻ってきたか。しかし、スロウ・デニング。もう、追いかけっこは終わりか？」

「……ええ、終わりです。だって、知らなかったんですかユウギリ先生。突然の急な運動は身体からだに悪いんですよ……。俺たち、まだストレッチもしていないんですから」

「つまり。ようやく、諦あきらめたというわけか」

「さあ、それはどうでしょう……」

　けれど……よし。

　シャーロットの姿が消えている。俺は彼女が逃げるための時間稼かせぎに成功したようだ。

　最高のシナリオは風の大だい精せい霊れいさんが救い出してくれたってことだけど……。

「あれだけ逃げ回っていた奴やつが、急に随ずい分ぶんな余よ裕ゆうを出してくる。そう思っていたが、そういうことか。全すべてはお前の従者をこの場から逃がすための時間稼ぎ。焦あせっているように見えて、随分と理性的じゃないか」

「俺が理性的ですか……でも、それは先生だって同じじゃないですか？」

　風の大精霊さんはメンタルが崩ほう壊かいしていたけど、シャーロットを助けるためならすぐに復活して駆かけつけてくれるだろうとの予感があった。

　なにせシャーロット命の大精霊さんだ。

　でもこれでわかったよ。

　何であいつがあんなに怯おびえていたか。

　一度ヒュージャックで負けたドストル帝てい国こくの魔ま女じよを相手にしていたからか。

「……私がお前と同じ？　何が言いたい」

「ユウギリ先生、正直に教えて下さい。もう気付いているんでしょう？」

「……」

　俺を上回るような力を得ている事実、シャーロットを人ひと質じちにとるような卑ひ劣れつな真似まね。

　王室騎士ロイヤルナイトの風上にも置けない行動に、何の疑問も持たないユウギリ先生。

　逃とう走そう中、何度も何度も先生の可笑おかしさを指し摘てきし続けた。

　俺が何の意味もなく、先生に話し掛かけていると思ったか。

「追いかけっこの途中から、少しずつ先生の魔法はキレを失っていきました。俺の知る限り、あいつの洗脳に気付き……受け入れた人なんて聞いたことがありません。だけど……」

　目的はシャーロットを戦線から離り脱だつさせることだけじゃない。

　ユウギリ先生を少しでも正気に戻すためにも時間が必要だったんだ。

　事実、少しずつ先生の魔法は勢いを失っていった。

「……感謝はしない。最悪な記憶を、お前は私に思い出させたのだから」

「先生。一体、何があったんですか」

「生しよう涯がいで最も最悪な気持ちだ。毒を操あやつるこの力、私の力はここまでおぞましいものではなかった。何な故ぜ、忘れてしまったのか。ついさっき、私の身に起きた忌いまわしいあれを」

「じゃあ、やはり。先生は──」

「私は奴の力を一身に受けた。だから、何も言うなスロウ・デニング。自分の身に何が起きているかは私自身が誰だれよりも理解している。私はもう、明日の朝日も拝めないだろう」

　……まいったな。

　もうこの人、全部理解している。

　自分の身に何が起きているか。どうして自分がいつも以上の力を発揮できているか。

　自分が今、忠誠を誓ちかうべき国に歯向かっているということも全て。

　それに王室騎士ロイヤルナイトという身分上。

　敵国の最大戦力である三さん銃じゆう士し、その一人である魔女の力も十分に知っているだろう。

「私は……ユウギリ・アサヒという王室騎士ロイヤルナイトは、奴に力を与あたえられた瞬間、死んだのだろう。何も思い通りにならぬこの身では、忠誠を誓ったあの方々に会うことも叶かなわない。ならば、最後に陛下が与えてくれた命令を果たしたい」

「そんなことは……」

「スロウ・デニング。お前にとっては傍はた迷めい惑わくな話だろう、だが、許せ。私はこれ以外の生き方を知らぬのだ」

　自分の身に起きた惨さん状じようを、語る気は無さそうだった。

　全て納なつ得とくした上でこの人は俺と向かい合っている。

　そんなに大事なのか。

　俺を守護騎士ガーデイアンに導く、そんなことが自分の命よりも大事なのか。

「……先生」

「お前に頼たのめた義理ではないが──死ぬ際は王室騎士ロイヤルナイトとして、胸を張っていきたいのだ」

　もう先生は助からない。

　先生の身体に纏まとわりつく、あのおぞましい精霊の姿が何よりも雄ゆう弁べんに事実を俺に伝える。

「はは、敵の手に落ちた情けない王室騎士ロイヤルナイトを、若き守護騎士ガーデイアンが葬ほうむるのだ。スロウ・デニング、お前の英えい雄ゆう録に……龍りゆう殺しに続く新たな一ページが追加されるぞ」

　俺は、最悪な気持ちだった。

　魔女が先生に接触した理由、先生が魔女に洗脳されるに至った背景。

　そこに闇の大精霊の命令があったのか否いなかは関係が無い。

　アニメの中には無かったエピソード。

　全てをひっくるめて考えると、ユウギリ先生が敵に捕つかまった原因は俺だと確信出来るからだ。

「……本当に、酷ひどい冗じよう談だんですよ。先生、笑いの才能が無さすぎです」

「そう言うな。これでも、お前が戦いやすいように気を遣つかっているんだぞ」

「そんな気遣い、いらないですって……」

　最後の授業、先生の周りに集まった皆みんなを思い出す。

　後こう悔かいがあるとすれば──俺はもっと先生と話し合うべきだったのではないかと。

「それじゃあ、ユウギリ・アサヒの最後の授業といこう。生徒がお前一人というのは、少しだけ寂さびしいが、生き残りたくば全力で掛かって来い」

「俺もこんな場所で死ぬわけにはいきませんから……覚かく悟ごして下さいね──重力操作グラビテイ・ダウン」

　黒龍を落としたあの魔法を放ちながら、今いま更さらながらそう……思ったんだ。
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　シャーロットは廃墟の中に身を隠かくし、二人の戦いをじっと見つめていた。

　彼女だけは、王室騎士ロイヤルナイトの身に何が起きたかを知っていた。

「ユウギリ先生……どうして……」

　崩壊した壁かべの向こう側。

　建物内の壁からこっそりと顔を出すシャーロットの先で、戦いが繰くり広げられている。

　だけど、スロウはユウギリ先生の攻こう撃げきを、接近を防ぐばかり。

　剣けんから弾はじき飛ばされている何かが大地を、廃墟を、植物を腐くさらせている。毒？　遠目に見るシャーロットからはよく分からないが、触ふれれば恐おそろしいことになりそうだ。

　だからか、スロウは先生の攻撃を防ぐことに全力を注いでいるように見えた。

「……？」

　けれど、可笑しい。

　シャーロットが聞いた話では、とある授業でスロウとユウギリ先生は喧けん嘩かをし、結果は先生の敗北で終わってしまったと。

　だけど、今。どう見ても攻こう勢せいに出ているのはユウギリ先生の方で、スロウが逃にげに回っている。戦いの余波を受け、元々崩くずれかけていた建物が次々と倒とう壊かい、瓦が礫れきが舞まっている。

「そんなことって……このままじゃスロウ様が……」

　以前、演習場でスロウとユウギリ先生は授業中に争ったと、スロウから直接聞いたわけではないが、そんな噂うわさを耳にした。

　その際は、スロウがユウギリ先生を圧倒したという話だった筈はず。

　でも、今は違ちがう。

　スロウはこのままでは負ける。シャーロットでさえ、確信出来た。




「──止やめなさい。あんたが出来ることなんて、何もないんだから」

「えっ」

　それは自分よりも一回り小さな女の子だった。

　長い灰色の髪かみ、クリクリとした灰色の大きな瞳ひとみがじっとシャーロットを見つめている。

　自分と同じように、崩壊した壁から少しだけ顔を出して、戦せん況きようを観察していたようだ。そして何よりも驚おどろいたのは、女の子が真横にいたことに気付けなかったこと。

「あんたが入れば、スロウ・デニングはあんたを守るための戦いを始める。そうしたら拮きつ抗こうは崩壊。一いつ瞬しゆんで勝負は終わるわよ」

「だ……誰ですか？」

　直後、自分は何て愚おろかな質問をしてしまったんだろうとシャーロットは悔くいた。

　誰ですか、何て聞くまでもなかった。

　人間の形をしているけど、この子が人間だなんて一瞬でも思ってしまった自分は何て愚か。大きな灰色の瞳で見つめられ、ただそこにいるだけで存在感に圧倒される。

　理由や理り屈くつを超こえた畏い怖ふ。

　まるで、人ならざる存在を見てしまったかのように。

「誰だと思う？」

「あ──」

「ねえ、誰だと思うの？」

　小さな女の子の声に、鼓こ動どうが加速する。

　女の子の目が細められ、心臓が握にぎりつぶされたかのような悪お寒かんをシャーロットは感じた。

　呼吸が出来ないほどの圧あつ迫ぱく感かん。

「あんた。風の大だい精せい霊れいとずっと一いつ緒しよにいたんでしょ？　だったらもう、本当はあたしが誰か分かってるんじゃないの？　ねえ、どうなの？」
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　風の大精霊は言っていた。

　ドストル帝国を束ねるその存在は、会えばすぐにわかると。

　人の姿をしているが、一見して在り方が違うから、と。

　造形に一いつ切さいの無む駄だがなく、人の美を超ちよう越えつした完かん璧ぺきな存在。

　人形と言われても素す直なおに納なつ得とくできそうな女の子。

　だけど、もし迷ったら、名前を聞けば答えてくれると風の大精霊は言っていたから。

　だって、人間を超越する彼女は噓うそをつかないから。

「な、なまえを、聞いても……」

　あの時はわからなかった理由、確かにその通りだ。

　自分よりも遥はるかに格下相手に何を隠すことがあるだろう？

「闇の大精霊ナナトリージユ。ナナトリージュ」

　その名を聞いて絶望すればよかったのだろうか。

　南方の四大国が同盟を組み、北方から侵しん略りやくを企たくらむその国に対たい抗こうしようと準備を整えていた。騎き士し国家、ダリス一国ではとてもじゃないが太た刀ち打うちできない超大国。ドストル帝国の心臓とも呼ばれる存在を前にして、けれどシャーロットは怯おびえることはなかった。

「ユウギリ先生を、元に戻もどして下さい……お願い、します……」

　シャーロットの頭の中に浮うかぶのは一つの考え。

　ユウギリ先生はあの存在感の薄うすかった女性に何かをされ、可笑おかしくなった。

　だけど、この方なら。

　三銃士の上に立つ闇の大精霊ならユウギリ先生を元に戻すことも可能かもしれない。

　なぜならあの女性は言っていたから。

　自分の行動は、 闇の大精霊の意思に反していると。

「あたしの名前を知って驚かないの？　ヒュージャックの姫は根こん性じようが据すわってるのね」

「……え」

「さっき、風の大精霊があたしを見つけて、襲おそってきたわ。叩たたき潰つぶしたけど、あんたに手を出すなとか言っていたわね。それより、あんたに聞きたいことがあるの。あんたの故郷を滅ほろぼしたのは、簡単に言っちゃうとあの騎士を洗脳したあたしの部下よ。あたしが直接の命令を出したわけじゃないけど、間接的にはあたしにも原因がある。シャーロット・リリィ・ヒュージャック。あたしは、あんたの敵ってわけ。あんたは敵に縋すがるの？」

　突とつ如じよ、煮にえたぎる感情。

　亡国の故郷、孤こ独どくの原因、全すべての元げん凶きようがそこにいる。

　正常な判断が出来るわけがない。そうだ、全てはこの闇の大精霊から始まっているのだ。

　だって、本人がそう言っているのだから。

「あんたは選ぶことが出来る。あたしに敵対するか、それとも──彼を助けて下さいと、敵であるあたしに頭を下げるか」

「スロウ様を、助けて下さい」

　けれど、シャーロットの気持ちは固まっていた。

　迷いはなかった。

　シャーロットにとって、大事なことは過去ではなく今。ヒュージャックで彼女は学んだ。過去に縛しばられることよりも、重要なことがある。未来につながる今を精せい一いつ杯ぱい生きると決めた。短い期間だけど公こう爵しやく家に帰り、スロウは自分の部屋に引きこもってばっかりだったけど、大勢の家族からこれからもスロウを頼むと言われた。

　この千せん載ざい一いち遇ぐうの時を、見み逃のがすわけにはいかなかった。

「絶好の機会よ。このあたしが無防備な状態で目の前にいるんだから。それでも──」

「話なら後で幾いくらでも出来ます、でも今は時間がありませんから」

「少なくとも、今の状じよう況きようがどれ程ほど酷いかぐらいは理解出来ているのね。だけど、利害は一いつ致ちした。あたしはあたしの部下を止めるためにこの地へやってきた、そのためにスロウ・デニングに死なれたら困るのよ。それじゃあまず、あの騎士を弱体化させる。作戦は──」

「待ってください。まだお願いがあります……」

「お願い？　あんた、自分の立場分かってる？」

「……ユウギリ先生も、助けて下さい……お願いします……」

　強さとは、心だ。

　闇の大精霊は面めん食くらった。

　この子は強ごう欲よくだ。自分相手に一歩も引かない。

　ドストル帝てい国こくに、これだけの我わが儘ままを自分に言える子がいるかどうか。

「面おも白しろいじゃない──気に入ったわ」

　風の大精霊はこうも言っていた。

　彼女は憎にくらしいのに、憎めないむかつく存在だと。

　闇の精霊でありながら、全属性の魔ま法ほうを司つかさどる異色の存在がシャーロットに呼び掛かける。

「よく聞きなさい、シャーロット。全ての鍵かぎは、あんたがスロウ・デニングを説得出来るか否いなかに掛かっているわ」
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「やっぱり重力操作の継けい続ぞくはきついな……黒こく龍りゆうの時は風の大精霊さんが少し援えん護ごしてくれたけど……」

　俺はこの場で、ユウギリ先生を殺さなくてはいけない。

　王室騎士ロイヤルナイトである先生がドストル帝国の者に操あやつられたなんて出来事が公おおやけになれば、不戦の誓ちかいなど信じられぬと、戦争は避さけられない。

「くそっ……駄だ目めか！　魔女の魔法、先生が気を失っても……何も、変わらない……」

　でも、やれるのか？

　たとえ敵の手に落ちたとしても、相手は先生だぞ？

　だけど、先生はもう全てを覚かく悟ごしている。今いま更さら、何を躊躇ためらうことがあるだろうか。それにこれは先生の意思でもあるのだ、王室騎士ロイヤルナイトとして敵に操られるなどどれだけの恥ち辱じよくか。

　──やるしかない。俺が覚悟を決めて、彼女の殺害を決意した時だった。

「──スロウ様、お話がっ！」

　もうこの場にいる筈のない、彼女の声。

　反射的に彼女を探し、そして見つけた。

「シャーロット！　どうして逃にげていないんだッ！」

　彼女は傾かたむいて、今にも崩れそうな廃はい墟きよの二階、壊こわれた壁かべから顔を出していた。

　逃げていないなら、それでもいい。でも、隠かくれるつもりならずっと隠れているべきだ。

　どうして、今このタイミングで。出てきたんだと𠮟しかりそうになったが──。

　彼女の隣となりにいる者の姿を俺は凝ぎよう視し、開いた口が塞ふさがらない。

「それに君は隣にいるそいつが誰だれか──分かっているのか！」

「スロウ様！　これは、違うんです！」

「シャーロット、今すぐそこを離はなれるんだ！」

　俺の声を受けても、シャーロットは動かない。一体、何を考えているのか。

　もしかして、シャーロットは気付いていないのか？　隣に立つ女の子の正体、いや、気付く筈だ。あれは、人の姿をしているけれど、人じゃない。

　風の大精霊さんだって、すぐに分かるって言っていたじゃないか。

　しかし何な故ぜだ。何故、お前がそこにいるんだ。

「闇の大精霊ナナトリージユ！　シャーロットから離れろッ！」

「スロウ様！　だから私の話を聞いてください！」

　ドストル帝国のボス。あれがこの場にいるということは、ユウギリ先生が魔女に操られていることも、全部闇の大精霊の指示ってことか？

　それは考えうる限りの最悪の事態だ。

　だって、これって全部、俺たちを欺あざむくための手段だったのか。

　ドストル帝国の使者が伝えてきたこれからの平和も、全て噓っぱちってことだからだ！

「おい、闇の大精霊ナナトリージユ！　ユウギリ先生を操るあいつはお前の手下だろ！　全部噓だったのか！　答えろ、闇の大精霊ナナトリージユ！　これはどういうことだ！」

「……うるさいわね」

　声を張り上げてもいないのに、闇の大精霊の声はよく通る。

　よく聞こえたからこそ──理り不ふ尽じんな行動に怒いかりが止まらない。

「うるさいってなんだ！　こっちはお前の部下の行動で──」

「それに関してはあたしが命令したことじゃないわ。はあ、勝手なことばかり言うのね」

「勝手だって!?　どの口がそんなこと！」

「少しはこの子みたいに冷静になりなさいよ。ねえ、そう思うわよね？　シャーロット」

「スロウ様。信じられないと思いますけど、この方は味方です！」

「は、はああああああ？？」

　闇の大精霊が味方？

　敵だよ敵。そいつは圧あつ倒とう的な敵なんだよ！

　もしかして騙だまされているのか？　いや、そんな様子はない。シャーロットは冷静だ。ユウギリ先生の違い和わ感かんに気付くには多少の時間が掛かったけど、俺がシャーロットの変化に気付かないわけがない。

「なら、これはどういうことだ！　お前の部下、ドストル三さん銃じゆう士しの一人がユウギリ先生を操っているだろ！　言い逃のがれ出来ると言うのなら、言ってみろ！」

　俺の魔法、重力操作で地面に縫ぬい付けられて、意識が混こん濁だくしているユウギリ先生。

　全身が圧あつ迫ぱく、おし潰されている感覚をユウギリ先生は今、味わっているだろう。

　並の魔法使いなら、とっくに身体からだが大地にへばりつき、意識なんて手放しているだろうに……随ずい分ぶんとタフだ。しかし、本気の力で抑おさえ込んでいるのに、手のひらで地面をガリガリと搔かいている。その光景はまじでホラー。

「あたしだって全てを管かん理りは出来ない…………これは迷宮都市ゼネラウスで起きたことと同じよ。まっ、あんたに言っても分からないだろうけど」

　俺にはその言葉だけで、闇の大精霊が言わんとすることが理解出来た。

　迷宮都市ゼネラウスで起きた戦い。

　半リ人ビ半ン魔グのデ亡ツ霊ドは闇やみの大だい精せい霊れいの命令を無視して独断専行に走ったことを知っている。

「──っ」

「辛つらそうね。スロウ・デニング」

「これがお前の意思じゃないって言うのなら助けろよ！　そこで見てるだけじゃなくてさ！」

　先生の動きを止めている重力操作。

　それはあの黒龍を落とした力にも匹ひつ敵てきする。けれど、先生は今にも復活しそうで……。

「それは無理よ」

「どうしてだよ！　お前の命令を無視してるんじゃないのかよ！」

「あんたには部下を二人、仕留められてんの。何で手を貸さないといけないの……それに助けろですって？　あんたなら出来る筈はずよ」

　闇の大精霊が何を言いたいのか分からない。

　あいつがシャーロットの傍そばにいることも、全てが理解の範はん疇ちゆう外で俺はもう一いつ杯ぱい一杯なんだよ！　世界が平和に向かっていると思ったら、どうして帝国の最重要人物が二人も俺の前に現れるんだよ！

　俺が何をしたって言うんだよ！

「スロウ様、信じてください！　闇の大精霊ナナトリージユ様は味方で……あの、ユウギリ先生に近付けばスロウ様には分かるって言ってます！」

「……」

　普ふ段だんは絶対にこんな無茶はしない。

　敵の言うことを無条件に信じるなんて、自分でもどうかしていると思ってる。

　でも、シャーロットが言っているんだ。

「……詳くわしく教えろ」

「あら。やけに素す直なおになったわね」

「黙だまれ。お前じゃなくて、俺はシャーロットを信じているだけだ」

「スロウ様！　闇の大精霊ナナトリージユ様は、ユウギリ先生にもっと近付けって言ってます！」

　…………冗じよう談だんだろ？

　今のユウギリ先生の懐ふところに飛び込めなんてさ！　剣けんの間合いに入れば、俺なんて一いつ瞬しゆんで首すぱーんだぞ？　それに先生は毒を使う、距きよ離りを縮めるなんて自殺行こう為い──。




「……」

　俺はその場から一歩も動けず、遂ついに先生が俺の魔法に打ち勝ち始めたその時までずっと悩なやみ続けた。このまま永遠に大地とキスを続けてくれればうれしいと思ったけれど──さすがにそれは叶かなわぬ望みか。

「ちっ、時間切れかッ！」

「スロウ……デニングッ！　これが……学園を救った力か！　しかし龍相手に放つ魔法を私に使うとは……お前はヒドい奴やつだなッ」

「全力で来いって言ったのは先生ですから……」

「ははっ、それもそうだな。しかし、暫しばらく意識を失っていたが、誰かと今、喋しやべっていたか？」

「このクソッタレな状じよう況きようを罵ば倒とうしてただけですよっ！」

「……そうか。お互たがい難なん儀ぎな状況だな」

　ユウギリ先生の位置からは廃墟に立て籠こもるシャーロットや闇の大精霊さんの姿は見えていない。闇の大精霊さんが認にん識しき阻そ害がいの魔法を建物に掛けているみたいだけど、さっきの怒ど鳴なりあいさえ先生は気付いていないようだ。

　有り難がたい話だけど、それは先生の命が精霊に貪むさぼられていることも影えい響きようしている。

　ていうか、立ち上がってくるのかよ……畜ちく生しよう。

「でも、先生。この短時間で立ち上がってくるのは龍以上ですよ……」

「はは、今の私は龍以上かッ！　しかし一つ教えろ、スロウ・デニング。お前程ほどの力を持つ人間でも、今の私は恐おそろしいか」

「ええ……すごく怖こわいですよ。先生が持つ剣から飛ばされる毒、それが当たれば俺はもう終わりですから」

「やはりそうか……だが、今の自分にとってはな、この行動は当たり前すぎて、今の姿が本来の自分だと認識しているのだ。可笑おかしいと思いながら、私は自分の行動に疑問を持たない。心が壊れたとは、このような状態を言うのだろう」

「……」

「私はもはや騎き士しとして、貴族として、人として、生きる価値を失った女だ」

「……」

「スロウ・デニング。お前には力がある。今の私が持つ偽にせ物ものとは違ちがう、本物の力だ」

　迷宮都市ゼネラウスで争ったドライバック・シュタイベルトの時とは大きく違う。

　今、俺が相対しているのは理性を取り戻もどした相手だ。

「もう、逃げないのだな」

「ええ。今の先生相手に逃げるわけにはいきません」

　ユウギリ先生は己おのれの余命が少ないことを悟さとっている。

　そんな先生から、逃げるなんて出来るわけがない。

　それにもっと近くで見れば何かが分かるとシャーロットも言っていた。

　根こん拠きよは必要ない。

　俺はシャーロットを信じているし、それにこれ以上逃げ回る真似まねもしたくはなかった。

「私が死ぬのが先か、お前が死ぬのが先か。しかし、もしお前が勝てば……私を殺すときは一瞬で頼たのむぞ。痛いのは実は苦手でな」

「……意外です。それ、学園の皆みんなに言っていいですか？」

「止やめろ。最後に生徒達の思い出に残る授業が出来たんだ。私のイメージを崩くずすな」

「ここだけの話ですけど、俺、先生があれだけ皆に慕したわれているとは思ってなかったです」

「私もだよ。生徒から嫌きらわれていると思っていた。そういう指導をしたからな……」

　ユウギリ先生は、今も俺の重力操作を受けている。

　それでも俺との距離を縮めるために一歩一歩、前進する。

「だけど、お前にだけは最後まで嫌われたままだったな」

「自覚、あったんですか」

「当たり前だ……何せ、お前はカリーナ姫ひめの未来の守護騎士ガーデイアン様だからな」

　ドストル帝てい国こくの魔ま女じよの力、ありとあらゆる精霊が先生の身体に群がっている。

　こんな複雑な魔法見たことがないよ。

　これを解除するのは……満まん身しん創そう痍いな今の俺では到とう底てい、不可能。

「そういえば俺、先生に伝えたいことがあったんです」

　北の魔女は、人の弱みにつけこんで洗脳を開始する。

　クルッシュ魔法学園にやってきたばかりの先生は場に馴な染じめず、不安定だったと聞いていた。魔女は王室騎士ロイヤルナイトとして生きてきた先生の弱い部分に狙ねらいをつけ、近づいたんだろう。魔女はアニメでも似たような手段で、シューヤの仲間を取り込んでいったからな。

「先生のお陰かげで、思い出したくもない過去に苦しんでいた大勢が救われました。俺が言っている意味、分かりますよね」

「……私じゃないさ」

「いいえ、全部聞きました。先生がティナに苦しむ生徒を紹しよう介かいしてほしいと頼んだこと。それにティナが言っていました。ユウギリ先生は厳しい先生の顔をしている時と、それ以外の時があるって。先生じゃない時の貴女あなたはとっても優やさしい人で──先生は守護騎士ガーデイアンに選ばれた俺をとても心配していたって。ティナから聞いてやっと分かりました、先生は俺に……」

「……」

「騎士として生きる辛つらさを、少しでも俺に教えようとしていた。それは守護騎士ガーデイアンに選ばれなかった嫉しつ妬となんかじゃない。何も知らない俺に……守護騎士ガーデイアンとなる辛さを教え、諦あきらめさせようとしていた。ユウギリ先生、違いますか？」

「……」

　そうだ。

　ユウギリ先生は俺を試ためしていた。

　守護騎士ガーデイアンとなる苦しみを誰だれよりも知っていたから、俺にその覚かく悟ごがあるのか問うていた。

　でも、多分。ユウギリ先生は不器用すぎた。

「あんな教え方じゃ……分からないですよ、ユウギリ先生」

「…………後少しで、私の剣が直接届く。どうやって、今の私を攻こう略りやくするつもりか教えろ」

「実は、先生も思いつかない秘策があるんです」

「そうか……なら、いい」

　闇の大精霊は先生に近づけば、俺には見えると言っていた。

　だけど、分からない。

　目に映る、あんな複雑な魔法に囚とらわれた先生を見て、俺は絶望するばかり。

　それに気付くまでは──そう、思っていた。




「早く……私を殺せ、スロウ・デニング」




〝スロウ・デニング。まだ何も分からないなら、ヒントを上げましょうか〟




　精霊を介した、闇の大精霊の声。

　それはとっても魅み力りよく的な誘さそいだけど──必要がなくなった。

　俺の目は、精霊を映す。

　だから気付けた。

　本当に、僅わずかな揺ゆらぎ。




〝気づいたわね。その女、まだ戦っている。諦めが悪すぎるってものじゃないわよね 〟




　魔女は今も力を注ぎ込み、先生を掌しよう握あくしている。

　しかし、おぞましい程に強力な魔法の中に、一瞬、揺らぎが生まれる瞬間を見つけた。

　それは水と光と風。

　ユウギリ先生の家系に受け継つがれる三つの魔法属性。




「……もう、十分だ。スロウ・デニング。これ以上、私を辱はずかしめてくれるな」




〝内側に生まれた小さな歪ゆがみ。精せい霊れいが見えるあんたなら、勝機に変えられるわね？〟




　一度、受け入れれば勝ち目はない。

　俺ですら、ユウギリ先生は完全に魔女の手に堕おちたと考えていた。

　だけど──この人はずっと、抗あらがっているのか。

　魔女フランシスカの魔法は複雑すぎて、外側から破は壊かいすることは不可能。

　しかし、僅かでも内部へ繫つながる穴があれば、難易度はぐっと下がる。

　ユウギリ先生が開いた突とつ破ぱ口こう、攻略する糸口を見つけた。




〝でも重力操作に集中してる今のあんたじゃ無理でしょ？　距きよ離り的てきにもね〟




　……恐ろしいな、何で見み抜ぬかれているんだよ。

　俺は今、先生の足止めに精せい一いつ杯ぱいで、他の魔法を重ねることなんて不可能。

　そもそも格上相手にこれだけの時間、もったことすら奇き跡せきなんだ。




〝だから、あたしがそいつの動きを止めてあげる。でも、あたしの存在が知られるのはギリギリまで避さけたい。だから、分かるわね？〟




　本当に恐れ入る。闇やみの大精霊さんは何でも分かっているみたいだ。

　魔女の魔法を上回るためには──出来るだけ、ユウギリ先生に近付く必要があることを。

　理想は先生の真正面なんだけど……そこまで近づけば先生の剣けんも俺の身体からだに届いてしまう。そうすれば、魔法を解除する間もなく、俺の首はすっぱりと落ちるだろう。

　だからこそ、闇の大精霊さんの提案がどれだけ恐ろしいことか……。




〝あたしの提案に乗るなら、そんな余よ裕ゆうの無さそうな顔じゃなく、笑ってみせなさい〟




　理解する。

　これは、魔女との戦いじゃない。

　俺が、闇の大精霊を、シャーロットを信じられるか、否いなかの二択たく。

　ならば、もう迷わない。

　 一歩、一歩、確実に近づいてくる先生は恐ろしいけれど、本心もはっきりと見えたから。

　だから、俺は笑ってみせた。

「……」

　ユウギリ先生の後方、廃はい墟きよの中からシャーロットが何かをジェスチャーで伝えている。

　あれは……やっぱり……逃にげろって言っているのかな？

　駄だ目めだよ。

　逃げちゃいけないんだ、シャーロット。

　だって、ユウギリ先生は戦っている。

　自分の命を捨ててでも、俺に最後の授業をしてくれている。

　ユウギリ先生は授業でいつも言っていた。

　俺に覚悟はあるのかって。

　いつもうるさいって聞き流していた俺だけど、先生は本気だったんだ。

　俺の未来を本気で案じてくれた、たった一人の味方なんだ。




「先生は見かけよりもずっと優しくて、臆おく病びような人だってやっと分かりました。王室騎士ロイヤルナイトという仕事、根本的に向いてないですよ」

「……お前は本当に、逃げないんだな」

「逃げませんよ、俺にはひねくれ者のユウギリ先生の本心がはっきりと見えましたから。それに実は、限界なんです。先生に追いかけられて、沢たく山さん走ったから体力の限界です」

「……だから私は自じ堕だ落らくな生活をするなと言い続けていただろう」

「本当に、そうですね」

　いつしか、目の前に剣を持つ先生がいる。

　俺の重力操作は、完全に打ち破られた。

　恐るべしは、魔女の力か。

「もっと早くお前に伝えられればよかった。守護騎士ガーデイアンなんてバカのやる仕事だ。お前は自分の幸せだけを考えればいいんだ、あの従者と共に国外に逃げても良かった」

　ユウギリ先生が再び、腰こしの剣に手を掛かける。

　ゆっくり、ゆっくりと引き抜ぬき──俺の首筋には、剣の切っ先。

　少し力を込こめれば、もう俺の首なんか簡単に落ちるだろう。

「ユウギリ先生、誤解していました。先生以上に俺のことを考えてくれた人はいない」

「気付くのが遅おそすぎたな……。だが、もう私も……身体を抑おさえるのが限界だ……」

「不思議なもんであれだけ鬱うつ陶とうしかったのに、俺は今、先生のことを助けたいと心の底から思っています」

「……そうか。私も不思議と悪い気はしないもんだ。だけど、無理だ。この手は今も、お前を殺すために……もう止められない」

　笑いながら、泣いている。

　ユウギリ先生のそんな表情を見ることが出来たのは、この世で多分たった一人。

　──俺だけだろう。

「先生は学園の生徒を助けるために、悪あく辣らつな魔ま女じよの手を借りた。ならば、俺は貴女を助けるために、もっと深い闇と手を組みます。先生の罪が霞かすむぐらいの巨きよ大だいな悪と──！」

「いい根こん性じようよ、騎士国家ダリスの全属性！」

　その声は今までと異なり、精霊を介した囁ささやきじゃない。

　実際に俺の耳に届いているそれは、世界で最も悪名高い魔法使いの生なま声ごえだ。

「バトンタッチするわよ！　ここから先は、あたしが何とかするッ！」

　恐おそらくは、用心深い魔女フランシスカに存在を悟さとられないためだろう。

　強力な認にん識しき阻そ害がいの魔法によって、強く意識せねば感知出来ない廃墟の中にずっと隠かくれていたドストル帝てい国こくの司し令れい塔とう。

　闇の大精霊は安全地帯を飛び出して、ユウギリ先生の背後に立っていた。

　まるで俺と彼女で、ユウギリ先生を挟はさみ撃うちにしているかのような立ち位置だ。

「永久の地ドストルより、縁えにしを紡つむぐ」

「──ッ！」

　先生に群がる精霊達が途と端たんに活発化。

　それはまるで、自分達は関係ないんだと、彼女に許しを請こうような動き。

　だけど、彼女の小さな姿に恐れ戦おののいているのは俺だって同じだ。

　この距離に近づくまで、俺も闇の大精霊の接近に気付けなかったのだから。

「全から一へ、闇から炎ほのおへ」

　澄すんだ声は、歌にすら聞こえ。

　そよぐ風に合わせて、彼女の髪かみの毛が揺れている。

　俺はただ、呆ぼう然ぜんと空を見上げていた。

　だって……火の粉が宙へ舞まい上がり、馬ば鹿かでかい巨大な紋もん様ようを描えがいているんだ。

「フランシスカ、これは御お仕し置おきよ」

　空に目まぐるしく赤い文字が光り輝かがやき。

　先生を掌握する魔女が、対策を取ろうと動き出すが遅すぎる。

「反省なさい──大焦土プロミネンス」

　空に突とつ如じよ現れた、小型太陽。

　闇夜を切り裂さく光が、ユウギリ先生の一身に降り注いだ。




「じょ、冗じよう談だんだろ！　これ！」

　突如現れた熱ねつ炎えんの塊かたまりを直視し、視界が一いつ瞬しゆん真っ白になる。

「あれだけの魔法を、こんな一瞬で行使出来るのかよ……」

　闇の大精霊は有言実行にして、行動派だ。

　部下の不始末は自分でけりをつける。

　だから、迷宮都市ゼネラウスでドライバックが命令に違い反はんしたとき、彼女は一人でやってきたのだ。

　けれど──ここまでするか。

「ユウギリ先生！　無事ですか！」

　まだ視力が完全には戻もどらないけど、俺が最後に見た先生の姿。

　空を灼やきつくす極光が先生に降り注ぎ、今も先生が苦しんでいる声が聞こえる。

　まるで時間が逆行したかのように、未いまだ空に太陽が顕けん現げん。

　世界から影かげを全すべて消しよう滅めつさせるかのように、太陽が存在を誇こ示じしている。

　そして、俺は闇の大精霊が行使した魔法の意味を、完全に理解していた。

　今も存在感を誇示している太陽はユウギリ先生の中に潜ひそむ、誰だれかの存在を暴あばくもの。

「スロウ・デニング！　あんたの敵がどこにいるか、もう見えてるわよね！」

　闇の大精霊の言うとおりだった。

　既すでにフランシスカの魔法に、綻ほころびは生まれていた。数多あまたの魔法を重ね合わせた極きわめて性質たちの悪い魔法の中に、先生が突破口を造り上げていた。ユウギリ先生の中で暴れ狂くるう魔法。感じるぜ。魔女、フランシスカ。お前、今。必死で力を注ぎ込んでいるな。でも、残念だな。闇の大精霊の魔法は、お前が逃げ込む場所を完全に消滅させた。

「そろそろ出てくるわよ！　覚かく悟ごしなさい！」

　形勢悪しとみたのか、この場で唯ゆい一いつの影。先生の足元に存在した小さな影が蠢うごめき出し、平面から立体へ形を変える。黒色の塊が、先生の足元から溢あふれ出る。

　それこそが、闇の大精霊が語ったヒント。

　近付けば分かった、先生の足元で蠢く異質な影の在り方を。

　それはどんな言葉を使っても言い表せられない、狂きよう気きの実体化。

　そして、今。精霊を摑つかむ黒い影の手が、俺にはよく見える。

　アニメ知識があるから知っていたけど、余りのおぞましさに目を瞑つぶりたくなった。

「──盟主様ッ、まさか敵と手を組むとはッ！」

　蠢く影の中からぬらりと彼女は現れる。

　黒い影が人ひと形がたを形作り、ぼんやりとした女性の輪りん郭かくが出現。

　影に潜む魔女、これこそがドストル帝国、三さん銃じゆう士しの一人。夢売りの魔女ドクター・ヒールの正体。

　でも、悔くやしいな。夢売りの魔女ドクター・ヒールは、俺じゃなく、闇やみの大だい精せい霊れいだけを睨にらみ付けている。

　この期ごに及およんでも、これだけ近付いても……この俺は無視出来る相手というわけか。

　──舐なめやがって。

「退ひきなさい少年。貴方あなたは騎士国家においては大した才能でありますが、私との力関係は理解しているでしょう？　貴方相手では私の勝利は揺ゆるがない」

　三銃士、フランシスカ。

　薬売りの創設者にして、生しよう涯がい無敗の魔法使い。

　確かにお前にとって俺は取るに足らない相手なのだろう。

　仕方ない、当たり前だ。

　だって、俺はこいつに操あやつられたユウギリ先生にさえ、手も足も出なかった。

「しかし貴方を一瞬で叩たたき潰つぶすのは難しいようだ。ならば、提案といきましょう。素す直なおに退けば見み逃のがしてあげます。さあ、退きなさい。命は誰にとっても惜おしいものでしょう？」

　だけど、ノーフェイスから始まって、セピス・ペンドラゴン、黒こく龍りゆうときて迷宮都市ゼネラウス。

　戦いの記き憶おくが、死し闘とうを繰くり返した経験が、俺の心に蓄ちく積せきされている。

「退くわけにはいかないな。まだ、やることが残っている」

「自ら生きる道を捨てるとは嘆なげかわしいことです。 それでは、教えてくれませんか。盟主様が助力しなければ、私と対面も出来なかった者が私相手に……何が出来ると？」

　ユウギリ先生の影に隠れていた時と違ちがい、魔女は今、俺の目の前に実体として存在する。

　俺は、お前をユウギリ先生の中から引きずり出すことは出来なかったけれど、今なら出来ることがある。

「……お前の余よ裕ゆうを消してやるよ」

「傑けつ作さくですね。北で貴方程度の魔法使い、何十人屠ほふってきたか…………」

　こいつは闇の大精霊が現れてから、俺を一いつ切さい見ていない。

　今もずっと、闇の大精霊ばかり意識していることは分かっているんだ。

「弱い者程ほどよく吼ほえる……まさに貴方ではありませんか。南方の龍殺しドラゴンスレイカー」

　取るに足らないと思われたからこそ、構築出来た。

　闇の大精霊さんが魔女の逃げ場である影を奪うばったなら、俺はさらにその上を行こう。

　絶対に逃がさない、固い信念をこの魔法に込こめよう。

　それは、空に浮うかぶ太陽と相反する力。

「口だけかどうか、試ためしてみろ──大氷河ブリザード」

　それは生き物の天敵たる冷気、空に浮かぶ熱と相対する力。

　氷によって美しく、幻げん想そう的に作り変えられる大地。

　俺は先生の影を踏ふみ抜いて、付近の大地一帯をどこまでも凍こおらせた。

　だけど、目的は闇の大精霊さんが生み出した魔法に対たい抗こうすることじゃない。

　あれは魔女の逃にげ道たる影を消すことが最大目標で、俺の魔法は──。

「これは……やられたッ！」

　未だぼやけて見える魔女の態度が豹ひよう変へん。

　何があっても影の中を移動させない。俺の絶対の意志を示すためのこの魔法。

　ガチガチに固まった地面こそが、闇の大精霊さんの魔法によって現界したこいつに向ける決定打になることを俺は知っていた。

「おい。俺のことを取るに足らないとかぬかしながら、その慌あわてぶりは何だよ」

　折角、世界が平和に向けて動き出したんだ。

　脳のう裏りに浮かぶこれまでの全すべて。

　俺の血の滲にじむような苦労を……。

　ぽっと出のキャラクターに邪じや魔まされるなんてあってはならないことなんだよ。

「……盟主様ッ！　これは、やりすぎではないでしょうか……一体、どこまで私の情報を敵に流したのだッ！」

「これで逃げられねえよな。お前の本体は常に影にいるんだから」

　魔女の視界にはっきりと俺が映る。

　闇の大精霊の魔法に対処し続ける三銃士の一人、夢売りの魔女ドクター・ヒールと恐れられ、たった一人で北方の国々を落とした女の暗い瞳ひとみに、恐きよう怖ふが宿る一瞬を見逃さない。

　影が続いてさえいれば、影の中を移動し、どこにだって逃げられる魔女。

「この氷、一体どこまで続いているッ──」

「──どこまでもだよっ！　さあ、もう逃げられねえぜ！」

「盟主様の援えん護ごが無ければ何も出来ぬくせに、よくも！　ええ、知っていますよ、迷宮都市でどうしてドライバックが敗やぶれたかっ！」

　魔女も自分に認識阻害の魔法を常に張り巡めぐらせているんだろうけど……。

　動どう揺ようしている今は、はっきりとその表情が窺うかがえる。

　絶世の美女が顔を歪ゆがめて、表情だけで俺を殺しそうだ。はは、すっげえ怖こわいけど。

「スロウ・デニング。この状じよう況きようは、貴方が作り出したものではない──」

「うるせえな、そうだよ！　お前の言う通りだ！　俺は到とう底ていこの場に立てる魔法使いじゃない、お前と比べたら格落ちもいいところだ！　全部分かってる、黙だまっとけ！」

　俺はガチンコだったら、この敵には到底及およばない。

　俺が迷宮都市ゼネラウスのドライバック相手に勝利を拾えたのも全て火の大精霊エルドレツドが協力してくれたから。あれは俺の力じゃない、火の大精霊エルドレツドの力だ。

　そんなことは、誰よりも分かっているんだ。

　俺は弱い。

　この世界に生きる本当の猛者もさに比べて、俺は余りにも弱い。

　ノーフェイスやセピス・ペンドラゴン。

　中ちゆう堅けんどころを圧あつ倒とう出来ても、この世界は変えられない。

　俺の力は余りにも──中ちゆう途と半はん端ぱなんだ。

「いいか、俺はな！　自分の我わが儘ままを通すために！　これまで全てを利用してきた──！」

　頭に浮かぶこの記憶。

　絶対的なアドバンテージ、こんな力を与あたえられて負けるなんて有り得ない。

「これからだって同じだ！　俺は、俺の我儘のためなら──！」

　逃げ場を失い、今も空に浮かぶ太陽の直ちよく撃げきを受ける魔女。
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　こいつには、もう俺の言葉なんて届いていないだろうけど。

　それでも言わねばならなかった。

　俺は弱い。

　だからこそ、もう一つの世界。

　あっちでは、みっともなく足あ搔がいて、たった一人で戦って負けたんだ。

「かなわなかった理想を遂とげるためなら悪魔とだって手を結ぶ！」

「大焦土プロミネンスに大氷河ブリザード。驚おどろきましたが、時間さえあれば影は幾いくらでも作り出せるのですッ！」

　三銃士の一人、夢売りの魔女ドクター・ヒール。

　世界は平和に向かっているんだよ、今いま更さら邪魔なんて絶対に許さない。

　だから、俺は平面の影に潜む本体に向かって。

「俺の未来を──ポッと出のてめえがっ、邪魔するんじゃねえよッッ!!」

　生涯無敗を誇ほこる魔女の影に向けて、ユウギリ先生の剣けんを突つき立てた。








終章　あんたと手を結んであげる









「……ぅぅ」

　魔女は胸を押さえ、流れ出す夥おびただしい黒い血は直視に堪たえない。

　まだこいつは自分の身に起きた事情を把は握あく出来ていないように見えた。

　だけど、こっちも人を斬きったのは初めてで……まだ、少し手が震ふるえている。

　俺は典型的な魔法使いスタイル、近接で迎むかえ撃うつなんて最も苦手だ。

　なのに、何の因果で剣士の真似まね事ごとなんか。

　いや、斬ったのは影かげなんだけどさ。

「……はは、自分の血を見たのは本当に久しぶりです、あはっ、あははははは……」

　ずっと影の中に身を隠かくしていた魔女は突とつ然ぜん高笑い。

　何だ？　自分の敗北が素直に受け入れられないってか？

　そんな感じじゃないな。奴やつは自分の胸から零こぼれる血をすくい、恍こう惚こつに顔を歪めている。

「ヒールを使おうとしても無む駄だだ。お前を貫つらぬいた剣には毒や治ち癒ゆ遅ち延えんの付加効果を纏まとわせてある。余計、苦しむだけだぞ」

「成程。だから上手うまくいかないのですね。ふ、ふふっ。まさかユウギリ、貴女あなたの剣をこの身に浴びるとは思ってもいませんでしたよ」

　この剣はユウギリ先生の愛刀だ。毒を纏わせるのに、これ程付ふ与よが楽な剣もない。

　魔女はちらりと、とっくに昏こん睡すいしているユウギリ先生、そして傍そばに落ちた剣を一いち瞥べつする。そして魔女は空を見上げた。森を余すことなく照らしているそれは巨きよ大だいな炎ほのおの塊かたまりだ。

　あれは闇の大精霊が空に放った魔法──大焦土プロミネンス。

「ざまあないわね、フランシスカ」

　いつの間にか近づいている闇の大精霊が。

　廃はい墟きよには未いまだ認にん識しき阻そ害がいの魔法が継けい続ぞく。よし、シャーロットはまだあそこにいる。闇の大精霊さんはシャーロットを徹てつ底てい的に隠してくれるつもりらしい。

「盟主様……あれは素晴らしい魔法ですね。あんなものが空に浮かべば、私が逃げ込める影は生まれない。それに……魔法が発動するまでは全く気付きませんでした。ですが、よく私がこの場所にいると分かりましたね」

「驚いたわよ。ここに来たら、あんたがスロウ・デニングと遊んでいるんだから。お陰かげでこうして利用することが出来たから結果オーライだけど……でもあたしの意に反した行動をしているんだから何かしらの妨ぼう害がい・追っ手が放たれることは予想出来たでしょ？」

「盟主様子飼いの者達が妨害に現れることは予想していましたが、まさか直接とは。しかし聞きたいのはそこではありません。盟主様は私の秘密を、どこまで何をこの少年に教えたのですか？」

「さあ？　あたしは何も教えていないけど。というか、あたしも驚いてるわ。スロウ・デニング、大氷河ブリザードに毒の一刀。それはこいつフランシスカの本ほん性しようを知らないと出ない手よ。ますます興味深い……あんたって一体何者なの？」

　うっ、話がこっちにくるとまずいんだ。

　俺がやったことを闇やみの大だい精せい霊れいさんも警けい戒かいしている感じだ。

「教えていない、そうですか。よくそんな白々しいことを真ま面じ目めな顔で言えるものですね。私の秘密を知るものは盟主様、貴女ぐらいのもの。けれどこの子は、盟主様しか知らない秘密を知っていた」

「どうでもいいわフランシスカ、あんたはあたしの意向に背そむいた。その結果がこれよ、もう一度言うわね。ざまあないわね？　で、これからどうするの、まだ戦う？　それとも降参？」

　……凄すごいな。

　この場にいる全員が闇の大精霊さんに圧倒されている。

　悔くやしいが完全に彼女のペースで、俺は闇の大精霊さんが話している最中、魔女に逃げられないように周囲を窺うことに気を張っていた。

「盟主様。本気で大陸統一を、我らが悲願を諦あきらめるつもりですか」

「そう言った筈はずよ、帝てい国こくは疲ひ労ろうしすぎている。これ以上の戦いは無用。安易な思いで手を出せば痛い目に遭あうって、あんたが一番実感しているでしょう？」

「……そうですね。想定外なことばかり起きている。盟主様の来訪に加え、風の大精霊の存在。ですが一番頭を悩なやます問題は、私の正体を知る者が南方に存在したこと」

「あんたが今考えていることは、あたしの意向に真っ向から反してる。そいつは騎き士し国家の守護騎士ガーデイアン候補よ。それが北方の人間に殺されたと分かれば、あたしのやろうとしていることは終わり。それだけはさせないわ」

「……盟主様。私の正体を知る者を生かしておけと？　それに、これ程ほどの屈くつ辱じよくを味わわされた私が今、何を考えているか分かりますか」

　あーあ、もう俺は完全に蚊か帳やの外だよ。

　それに闇の大精霊さんも俺が守護騎士ガーデイアン候補って知ってるのか。でも闇の大精霊さんの発言からは本当に大陸統一を実行する気がない様子。そして俺を守ろうとするっぽい発言もちらほら。信じがたいことだけど闇の大精霊さんは俺たちの味方としてここに君臨中みたいだ。

「あたしだって驚いてるのよ。そいつがやった対応は満点だから。案外、南の諜ちよう報ほう力も油断ならないってことかしら。それともスロウ・デニング。あんたが異常なだけ？」

　魔ま女じよの本性を知っていたことが不ふ審しんに思われるのも仕方がない。

　俺がどうして大氷河ブリザードを発動させ、地面を凍こおらせたか。これは影の中を移動するっていう魔女の本性を知らなければ出来ないことだ。

　魔女の秘密は、闇の大精霊さんぐらいしか知らないっていう設定だったよな。

　だけど、絶対に魔女をこの場で仕留めるためにはああする他ほか無かったんだ。

「盟主様。そんな戯たわ言ごと、誰だれか信じるとでも」

「事実よ。動揺しすぎて現実を認めることも出来なくなったのかしら」

　それにしても、煽あおるねえ闇の大精霊さん。

　相手は三さん銃じゆう士しの一人、闇の大精霊さんが最も信しん頼らいする仲間だろうに。

「フランシスカ。嫉しつ妬と深ぶかいあんただから、今、何を考えているか手に取るように分かるわ」

「これまで、やられた分はきっちりと返してきました。この場で仕返しをしてやりたいですが、大義を果たすためには、今はこの場を逃にげることが何よりも先決のようです」

「あんたに大義なんてあったかしら。それに、この場を逃げられるとでも思っているの？」

「そ、そうだ、そうだ！　絶対に逃げられないぞ！」

　ひっ！　合いの手を入れたら、話に入ってくんなとばかりに二人に睨にらまれた。こええ。

　てか、自分で言っといてアレだけどフラグ満点のセリフだったな。今は自重しておこう。

「そいつの言うとおり、この状じよう況きよう下かでは逃げられるなんて甘く見ないでほしいわね」

「大焦土プロミネンスと大氷河ブリザード。確かに凄すさまじい魔法です。けれど逃げ場がないなら、作ればいい」

　しかし、魔女の自信は何だ。

　自分が捕つかまるなんて、これっぽっちも思っていない。

　本当に闇の大精霊さんと俺から逃げられると思っているのか。

「盟主様、これで決別と致いたしましょうか」

　一秒にも満たない時間で変化が起きる。

　魔女が口元を震わすと、ぞくっと身震いが身体からだに走り、大気を引き裂さく轟ごう音おんが轟とどろいた。

　森の中に響ひびいた程度じゃない。この世全体を震わせるような、大音量。

　足が猛もう烈れつに震え、背筋に氷針が突きこまれたかのような悪お寒かんが全身を覆おおっていく。

「や、闇の大精霊さん。この音ってな、何？」

　情けないが、聞かずにはいられなかった。

　まだ、魔女はそこにいる。空には小型太陽が健在で、大地は氷で固められ、影の中を移動なんて到とう底てい不可能。けれど、魔女は泰たい然ぜんと空を見上げるばかり。

「……まずったわ。こんな保険を打っていたなんて」

「盟主様。私はずっとこの森に籠こもっていたのです。ですから、仕し掛かけさせて頂きました。たとえ盟主様と敵対しても、必ず逃げられるように」

「フランシスカ。あんたがやろうとしていることは──」

「では、存分に堪たん能のう下さい──星ほし落おとし」




　それに気づいた時は、世界の終わりかと思ったよ。

　だって、雲の中から何かが出てくるんだもん。

　闇の大精霊さんが作り出した太陽を、軽々しく超こえる巨大な質量がさ。

　俺は速そつ攻こうで大氷河ブリザードを解除。もう魔女を逃のがさないとか言っている場合じゃない。生きるか、死ぬか。今は何よりも、空の上から迫せまってくるアレに対処する方が先だ。シャーロットが隠れている廃墟へ走る。あ、闇の大精霊さんも、空の大焦土プロミネンスを解除した。そして廃墟の窓からこっちの様子をこっそり窺うかがっていたシャーロットは、俺の鬼き気き迫せまる表情を感じ取って、窓から顔を出して空を見る──気絶。

　うん、それがいい。出来ることなら俺も思考放ほう棄きしたいけど……。思考を加速させ、考える。うん、あんな隕いん石せきを破は壊かいする魔法なんて──俺にはない。

　けれど一体どういうことだよ。こんな展開、想像すら出来なかったぞ。

　ドストル帝国の魔女が闇の大精霊さんと決別するなんて！

「スロウ・デニング。あんたは弱いんだから自分の身を守ることだけに専念しなさいよ」

　そして闇の大精霊さん。何でこの状況下でそんな余よ裕ゆうがあるんだよ。

　その自信は──本当にどこから来るんだよ、頼たのむから教えてくれ。




　でも、その自信が張ったりではないことを俺はすぐに理解した。

「……すげえ」

　闇の大精霊さんが行使した魔法の数々。

　単純な魔法、だけど俺よりも遥はるかに強力な力。え、今のは土魔法の鉱物圧殺アースプリズン？　そうか、隕石の主成分は──え、ここで火の魔法。今度は闇か。あーもう、滅め茶ちや苦く茶ちやだよ。

　闇の大精霊さんが何を考えて魔法を使っているのか全く分からない。

　分かるのは、たった一つだけだ。

　……あれだけ大きく見えた隕石が砕くだかれていく。
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　圧巻だった。闇の大精霊さんの力に比べれば、俺の魔法なんて偽にせ物ものだ。

　これが本当の奇き跡せき。そうだ、魔法とは本来こういうものなんだ。

　不可能を、可能にする力。

　きっと魔法が使えない平民は、俺たち魔法使いをこんな目で眺ながめているんだろう。

「精霊が見えるあんたなら分かるでしょ？　あたしとあんたの格の違ちがいってやつ」

　星ほし落おとし──雲の上に魔女が作り出していた隕石は闇の大精霊さんの魔法によってバラバラに破壊された。だけどまだ大きな質量を持つ岩が、空から降ってくる。

　あれが地面に激げき突とつすれば、大災害は免まぬかれない。

「はあ……何を心配してるのよ。ここには、あいつもいるじゃない」

　あいつ？

　闇の大精霊さんの言葉はいつだって難解だ。

　説明をすることが面めん倒どうなのか、答えだけを教えてくれればいいのにさ。

　でも、あいつって誰だ。大焦土プロミネンスが解除されたことで、世界は夜を取り戻もどし、魔女は逃げた。他ほかには誰も──でも、俺達の頭上に降り注ぐと思われたそれは、空に向かって飛びあがるあいつによって防がれるのであった。

　爪つめで空をひっかいただけに見えるが、あれはれっきとした風の魔法。

　風の大精霊さんの一いち撃げきで、隕石は粉々に砕け散ったのだ。

　……どんな力だよ、でもあれが大精霊の力。そう、それだよ。大精霊ってのは、これなんだよ。人間の持つ力とは比ひ較かくにならない、化け物。それが大精霊という存在なんだ。

「まあ、及きゆう第だい点てんってところよね。これで最後まであたしを怖こわがって出て来なかったら、本当に殺していたわよ。風の大精霊」

「消えろにゃあ……」

　風の大精霊さんの、そんな声は聴きいたことが無かった。

　俺でも飛び退のくような殺意を風の大精霊さんは闇の大精霊さんに叩たたきつけている。尻尾しつぽもぴこーんと嘗かつてない程に逆立ってるし、風の大精霊さんは本気だ。まずい、一いつ触しよく即そく発はつって感じで二人は今にも殺し合いを始めそう。俺、そわそわしてます。

「はあ？　今。何て言ったのかしら、アルトアンジュ、あんたまさかあたしに向かって、消えろって言ったの？　あんたの大切な子達を守ったこのあたしに」

「……」

「あたしがいなかったら、全員死んでたんだけど。あそこに隠かくれているシャーロットも、そこのスロウ・デニングも。フランシスカにいいようにやられてね。ずっと隠れてたあんたにしては随ずい分ぶんなご挨あい拶さつじゃない。一体、何様のつもりかしら」

「……」

　え、あ？

　風の大精霊さんが俺の背後へ隠れ……ちょ、噓うそだろ。最初の威い勢せいはどこ行ったんだよ。はあ、これだから風の大精霊さんは……こいつらの間には明確な力関係が存在することは知ってたけどさ……まぁ、風の大精霊さん、絶対に関かかわりたくないって言ってたもんな。

「それよりスロウ・デニング。あんた、どこまで知っているの？」

「──何が？」

「とぼけるんじゃないわよ。あいつの正体も、迷宮都市ゼネラウスのことも全部含ふくめてよ。じゃないといろいろ説明つかないのよ」

　……そりゃあ、闇の大精霊さんが絶対の自信を持つ戦士、三銃士が二人も倒たおされたんだ。

　しかも、南方のどこの馬の骨とも知れない俺相手に。俺が何者なのか、疑問が湧わくだろう。魔女が行った洗脳のように、頭の中を覗のぞかれれば全すべての終わり。あれが出来るのは奴やつぐらいな筈だけど、実は闇の大精霊さんも洗脳が出来ましたなんてことになれば最悪だ。

　……ここが正念場だと身構えていたら。

「でも、今はもっと大事なことがあるから、そっちはどうでもいいわ」

「……え」

「フランシスカは本気よ。一人で北と南の間に亀き裂れつを生じさせようとしている。戦争が始まり、南の軍勢が向かってくるのならさすがのあたしも指をくわえて傍ぼう観かんなんかしていられない。向かってくるなら、叩き潰つぶす。あたしの性格をよく知っているからこその行動ね。本当、嫌いやになるわ」

「そんな簡単に戦争なんて──」

「起こるのよ。あんた最前線の緊きん張ちよう状態知らないでしょ？　きっかけさえあれば簡単に起こる。それにあの馬ば鹿か、星落としなんて派手な魔法をよくもやってくれた。森の外れにあるあんたの学園は今いま頃ごろ大おお騒さわぎね」

「……っ」

「でも、あたしってやっぱり天才だわ。標的になりそうな場所にはルーニーに予あらかじめ危険を予告させていたけど、やっぱりここだったし。馬鹿の考えることは分かりやすいわね」

「やっぱりあの男はお前がよこしたのか──」

「ええ、そうよ。と言っても、危機を通告したのはあんたにだけじゃないわ。あら、その顔。もしかして、どうしてあたしが正解に辿たどり着いたか理解出来てないの？　そんなの、あんたがいるからに決まっているじゃない。呆あきれた。あんたは自分がしでかしたことを理解しているの？　ルーニーとドライバック、あたしの手て駒ごまを悉ことごとく葬ほうむり去ったあんたの存在にフランシスカが興味を持つのは当然よ」

　返す言葉もない。

　真実を知れば、誰だれだって興味を持つ。俺は闇やみの大だい精せい霊れいさんの刺し客かくを悉く潰してきたのだ。

「本題に入るわよ。あんたはあたしに大きな借りが出来たことは分かるわね？」

　魔女の襲しゆう撃げきは俺だけでは防げなかった。

　闇の大精霊さんがあいつを影かげから引きずり出してくれなかったら……俺はその姿を目にすることさえ出来なかったのだから。

　多分、ユウギリ先生と遠えん距きよ離りで戦い続けて、最後は力ちから尽つきていただろう。

「……分かっているさ。でも、闇の大精霊ナナトリージユ。お前は俺に何を求めている」

「あたしはあいつを仕留めたいの。でも、そのためにはあんただけじゃダメ。役不足もいいところ。確実に仕留めるために、あんたよりももっと上の力が必要よ」

「まあ、俺じゃあ力不足ってのは認めるけど……」

　分からないんだ。

　闇の大精霊さんがわざわざ恩を着せるような言い方をして、俺に何をやらせたい。

「理解が遅おそいわね。それでも公こう爵しやく家の風の神童？　いいわ、はっきりと言ってあげる」

　……もう十分に理解した。

　俺は三さん銃じゆう士しと呼ばれる存在が相手であれば、一対一では手も足も出ない。

「あたしは守護騎士ガーデイアン候補なんて言われているあんたに」

　こんな俺に、一体何を望むというんだ。

「騎士国家の女王エレノア・ダリスと──光の大精霊レクトライクルに会わせなさいって命令しているのよ」








あとがき









　ベランダに落ちているセミの死体を見ると夏だなあって気分になります。

　しかしまあ……今年、暑すぎないですか？




　例年、夏バテにならないよう気を付けているんですが、今年は見事夏バテに。

　今年は花火大会やら海水浴やらキャンプやら。

　夏のイベントを悉ことごとくスルーした分、大だい丈じよう夫ぶだと思ったんですが駄だ目めでした。

　夏バテにはグレープフルーツが効くという話を聞いたので、ちびちびとグレープフルーツジュースを飲む毎日。




　これじゃあいかんと外食しにいったりもするんですが……。

　……。

　東京、人多すぎじゃないですか。

　凄すごい人だ。もう無理だ。日に焼ける……。

　今年もクーラーをガンガンにつけて、大人しく家に引きこもることにします。




　さて、９月に発売しました豚ぶた６巻はコミックス豚１巻との（ほぼ）同時発売になります。

　コミックス１巻発売に合わせ、特典ＳＳ等も時期を意識して書きました。

　スロウがまだ全然豚だった時期のお話です。




　文庫よりも読みやすく、コミカルに面おも白しろいコミックス第１巻！

　合わせてお楽しみ下さい！





合あい田だ拍子りずむ





















豚ぶた公こう爵しやくに転てん生せいしたから、今こん度どは君きみに好すきと言いいたい６








合あい田だ拍子りずむ
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